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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次







モンスター・クラーン　黎明の光冠




電子版特別収録

　ヴァンピーアの生きた情報

　戦闘開始はテムズの岸で

　夜の中

　運命の扉

　寒さ厳しき冬の夜は
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　この世界には、昼と夜の狭はざ間まを生きるものたちが、人知れず暮らしている。

　人間たちよりずっと少なく、人間たちより長命で、人間たちにはない様々な力を持つ。

　昼と夜の狭間。黄昏たそがれに棲すむ血族クラーン。

　彼らが存在していることを、ほとんどの人間たちは、知らない。

　人間によく似た姿で、人間たちの中にとけこみながら生きる彼らを、人間たちは物語の中の生きものと考え、あくまでも空想の存在と認にん識しきしている。

　しかし実際は、彼らは人間たちを『隣人ナハバール』と呼び、ひそかに共存しているのだ。




　人間たちから『モンスター』と呼ばれる彼らには、鉄則がある。




　血族クラーンは、いかなることがあっても隣人ナハバールに危害を加えてはならない。




　もし、隣人ナハバールが血族クラーンに危害を加えてくることあらば、速すみやかにそれを退け、すべての痕こん跡せきを消してそこから去れ。




　そして、隣人ナハバールに害をなす血族クラーンは、異端者ケツツアーとみなして、狩かれ。
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　有史以前の、伝説にも残っていない昔の話。

　まだ、黄ロイテ昏・ダーの・デメ民ルングのほうが、人間たちより多く存在していた時代があった。

　クラーンのほとんどは長命種だが、その中にあって、唯ゆい一いつといってもいい短命のものたちがいた。

　脆ぜい弱じやくで、姿かたちは人間のそれとほぼ同じ。見分けられるものはほとんどいない。

　クローネ・クラーン。人間と区別のつかない彼らには、未来を読む予見の力があった。

　人間たちは脆弱であるため、クラーンを恐おそれていた。そしてその恐きよう怖ふゆえに、クラーンを執しつ拗ように追い、凶きよう行こうに及およぶようになっていた。

　クラーンが抵てい抗こうすればするほど、人間たちは死に物狂ぐるいになっていく。ありとあらゆる手段を使ってクラーンを徹てつ底てい的てきに攻こう撃げきしてくるのだ。クラーンと知られれば、無抵抗の女子どもであっても容よう赦しやはない。

　特に、人間にはない予見の力を持っているだけの脆弱なクローネ・クラーンたちは、格好の餌え食じきとなった。

　それは、虐ぎやく殺さつと呼ぶ以外、相応ふさわしい表現がないと思えるほどだった。

　人間は異い端たんなものを極きよく端たんに恐れ、忌いみ嫌きらう。人間は、クラーンをモンスターと呼び徹底的に排はい斥せきしたのだ。

　迫はく害がいされたクラーンの中には、人間を憎にくみ、反はん撃げきに転じるものが出てきた。最初はひとりふたりだったそれは、やがて後を絶たなくなった。

　モンスターからの反撃は、人間たちの凶行に拍はく車しやをかけた。彼らは自分たちの平へい穏おんな生活を死守するという大義名分を盾たてに、正義の名を掲かかげて全力をもってモンスターを駆く逐ちくする。

　気づけばすべてのクラーンが激減していた。

　黄昏の民は、滅ほろびの危機に瀕ひんしたのだ。







　のちにヴァンピーアと呼ばれる、残り少ない血族クラーンの長おさに双ふた子ごの兄弟が誕生したのは、そんな時代だ。

　双子の両親は、彼らが幼い頃ころに人間たちの手にかかり、胸に白木の杭くいを打たれて砂のように崩くずれて消えた。

　滅びかけたクラーンは、極ごく々ごく僅わずかなともがらが身を寄せ合うように生きていた。

　彼らが物心ついた頃、クローネ・クラーンの最後の家族が人間に襲おそわれた。

　みな深手を負わされ、なんとか逃にげ延のびてヴァンピーアたちの許もとにたどり着いたときには手の施ほどこしようがなくなっており、生まれたばかりのひとり娘むすめもやがて息を止めた。

　青い光が[image: 迸]ほとばしったのはそのときだ。赤ん坊ぼうの産うぶ着ぎの中に隠かくされていた青い琥こ珀はくが激しく明めい滅めつし、失われかけた命をどうにか取り留めたのだ。

　長の家に引き取られたクローネの末まつ裔えいは、双子の兄弟とともにすくすくと成長した。

　うりふたつの青年たちが、物心ついた頃からともに在った彼女に向ける眼まな差ざしは、同じようでいて同じではなかった。

　ひとりは、血を分けた妹に与あたえるような穏おだやかな情愛を。

　ひとりは、運命の相手と信じて注ぐ激しくも深い愛情を。

　それぞれの眼差しに宿していた。

　それを受けた彼女は、顔を覆おおって涙なみだにくれた。

　あなたからほしかったのは、情愛ではなかったのに。

　あなたからほしかったのは、愛情ではなかったのに。

　彼らは、姿かたちはそっくりでありながら、その性情は正反対。

　彼女が愛したのは双子の兄アルノルトで、彼女が慕したったのは双子の弟アドルフだった。

　やがてアルノルトは彼女の想おもいを受け入れたが、それは愛情からではなく、クラーン存続のためだった。

　不死にも近い寿じゆ命みようを持ち、生きるために人間の血をほんの少し必要とするヴァンピーアの長アルノルトは、残されたクラーンすべてを守らなければならなかった。

　追われるクラーンに安あん寧ねいをもたらし、存続させるために、彼女の血が持つ力を必要としていたのだ。

　そこには長の義務だけがあり、男女の愛情と呼べるものはなかった。

　アルノルトは彼女を大切に思っていたが、それはあくまでも肉親の情から外れることはなく、彼女はそれを感じていたが、夫ふう婦ふとして過ごすうちにいつか変わってくれるかもしれないと、僅わずかな期待を寄せていた。

　が、どれほど望んでもそんな未来は訪おとずれない。アルノルトは彼女を、クラーンの運命を予見する存在として尊重はしても、ひとりの女としては未み来らい永えい劫ごう愛さない。

　彼女は、己おのれの血が持つ予言と予見の力で、それを悟さとった。

　傷ついた彼女に、アドルフが手を差しのべた。

　アルノルトとうりふたつの、彼女を心から愛する青年。

　彼女は彼を、彼が望むようには愛せなかったが、彼はそれでもいいと訴うつたえた。

　そばにいれば想いは募つのる一方でつらいだけ、いっそもうアルノルトから離はなれたいと望む彼女をさらい、アドルフはクラーンから逃げた。

　彼女がクローネの力とともに受け継ついだ至宝とともに。

　アルノルトは、クラーンの者たちにふたりの捜そう索さくを命じた。

　数年後、ようやく摑つかんだ情報をもとに、アルノルトは単身そこに向かった。

　アドルフと同等の力を持っているのは、ヴァンピーア・クラーンの中では長たる彼だけだ。まだまだ数の少ないクラーンを、危険にさらすわけにはいかなかった。

　深い山間の、森の中だった。クラーンにも人間にも見つからないように、アドルフたちはひっそりと暮らしていた。

　突とつ然ぜん現れた双子の兄を見て、アドルフは瞠どう目もくしたが、それだけだった。

　一方のアルノルトは、困こん惑わくして眉まゆ根ねを寄せた。

　久々に再会した双子の弟の横に彼女の姿はなく、代わりに幼い子どもがいたのだ。そのあどけない面おも差ざしは、彼女にとてもよく似ていた。

　どういうことかと問い詰つめたアルノルトに、アドルフは答えた。

　彼女は、クリスティアナは死んだ。子どもの命と引き換かえに。

　彼女の面差しを受け継いだ子ども。その胸には青い琥珀が揺ゆれていた。

　お前の子かと詰きつ問もんするアルノルトに、アドルフは答えなかった。

　しかし、アドルフが子どもに向けるその眼差しは、優やさしさと愛いとおしさにあふれていた。それは、彼がクリスティアナに向けていたものに酷こく似じしていた。

　その眼差しこそが答えだと、アルノルトは察した。

　彼女によく似た面差しの幼い娘。アルノルトが名を問うと、子どもはアドルフの後ろに隠れるようにしながら、か細い声で答えた。

「……マリア・クリスティナ」







　長の妻を奪うばい死に至らしめた罪で、アドルフの名はクラーンの記録のすべてから抹まつ消しようされ、彼は永遠に追放された。

　クリスティアナの面差しと予見の力を受け継いだ娘は、一度はクラーンに迎むかえ入れられた。

　しかし、彼女はやがて自らの意思で、青い琥珀とともにクラーンを去った。

　彼女を不義の子と蔑さげすみながら、その力を利用しようとしたクラーンのものたちを嫌ったのだ。

　姿を消す前の晩、マリア・クリスティナはアルノルトに告げた。

　──いつかクラーンは、滅びの未来に向かうでしょう。いまの私にはそれだけが見える

　それは、クリスティアナの娘マリア・クリスティナがクラーンの長に告げた、最初で最後の予言だった。

　アルノルトはのちに、ヴァンピーア・クラーンから再び妻を迎えた。

　それが、現代につづくヴァンピーア・クラーンの長、ベルンシュタインのはじまりだ。







　クローネだけが、クラーンの至宝王の青ケーニヒスブラオの力を引き出すことができた。

　太古の時を封ふうじ込めた青琥珀。それは、天地を創造した神とも呼ばれるものの力を封じ込めているに等しく、過去と未来を変容させることができるのだ。

　ケーニヒスブラオを扱あつかえるクローネを手に入れれば、世界を意のままにできると言っても過言ではない。

　クラーンのものたちは忽こつ然ぜんと姿を消したクローネを何年も執拗に捜さがしたが、世界のどこにもその血を引くものは見つからなかった。

　ケーニヒスブラオもまた、己れの意思で隠れているかのように、手がかりひとつも摑めないまま幾いく星せい霜そうもの時が流れた。

　追放されたアドルフの消息も断たたれた。おそらく彼だけがクローネの行方ゆくえを知っている。クラーンは血ち眼まなこになって彼の行方を追ったが、その居所は杳ようとして知れなかった。

　やがて、何十年も経過し、クラーンはついに諦あきらめざるを得なくなった。

　長命なクラーンにあって、クローネだけは短命。その寿命は人間と変わらない。

　あの娘こが人間と同じだけの寿命ならば、とうに土に還かえる頃だ。

　黄昏の民は、その事実を諦てい観かんとともに受け入れた。クローネの血は絶えたのだと。




　　◇　◇　◇




　のろのろと目をあけたエーアストは、額に手を当てて深く嘆たん息そくした。

「……随ずい分ぶんと懐なつかしい夢を…」

　彼がエーアストと呼ばれる前の、滅びかかったクラーンを再興させるために必死だった頃の、胸に痛みを伴ともなう過去の情景だ。

　クリスティアナ。地下の隠し部屋の壁かべに飾かざられた絵画は、彼らに幸せな頃ころが確かにあったことを告げる唯ゆい一いつの証あかしのようなものだ。

　あれからどれほどの時が過ぎたか、エーアストはもう数えることを放ほう棄きしている。彼がアルノルトではなく始祖エーアストと呼ばれるようになってからの時間は恐おそろしいほど長く、己れの血を引いたものたちを幾いく度ども見送った。

　長命なクラーンの中でも、桁けた違ちがいの時を彼は生きている。自分はきっといつか最後のひとりになるまでクラーンを見守ることを宿命づけられたのだろう。

　これは、彼女を愛せなかった自分に科せられた罰ばつなのだと、エーアストは思っている。

「でも……愛していたよ、クリスティアナ」

　妹のように。大事な家族のひとりとして。弟のアドルフと同じくらい、きみは大切な存在だった。

　一度瞑めい目もくして息をつき、エーアストは視線をめぐらせた。

「……そこにいるのはわかっている。出てくるがいい」

　アーチ型の大きな窓を隠す重いビロードのカーテンが揺れ、前カルネオル伯はくオイゲンが現れた。頰ほおがくぼみ、土気色の肌はだは死人のようだ。ぎらぎらと光る眼めは狂きよう気きに満ちている。

　エーアストは身を起こし、クッションに寄りかかった。

「どうやってここに……などと訊きいても無意味だろうね。お前は長老衆の中でも特に血の濃こいヴァンピーアだ」

　城を守る何重の守りも、オイゲンが本気で侵しん入にゆうを試みればあまり役に立たなかっただろう。

　この黄昏の城は、ナハバールに対しては徹てつ底てい的てきな対策が取られている。しかし、クラーンの侵入を想定したことはない。そんなことはありえないし、あってはならなかったからだ。

　あとで城の警備態勢を見直そうと考えながら、エーアストはオイゲンの動きを注視する。

　血走った目のヴァンピーアは、のろのろと手をあげてエーアストを指さした。

「貴様らに、ディートリヒを糾きゆう弾だんする資格などない」

　エーアストは片かた眉まゆをあげる。

「ほう？」

　あくまでも悠ゆう然ぜんとした態度をくずさない男に、オイゲンは唸うなる。

「ずっとクラーンを欺ぎ瞞まんしていた貴様が、我が息子むすこディートリヒをどうして責められる。ケッツァーの汚お名めいを取り下げろ」

　エーアストはひとつ瞬まばたきをした。

「欺瞞？」

　本気で不ふ審しんに感じている声こわ音ねだった。

　オイゲンはかっとなって怒ど号ごうした。

「貴様やベルンシュタインの小こ僧ぞうどもが、ケーニヒスブラオとクローネをとうに取り戻もどしていながら、我らクラーンに報しらせることなく隠いん蔽ぺいしていたことを、もう私は知っているぞ、エーアスト！」

　エーアストが目を瞠みはる。オイゲンは勝ち誇ほこってつづけた。

「貴様たちは、我らがクローネの姿を知らなかったのをいいことに欺瞞した。失われた至宝と失われた血筋は、我々の目の前にあったというのに……！」

　忌いま々いましさと憤いきどおりで胸の奥が焼かれているようだ。

「あの娘むすめ…！　ベルンシュタインの養い子、カール・ブラントの娘だと？　よくもクラーンを謀たばかったな、エーアスト。あれこそは我らの至宝、予見のクラーン、クローネの末まつ裔えいだ……！」

　地を這はうような唸りを発したヴァンピーアは、ふいに目を三日月の形に歪ゆがめた。

「……礼を言うぞ、エーアスト」

　先ほどとは打って変わって穏おだやかに笑う。

　唐とう突とつな豹ひよう変へんに、エーアストは危機感を募つのらせた。一見落ち着いたように見えるいまのほうが激しているより遥はるかに危険だと、本能が訴うつたえる。

　オイゲンは両手を広げた。

「貴様もカール・ブラントも、自身の欺瞞でその地位を追われるだろう。やがて頂点に立つのは我がカルネオル。───ディートリヒだ」

　エーアストは眉を動かした。

「……その名を持ったケッツァーは、イェーガーによって狩かられた。たとえお前の言うように私やカールがクラーンを追われたとしても、お前の言葉どおりにはならない」

「なるさ」

　狂気をはらんだ眼まな差ざしでエーアストを睨にらんだオイゲンは、いびつに嗤う。

「我が子ディートリヒは帰ってくる。クライスが私に約束した」

「クライス、だと…？」

　呟つぶやいたエーアストは、ふうと息をついて肩かたの力を抜ぬいた。

「息子のみならず、父親までクライスと通じたか。ザムエルも可哀かわい想そうに」

　カルネオルのものたちを守るために死力を尽つくしている長男よりも、愚ぐ行こうを重ねて報むくいを受けた次男にこれほど執しゆう着ちやくするとは。

　愚おろかな子ほど可愛かわいいというが、もはやそういう話で済まされるレベルではない。

「クライスはお前に何を言った？　何を要求された？」

　エーアストの問いに、オイゲンは吐はき捨てた。

「純血のヴァンピーアがほしいというから、言ってやった。もっとも長命な始祖をくれてやるとな」

　ひとつ瞬きをして、エーアストは腕うでを組んだ。

「私とお前の愚かな息子とでは、釣つり合いが取れないな。それで？」

　オイゲンの眉が吊つり上がる。

「貴様なぞより、あの子のほうがずっと価値のある命だ。何千年もただ寝ねたきりで、ここに生きているだけの貴様に、いったい何の価値がある！」

「─────」

　青年はふつりと押し黙だまる。

　彼の瞳ひとみが一いつ瞬しゆん動いたが、オイゲンは気づかずにまくしたてた。

「貴様やカール、あのセイレーンたちが隠かくしつづけてきたものを、クラーンすべてに知らしめて、そっくりそのままクライスにくれてやる。クローネの力も何もかもだ！」

　エーアストの目め許もとに険がにじんだ。

「愚かにも、セイレーンのディーバを襲おそったそうだな、オイゲン。セイレーンやアナトリアの最長老を敵に回すとは、見下げ果てたものだ」

「黙れ！　貴様の欺瞞を暴あばき立てれば、クラーンすべてが私に味方するに決まっている！」

「愚ぐ息そくの過あやまちを詫わびるどころか、思し慮りよ分別を失い、狂きよう乱らんの末このような暴挙に及およんだお前の言葉を、我が聡そう明めいな黄昏の民たちが信じるとでも？」

　オイゲンの語気に殺気が宿る。

「暴挙だと？　貴様らの欺瞞こそが、恐ろしいまでの暴挙ではないか…！」

「ほう……」

　エーアストは首を傾かたむけ、嘲あざけるように鼻で笑う。

「何をどこまで知っていると言うのやら」

　鋭するどく輝かがやく紫むらさきの双そう眸ぼうに、オイゲンはせせら笑った。

「何をどこまで？　お前たちが隠していたことすべてだ！」

　絶えたと思われていた予見のクラーンであるクローネの最後の末裔を、エーアストとベルンシュタイン家のものたちが隠し、秘していた。末裔が生んだ娘のことをクラーンの誰だれにも悟さとらせず、人間の捨て子と偽いつわってベルンシュタイン家で育てていた。クローネとともに失われたはずのケーニヒスブラオは、ずっとベルンシュタイン家が保持していた。

「それだけではない。ケーニヒスブラオの力は、貴様によって封ふうじられていたのだ！　クラーンがあの力をどれほど欲ほつしていたか、貴様が知らないはずがない、にもかかわらず、貴様はあれを隠していた…！　何が古のフオアツアイトクラーンだ、何がヴァンピーアの始祖だ！　クラーンを欺瞞しつづけた、貴様たちこそ異端者ケツツアーそのものではないか…っ！」

　血走った目で吐はき捨てたオイゲンに、エーアストは顔色ひとつ変えずにこう切り返した。

「その至宝をクライスにくれてやると言う貴様も、充じゆう分ぶんケッツァーそのものだろう、前カルネオル伯オイゲン」

　老いた風ふう貌ぼうのヴァンピーアはふんと鼻を鳴らす。

「なんとでも言うがいい。ディーバは既すでに我が意のままだ」

　エーアストの眉み間けんにかすかなしわが刻まれたのを見て、オイゲンは勝ち誇った。

「セイレーンの長おさヘリオドールに代々伝えられる秘歌があるそうだな、エーアスト。クライスからそのことを聞き、私にはわかった。それこそが、ケーニヒスブラオ解封の鍵かぎだとな」

　言い放ったオイゲンは、エーアストの頰がぴくりと動いたのを見て、自分の仮説が正せい鵠こくを射ていたことを確信した。

　クライスにくみしたセイレーンがいたのを、エーアストは記き憶おくの奥から掘ほり起こした。

　アナトリアでアレキサンドラをかどわかしたダグラス。セイレーンならば、秘歌のことを知っていてもおかしくない。それがどういう目的と役目を持っているのかを知らなくても、ヘリオドールの長にのみ伝わる歌のことは聞き知っていただろう。

　アレキサンドラは幼い頃ころに秘歌を受け継ついでいる。彼女に秘歌が伝えられたことを、当時の長アルバから報告された。

　瞼まぶたを半分落として、エーアストは唸った。

「アレキサンドラを襲った理由はそれか……」

　一度牙きばを受ければ、虜とりこはヴァンピーアに隷れい属ぞくする。どれほど離はなれていてもその声は届き、ヴァンピーアの命じるままに行動するのだ。そして、更さらに血を与あたえようとする。牙を立てられることが快楽となっていく。中毒のようになるのだ。

「一度はさらったアレキサンドラを解き放ったのは、虜となって自我を失っていく彼女の姿を我々に見せつけるためか、オイゲン」

　オイゲンはにやりと笑う。

「それだけではないぞ、貴様たちの前でディーバに歌わせる。封ふう印いんを解くという秘歌を」

　ぎらぎらと光る目でエーアストを射い貫ぬき、オイゲンは低く唸った。

「我が牙の魔ま力りよくからディーバを救えるのは長ただひとり。そうだ、エーアスト。クライスの手に落ちた、あのカール・ブラントだけだ」

　エーアストの表情が険しさを帯びる。オイゲンの目に喜き悦えつの光が灯ともり、やがてけたけたと笑い出した。

「いい、いいぞ、エーアスト。貴様のその顔が見たかったのだ。だがまだだ、まだディートリヒに貴様たちが与えた苦痛には到とう底てい及およばん。長老衆すべてに招集をかけ、皆みなの前で貴様自身の口からこれまで隠いん蔽ぺいしていたすべてを語れ。さもなくば、秘歌を歌わせたあとで、あの生意気なヴェアヴォルフの前で死ねと命じてやろう。ディーバは微笑ほほえんで自らの命を絶つだろうよ」

　絶対的優位を信じて要求を突つきつけるオイゲンに、エーアストは深く嘆たん息そくして見せた。

「……残念だが、従いかねる」

　淡たん々たんとした声に、オイゲンの眉まゆが吊り上がり、双眸が残ざん虐ぎやくに輝いた。

「ならば仕方がない、ディーバの命は、貴様が絶つのだ、エーアスト」

　紫の目の青年は、ひとつ瞬まばたきをした。

「オイゲン。お前にクローネやディーバについて教えたのは、クライスの何者だ？」

　唐突な問いに、オイゲンは目をすがめた。

「それを聞いてなんになる」

「好こう奇き心しんだよ」

　オイゲンはちっと舌打ちした。

「クライスの、確か、アダムと……」

　記憶の底からさらった名を呟くように口にしたオイゲンは、ふと、目をしばたたかせた。

　突とつ然ぜん訪ねてきて、ディートリヒの友人だと言ったあの男。そういえば、誰かに似ていなかったか。

　オイゲンは、始祖を見た。

　青年は静かに唇くちびるを動かす。

「ヴァンピーア・クラーンの長カール・ブラントは、確かにいまクライスに捕とらえられて不在だ。でもね、後こう継けい者しやがいるんだよ。私が手塩にかけて育て上げた、あれには長の覚かく悟ごも役割もすべて叩たたき込んである」

　エーアストが何を言っているのか、オイゲンは咄とつ嗟さに理解できなかった。

「だからね、前カルネオル伯はく。お前が何をどう企たくらもうと、無む駄だだ。ディーバはお前の意のままになることはないし、解封の秘歌を私の許可なく歌うこともない」

　オイゲンの脳のう裏りに、ようやくひとりの男が浮うかんだ。

　ヴァンピーアと人間の間に生まれたダンピール。十年の間、この城でエーアストに養育された、ベルンシュタインの後継者、アルベルト。

「まさか…っ」

　エーアストがうっすらと笑う。その笑えみが、クライスの男のものと重なった。

　──あなたの大切な息子むすこは、我々クライスが必ず甦よみがえらせてご覧に入れますよ

　誰かに。そう、目の前にいる、この───。

　己おのれのひらめきに絶句するオイゲンの耳に、澄すんだ声が忍しのび込んできた。

『悪わる巧だくみはだめよ、坊ぼうや』

「!?」

　振ふり返ったオイゲンは、いつの間にか傍かたわらにたたずんでいた少女に気づいて息を吞のみ、次に彼女の輝く双眸に釘くぎ付づけになった。

「メデュ……っ…！」

　叫さけぼうとした喉のどが硬こう化かしていくのを、老いたヴァンピーアは愕がく然ぜんとした面おも持もちで感じる。

　醜みにくく歪ゆがんだ形相のまま石化したヴァンピーアから視線をはずした少女は、堪こらえるような表情で肩かたを落とす。

『ここまで悪意を放てるなんて。誇ほこり高きヴァンピーア・クラーンのカルネオル伯は、いったいどうしたというの？』

　嫌けん悪お感かんを隠そうともしない少女に、エーアストは肩をすくめて苦く笑しようした。

「助かったよ、メデューサ」

　オイゲンの背後に現れた彼女に、エーアストだけが気づいていた。

　そして、すぐさまオイゲンの自由を奪うばおうとしていたメデューサを目で制し、彼が何をどこまで知っているのかを聞き出すために、わざと煽あおるような物言いをしたのだ。

　ゴルゴン三姉妹の末妹メデューサは、白いキトンとヒマティオンの裾すそをなびかせながらオイゲンの横をするりと通り抜ぬけ、エーアストのベッドサイドに移動した。

「助けられて言うのもなんだが、君が目覚めるとは珍めずらしいな」
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　メデューサは固い表情で首を傾けた。背を覆おおう長い金きん髪ぱつが波打つ。すらりとした肢し体たいを古代ギリシャの衣い装しように包んだ美しい彼女は、実体ではない。その証しよう拠こに、彼女の輪りん郭かくはぼんやりとして判然とせず、衣装も身体からだもうっすらと透すきとおっている。

　エーアストが見ているのは、彼女の妖力が映し出しているかりそめの姿。本体は頭とう髪はつが蛇へびの妖よう女じよで、この城の宝物庫に収められたアテナの盾アイギスに首だけがはめ込まれているのだ。首から下は遥はるか以前にとうに失われている。妖女の姿も、少女のような雰ふん囲い気きを持つ美しい面おも差ざしも、どちらも彼女の真の姿だった。

『エーアスト。何が起こっているのかしら？　私の大切なエウリュアレが心を痛めているの。それに、……どこかで、泣いている声がする』

　オイゲンを一いち瞥べつしたメデューサの言葉に、エーアストは首を傾かしげた。

「ステンノが？」

　少女は首を振った。

『いいえ。ステンノではなくて……』

　けれども、ステンノと聞き違ちがうほどよく似た声が、泣いている。

『その声の主は、とても遠いところにいるわ。ステンノほどではないけれど……』

　彼女の長姉ステンノは、ここではない世界のどこかにひそんだまま、もう何千年も姿を見せていない。

　エーアストは、憐あわれみの眼まな差ざしを物言わぬ彫ちよう像ぞうと化したオイゲンに向けた。

「いつだったか、ステンノがエクシールに…アドルフに助けを求めたことが、あっただろう」

　メデューサは目をしばたたかせた。ヴァンピーア・クラーンの始祖が、遠い昔に追放した双ふた子ごの弟の名を呼ぶのは、何千年ぶりか。

　頷うなずく彼女に、エーアストは重い息を吐はきながらつづけた。

「彼女が私ではなく、アドルフに救いを求めたのは、クラーンにこういう輩やからがいることを、おそらくわかっていたからだ」

　遥か昔、クローネ・クラーンの最後のひとりを失うことになったときと同じように、その力を利用しようとするクラーンが争い合うことを懸け念ねんした。

　そしてステンノは、ゴルゴン三姉妹と同じ血を持った少女を、クラーンの長おさではなく、エクシールにゆだねた。

『欺ぎ瞞まんというのは、なんのこと？　クラーンからクローネを隠かくしていたことが欺瞞なの？』

「そのようだ」

『予見の力に惑まどわされて目のくらんでしまいそうなクラーンたちからクローネを守っていたのだと、どうしてわからないのかしら』

　本気で訝いぶかしんでいる様子のメデューサに、エーアストはほろ苦く答える。

「クラーンの至宝を失ったことは、私たち自身が招いた事態なのだと、この子たちは知らないからだよ、メデューサ」

　美しい相そう貌ぼうの古のフオアツアイトクラーンは、初めて気がついたように目を瞠みはった。

『……そう…そうね、そうだった。あの頃のことを知っているものは、もうこの手で数えられるくらいしか、残っていないのね』

　うつむいたメデューサは、長いまつげを震ふるわせた。

『……そろそろ、眠ねむるわ』

「ああ、おやすみメデューサ、良い夢を」

　そっと頰ほおに触ふれる青年に、メデューサは微笑んだ。

『ええ、おやすみなさい、アルノルト。あなたも良い夢を』

　メデューサが霞かすみのように消えていく。

　ほぼ同時に、扉とびらの向こうから慌あわてたような呼び声がした。

「エーアスト、エーアスト」

「何か叫び声がしたような……どうなさったのですか、エーアスト」

　ヴァンピーアは苦笑した。

　彼以外誰だれもいないはずの寝しん室しつから諍いさかう声がしたのだから、慌てもするだろう。

　前カルネオル伯は大層大声でわめき散らしていた。迷めい惑わくな話だ。

　それに何よりも。

「……さて、これはどうしようかな」

　石になったオイゲンのことをどう説明しようかと、彼は頭を悩なやませる。

「エーアスト！　失礼！」

　返事のないことにしびれを切らしたのか、許しもなく寝室の扉を開けて飛び込んできたカルネオル伯ザムエルは、視界に飛び込んできた光景に硬こう直ちよくする。

　ベッドのクッションにもたれて腕うでを組み思案している様子のエーアストと、カーテンの前に突とつ如じよとして出現している自分の父の石像。

　心臓が止まりそうなほど驚きよう愕がくしたザムエルに、エーアストはこともない風ふ情ぜいで告げた。

「それ、向こうの部屋に移動させてくれるかい？　私はもう少し眠るから」

　ザムエルは、ぎくしゃくとした動きで応じ、全力で平静を装よそおいながら口を開いた。

「……さ…先ほど、ベルンシュタイン家から、ルーマニアに向かうと、一報が……」

　必死に声の震えを押し殺しているザムエルの心中を思い、可哀かわい想そうなことこの上ないとエーアストは心から同情する。

「うん、わかった。オイゲンの処断はあの子たちが戻もどってからにしよう」

　エーアストの台詞せりふを聞くまでもなく、石の彫像は父本人だと察していたザムエルは、絶望を顔に貼はりつかせてうなだれる。

　セイレーンの姫ひめアレキサンドラに牙きばを立て、逃とう走そうしたオイゲン。追つい跡せきの網あみを張り巡めぐらせたのはザムエルだ。しかし父は彼の手にかかることなく城の最さい奥おうであるこの部屋に、城主の寝室にやすやすと侵しん入にゆうしてしまった。

　石となった原因はわからないが、エーアストが何かをしたのだろう。

　たとえ脆ぜい弱じやくで一年の大半をベッドで過ごしているとはいえ、ヴァンピーア・クラーンの長ベルンシュタイン家の始祖だ。桁けた違ちがいの時を生きているこのヴァンピーアに、父がかなうとは思えない。

　ザムエルは力なく頭かぶりを振った。父が何を目もく論ろんでいたか、見当はつく。

　ディートリヒをケッツァーと見み做なしてアルベルトに狩かりを命じたエーアストを逆さか恨うらみして、報復にやってきたに違いない。

　カルネオル家はもう終わりだ。愚おろかな弟と、血迷った父が、ザムエルが必死で守ろうとしたものをすべて壊こわしてしまった。

「……オイゲンを石にしたのは、私ではないよ」

　心を読んだかのようなエーアストの言葉に、ザムエルは弾はじかれたように顔をあげた。

「では…っ！」

「私ではないから、元に戻すこともできない。戻せる相手の心当たりはあるけど、引き受けてくれるかな……」

　エーアストは思案した。ザムエルに嫌いやがらせをしたいわけではない。これを戻せるのはゴルゴン三姉妹だけだが、メデューサはしばらく目覚めないだろうし、ステンノは行方ゆくえが知れない。残るは次女のエウリュアレだが、彼女が果たして手を貸してくれるだろうか。

　彼女の愛するベルンシュタイン家のものたちを追い詰つめて苦しめた、オイゲンのために。

　真っ青だったザムエルの顔から血の気が完全に失うせた。ひどい顔だった。

　城に仕えるヴァンピーアたちに命じて素す早ばやく丁てい重ちように石像を運び出させたザムエルは、一礼して踵きびすを返す。

「ザムエル」

「は……？」

　呼びとめられて、ヴァンピーアは怪け訝げんそうに振ふり返る。

　様々な感情を懸けん命めいに押し殺しているだろう彼に、エーアストは唐とう突とつに尋たずねた。

「もし、死に絶えたと言われる予見のクラーンが実はいまも生き延びていて、私がひた隠しにしていたとしたら、お前たちはどうする？」

　ザムエルは、何を言われたのか一いつ瞬しゆんわからなかった。

「は……？　予見の……？」

　エーアストの言葉を反復するうちに、彼は愕がく然ぜんと目を瞠る。

「…クローネ…クラーンを……あなたが…!?」

　それまで死人のようだった肌はだに、今度は一気に血がめぐって真っ赤になる。

「も…、もし！　もしそれが真実なら、私は、私たちクラーンは……っ」

「私を許さない？　それでもいいんだが、まぁ一応の確かく認にんだ。わかった、もういいよ、眠るから下がってくれ」

　先に言われてしまったザムエルが口をぱくぱくと開閉させて喘あえぐのを横目に、エーアストはさっさと横になる。

　ザムエルは死に物狂ぐるいで感情を抑おさえ込み、なんとか一礼して扉の向こうに消えていく。

　扉の閉まる音が普ふ段だんより乱暴で強かったのは、最後の最後で己おのれを律しきれなかったからだろう。

　胸のところで手を合わせたエーアストは、天てん蓋がいを見上げてひとつ瞬まばたきをした。

「……ブラオ…」

　エーアストは目を閉じる。

　ケーニヒスブラオ。お前がいまも私を憎にくむなら、私はそれを受け入れよう。

　クラーンから去って何者かの手にかかったマリア。

　彼女を守れなかった私を、お前は滅ほろぼそうとした。だが私は、あのときお前に滅ぼされるわけにはいかなかった。

　激しい怒いかりに荒あれ狂くるうお前を鎮しずめることはできず、代わりにその力のほとんどを封ふうじたことを、後こう悔かいしてはいない。

　封ふう印いんを維い持じするために、精気を奪うばわれつづけることにも慣れてしまった。

　一度は滅びかけたクラーン。長い時間をかけて、ようやくここまで栄さかえた。

　人間たちへの憎しみを育てることもなく、適切な距きよ離りを保って、ときには親しみをもって、互たがいを侵おかすことなく共存を図れるまでになった。

　人間は隣りん人じんだ。ときに諍うことも、ときに助け合うこともある。

　過去のある時代、昼に生きる人間が黄昏たそがれの民たみであるクラーンを殺さつ戮りくしたのは事実で、哀かなしい歴史のひとつだ。

　人間は、自分たちにはない様々な異能を持ったクラーンを恐おそれた。クラーンが人間を殺すという幻げん想そうに囚とらわれた。そんなことはしないというクラーンの訴うつたえは届かなかった。そして人間は、殺される前に殺すことを選んだのだ。

　彼らがクラーンを恐れるのは、彼らとは違ちがう生きものだからだ。

　クラーンはそれを理解している。

　だから人間はどこまでも、同じところではなく、隣にナいるハ人たちバールなのだ。付き合い方を間ま違ちがえなければ円満な関係を築ける。

　人間を愛したクラーンは数多いが、最後には昼の世界を捨てて黄昏の民として生きることを相手に望む。それを受け入れられない人間を、クラーンは拒きよ絶ぜつする。

「この長い長い歴史の中で、人間を人間のまま愛し抜ぬいたのは、お前だけだよ、カール坊ぼうや」

　エーアストは小さく笑った。当代ベルンシュタイン公の嫌そうな顔が目に見えるようだ。

　クラーンをまとめる後こう継けいも育て上げた。こんな重くて面めん倒どうな役目はごめんだと嫌がられるだろうけれど。

　すべての責を負って身を引くには良い頃ころ合あいだろう。

「……あ、そろそろ眠くなってきた」

　うつらうつらとしはじめたエーアストは、メデューサの言葉を思い出した。

　──……それに、……どこかで、泣いている声がする

　眠りの淵ふちに沈しずみかけたエーアストの脳のう裏りに浮うかんだのは、ずっと昔に行方の知れなくなったゴルゴン三姉妹の長姉ステンノの面おも差ざしだった。

『……助けて……アルノルト…』

　切なる訴えに、エーアストはやれやれと息をつく。

　前はアドルフに訴えて、今度は私に頼たのむんだね、ステンノ。随ずい分ぶん勝手だな。

　でも、仕方がない。古のフオアツアイトクラーンはとりわけ絆きずなが強いから、見捨てることはできない。

『……お願い………あの子を……あれは…………私………』

　ステンノの面差しに、彼女によく似た、けれども彼女よりずっと幼い少女の、泣きじゃくっている様が重なった。

　途と切ぎれる寸前の意識の中で、エーアストは思った。

　ああ、メデューサが言っていたのは、この子の泣き声か─────。




　　◇　◇　◇







　　　　２







　壁かべにもたれて膝ひざを抱かかえた姿勢でうつらうつらとしていた東とう條じよう要かなめは、がくっと首が落ちそうになった衝しよう撃げきではっと目を覚ました。

「……っ、つつつ……」

　急に体を動かしたせいで、脇わき腹ばらがひどく痛んだ。

　ワンボックスに飛び込んだとき、閉まりかけたドアに挟はさまれた箇か所しよだ。もしかして、骨にひびが入ったりしているかもしれない。

　内ない臓ぞう破は裂れつとかだったら嫌だなぁと何気なく思ったが、そんなことになっていたらもっと凄すさまじく激痛なんじゃないかなと気がつき、きっと大したことないはずだと自分を納なつ得とくさせた。

　灯あかりの落とされた薄うす暗ぐらい部屋は長方形で、壁かべ際ぎわに病院にあるようなベッドが据すえられている。

　しかし、そこに横たわる気にはどうしてもなれなくて、誰だれかが来たらすぐわかるように、ドアの横にしゃがんでいる。

　ドアは施せ錠じようされていて、ここから出ることはできない。

　閉とざされたドアをじっと見つめて、要は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「……ジル…」

　拳こぶしを握にぎりしめた要は、ここに連れて来られたときのことを、確かめるように思い出した。

　ワンボックスからヘリコプター、それからジェット機、そしてまたヘリコプター。

　手足を縛しばられて怯おびえるジルをしっかりと抱だき上げて、ジーンに命じられるままに乗り継ついできた。

　ケーニヒス湖岸からヘリに乗せられて、向かったのはミュンヘン空港。そこからジェット機に乗り換かえて離り陸りく。飛行時間は二時間程度だとジーンが言った。

　ジェット機の中で、要はジルを抱えたまま窓の外を窺うかがった。ベルヒテスガーデンはあれほどのサンダーストームだったが、ミュンヘンは曇くもり空だった。滑かつ走そう路ろが濡ぬれていたから、彼らが到とう着ちやくする直前まで雨が降っていたらしい。

　ジルを抱えた要が黙だまったままじっとしているので、警けい戒かいする必要はないと判断したらしく、ジーンやほかの連中は彼らをふたりきりにしてくれた。

　ジェット機は厚い雲の上に出て、星がよく見えた。要は必死で記き憶おくを手た繰ぐり、覚えている星座を探した。どうにか見当をつけ、星の位置から方角を読み、東南に向かっているのがなんとなくわかった。

　ミュンヘンからジェット機で二時間。大体の距離は摑つかめる。ドイツから出て、東とう欧おうに飛んでいる。

　やがて、そろそろ着陸だと告げに来たジーンとほかの連中との会話から、カールや咲さく夜やたちが同じ行程で移動させられていたらしいことがわかった。それと、ジーンがカールや咲夜たちと途と中ちゆうまで一いつ緒しよだったらしいことも。

　ジーンは途中でカールたちと別れ、ベルヒテスガーデンのベルンシュタイン家の別べつ邸ていにやってきたらしい。

　その理由も彼らの会話から推察できた。血の止まらなくなる弾だん丸がんで撃うたれたカールのための中和剤ざいが必要で、その原料は底をついているのだ。

　原料というのはジルの頰ほおの血で、だからジーンはジルを連れ戻もどしに来た。

　着陸した空港の表示はドイツ語ではなかった。

　しかし要はその言葉に見覚えがあった。子どもの頃ころから憧あこがれていてドイツにいるうちにいつか両親に連れて行ってもらおうと思っていた国だ。だってそこには、吸きゆう血けつ鬼きの伝説が残っていたから。

　ルーマニア。

　そこからさらにヘリで闇やみ夜よを移動し、やがて深い森の中にそびえる石造りの建物が現れた。

　ヘリのライトに照らされた建物は、長方形の棟むねがふたつ並んでいて、奥は随分古いように見え、手前は比ひ較かく的てき新しい様子だった。なんだか病院みたいだなと思った。

　ヘリの中で手前の建物を見たジルが、凍こおりついた様子で唇だけを動かしたのを見た。ヘリの騒そう音おんに搔かき消された呟つぶやきが、要はどうしてかわかった気がした。

　箱舟アルシエ。ジルはおそらくそう言ったのだ。

「……あいつら…どうして…カールさんを……」

　ヴァンピーアの女の子とマーメイドも同じ弾丸で撃たれたと、要は小耳にはさんでいる。カールやルイはできるだけ要が知りすぎないように気をつけてくれているけれど、それでも一緒にいれば自然と耳に入ってくる。クラーンのこともクライスのことも、完全ではないが、それなりに理解しているつもりだ。

　カールを撃ったのはきっとクライスだ。なのに、クライスのジーンがカールを助けるためにジルを連れに来た。どうして。

　それが要にはわからない。

　ここに来てすぐに、ジルは別の場所に連れて行かれた。

　要は必死でそれを止めようとしたし、ジルも全力で暴れた。けれども。

　一緒に来なかったら、カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインが死ぬ、それだけだ。

　淡たん々たんと告げられたジーンの言葉と、彼が手にしていたものを見て、ふたりの息が止まった。

　血に汚よごれてすっかり乾かわいたシルクのストールと、Ｓスミス＆Ｗウエツソン、Ｍ36チーフス・スペシャル。

　いち早く我に返った要は、ストールなんていくらでも用意できる、リボルバーだってそうだ、そんなものは偽にせ物ものだとわめいた。

　しかし、ふちに繊せん細さいな刺し繡しゆうの施ほどこされたストールには確かに見覚えがあり、Ｍ36のサイドプレートに刻まれた飾かざり文字「Sakuya E.エリアンヌCクリステイーネ」が決定打となった。

　咲夜とカールは一緒に行方ゆくえ不明になったのだ。カールが怪け我がをしているのに、咲夜が父親のそばを離はなれるわけはないから、彼らは一緒にいるはずで、咲夜の銃じゆうがジーンの手にあるということは、彼らがここにいるということで。

　ルイが訪おとずれたとき、森の奥の館やかたにはおびただしい血の痕あとがあったという。カールのものだ。カールが撃たれたのだと、あの大きな梟ふくろうが報しらせに来たのだから間ま違ちがいない。

　少なくとも、彼らはきっとこの建物のどこかにいて、カールが死に瀕ひんしているのは本当だ。カールを助けるためにジルが必要だというジーンの言葉に噓うそはなく、彼らが抗あらがいつづけていたら、最悪の事態が訪れる。

「……くしょう…」

　膝を抱えて、要は肩かたを震ふるわせた。

　研究員たちに引き離されそうになっても、最後の最後まで、ジルは要の手を離さなかった。要も離したくなかった。

　用が済んだらジルを返せよと精せい一いつ杯ぱい凄すごんだ要に、ジーンは肩をすくめて返した。

　──善処しましょう

　そうして要は、ジルの手を両手で摑んだ。

　──約束だぞ、うちの子になるんだからな

　ジルは目に涙なみだをいっぱいためて頷うなずいた。

　彼らの抵てい抗こうに辟へき易えきしていた研究員は、もういいだろうと言わんばかりに乱暴にジルの手を摑むと力任せに引きずって行った。思わず追いかけようとした要の前でドアは閉じられ、施錠の音が重く響ひびいた。

　それから要は、ひとりでずっとここにいる。

　時計がないから確かなことはわからないが、時間はかなりたったと思う。少し前に空腹を訴うつたえて腹が鳴っていたが、それもやんだ。

　こんなときなのに、身体からだはちゃんと機能している。それが妙みようにおかしくて、自じ嘲ちよう気味に笑ってしまった。

　ジルがどんな目に遭あわされているかもわからないのに。カールがどんな状じよう況きようかもわからないのに。司し堂どうがどんな思いでいるのかもわからないのに。

　ああそうだ。キマエラと対たい峙じしていたグレーテルはどうなっただろう。彼女もモンスターだからきっと大だい丈じよう夫ぶだと信じているけれど、狂きよう暴ぼうなキマエラを相手にして本当に無事でいられただろうか。アルベルトもルイもいなかったのに、置いてきてしまってよかったのだろうか。

　自分がいたとしても、きっと役には立たなかった。むしろ足を引っ張っただろう。

　要はそれを自覚している。だって自分は無力な人間なのだ。

「……司堂……ここに…いるんだよなぁ…？」

　無事でいるはずだ。ジーンは、カールの命の危険を示し唆さしても、咲夜には言げん及きゆうしなかった。

　だからきっと無事でいるはず。でも、だったらあの銃をジーンが持っていることを許しているのはどうしてだ。あれは咲夜の大事な武器だ。もしかして、動けないようなことになっているのか。カールだけでなく、咲夜まで危ないことになっていたりしないか。

「……ない、絶対そんなことない、ないったらない、ない…！」

　何度も何度も最悪の想像に潰つぶされかけて、必死で否定して、けれどもいつの間にか嫌いやな予感がふくれあがって。

　そういうことを繰くり返している。

　そしてそのたびに、要はつい、思ってしまうのだ。

　どうして自分はただの人間なんだろう。

　こんなとき、モンスターだったら、もっと役に立てるのに、と。

　首にさげている牙きばを服の上から握りしめて、要は唇くちびるを嚙かんだ。

　ここにこうしているだけでは、何にもならない。

　自分に何ができるのかを考えなきゃ。

　窓はある。厚いカーテンがかかっている。ここに押し込まれたとき開いてみたが、窓の向こうには鉄てつ格ごう子しがあって、何の道具もなしにはずせるようなものではなかった。

　うずくまっているだけだった要は、ようやく立ち上がった。

　いつだったか、司堂咲夜が言っていた。人間はしぶといのだと。

　要を二度と巻き込まないようにと、咲夜が絶ぜつ縁えん宣言をしてきたとき、同じ言葉を返したことを思いだす。

　そうだ、人間はしぶといのだ。

　厚いカーテンを開けると、すりガラスの向こうは明るかった。ガラスに顔を押しつけるようにして、外の様子を窺うかがう。太陽は空の天てつ辺ぺんより傾かたむいている。それが東と西のどちらかはわからない。

　午前中だろうか。午後だろうか。

　考えていると、突とつ然ぜんドアを開かい錠じようする音がした。

　はっとカーテンを閉めて振ふり返る。ドアを開けて、白衣を着た男が入ってきた。手に木のトレイを持っている。

　トレイに乗っているのは紙皿と紙コップだ。紙皿の上にクラッカーのようなものが何枚か並んでいて、コップの中は透とう明めいな液体だった。水のようだ。

　男は使われた様子のないベッドをちらりと見て、息をついた。

「ほんとは、ここまでしてやる必要ないんだけどね」

　クラインに勝手についてきただけの奴やつにと不ふ機き嫌げんそうに呟きながら、皿とコップをベッドの上に置く。陶とう器きの皿やガラスのグラスではなく紙皿と紙コップなのは、割って武器にされるのを回かい避ひするためだろうと思った。

　要は警けい戒かいしながら口を開いた。

「ジルは、どうした」

　男は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「ジル？　……もしかして１フンダー１トナイン９ツエーンのこと？」

「は……？」

　要はぽかんと口を開けたが、男は意に介かいした様子もなく淡々と言った。

「ラボだよ。あれがいない間、サンプルがなくなって大変だったんだ。ストックも使い切って、研究が全部止まって……」

　男の言葉を聞きながら、要は必死で考える。サンプルとは、ジルの頰の血のことだろうか。

「とにかく、これを食べておとなしくしてろよ。あとで送り返すって言ってたから」

「誰だれが？」

「ドクトア・ジーンだよ。まぁ、全部忘れてからになると思うけど」

　出て行こうとする男に要は食い下がる。

「待てよ！　ジルはいつここに帰ってくるんだ？　カールさんは……ヴァンピーアは、助かったのかよ!?」

　まくしたてる要を睨にらんだ男は、ぞんざいに言った。

「クライン１１９はサンプルなんだから、ここに戻もどるわけないだろ。あのモンスターの治ち療りようは一応したけど、まだ助かるかどうかってところだよ。せっかく入手したモルモットなんだ、助かってくれないと困るんだけどな」

　そして男は、心底わからないという顔でこうつづけた。

「お前、なんでそんなことが気になるんだ？　あんな得体の知れないモンスター、死のうが助かろうがお前に関係ないだろう」

　男のあまりな言いぐさに、要はかっとなった。

「ふざけるなよ！　ジルを返せよ、カールさんをそんなふうに言うな！」

　殴なぐりかかってきた要に驚おどろいて、男は持っていたトレイを振り回す。

　横よこ面つらをトレイで殴られて、要はよろめいた。その腹に研究員が容よう赦しやない蹴けりを浴びせる。

　うめいて倒たおれた要は体を丸めてあえいだ。ワンボックスでドアに挟はさまれた場所だ。ひどい痛みで息ができなくなる。

　要を見下ろした研究員は、忌いま々いましげに吐はき捨てた。

「だから森に捨てようって言ったのに……」

　必要なのはクラインだけなのに、モルモットにもならない普ふ通つうの人間を連れ帰ってきて、ドクトア・ジーンは何を考えているのか。

　彼が一いつ緒しよだからクライン１１９は戻ってきたという話だが、もう必要ないはずだ。研究室に連れて行かれた１１９ははじめは抵抗していたが、もうおとなしくなっている。あれが逃にげ出すことは二度とないだろう。

「そろそろ次のクラインを用意しないとなぁ、あれは……」

　額に脂あぶら汗あせを浮うかべている要を興味のない顔で一いち瞥べつし、男は踵きびすを返した。

　ドアが閉まって鍵かぎがかけられる音がする。

　しばらくして要はうめきながら起き上がった。

「……なん…」

　白衣の男が、出ていくときに呟つぶやいていた。

　あれは、そろそろ壊こわれるだろうし。

「……壊れる……？」

　意味を摑つかみあぐねて、要の頭は真っ白になる。

　壊れるというのはいったい。

　とてつもなく嫌な予感がした。このままここにいたらだめだ。

　痛む腹を押さえて、要は視線を滑すべらせる。

　ベッドの上に無造作に置かれた紙皿に紙コップ。研究員の持ってきた食料。

　紙コップを摑んで匂においを嗅かいでみる。無む臭しゆうだ。少しだけ舐なめてみたが、よく冷えていて何の味もしなかった。

「水、だよな」

　紙皿のクラッカーも同様にしてみたが、少なくとも要の舌は異常を感知しなかった。

「ただのクラッカーと、水……」

　自分に言い聞かせるように呟く。服の下から引っ張り出した牙をぐっと摑んで、要は考えた。

　食べ物に何かを盛るくらいなら、とっくに薬のひとつも打たれているはずだ。記き憶おくを操作して送り返すとも言っていた。

　敵の差し入れたものを口にすることに一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよがあったが、空腹で動けなくなるよりましだと自分を無理やり納なつ得とくさせた。

　床ゆかに座ったままコップの中身をあおり、紙皿のクラッカーを口の中に数枚まとめて押し込む。

　口元を拭ぬぐった要は立ち上がろうとしたが、蹴られた場所が激しく痛んでうずくまった。

　少しずつ呼吸しながら痛みをやり過ごし、腹に響ひびかないようにドアに這はい寄った。

　このままここにいたら、すごく嫌なことが起こる。そんな気がする。いますぐにでも、ジルを捜さがし出してここから出なきゃ。どうにかして鍵を壊して、なんとしてでも部屋の外へ。

　のばした手がドアノブに届く寸前に、鍵の開く音がした。

　びくりと肩かたを震ふるわせた要の前でドアが静かに開く。

　そこにいた人物を見て、要は呆ぼう然ぜんと呟いた。

「……エクシール…？」

　それを聞いた相手はひとつ瞬まばたきをして、首を傾けると微かすかに笑った。







　朝の光がカーテンの隙すき間まから射さし込んでくる。

　咲夜は、壁かべ際ぎわの大きなウィングバックチェアにもたれていた。

　意識ははっきりしているが、手足がまったく動かない。

　幾いく度どとなく、指の一本だけでもと力を込めたが、無む駄だだった。

　目だけを動かして、数条ばかり入ってくる光の筋を頼たよりに室内を見回す。

　中央に鎮ちん座ざした大きなベッドと、微かなモーター音を発する機材。

　ベッドの中央はかすかに盛り上がり、そこに横たわっている者がいることを示している。

　耳を澄すませば、モーター音の中に紛まぎれて、本当にひそやかに、息いき遣づかいが聞こえる。

　そうっと息を吐き、咲夜は目を閉じた。

『────あなたは、だぁれ？』

　耳の奥に甦よみがえるのは、マリアの問いかけだ。

「……マリア…クリスティナ…」

　吐と息いきにも似たかすれ声で呟くと、昨夜のことが脳のう裏りに甦ってきた。




　　◇　◇　◇




　このアルシェの隣となりにある古い建造物の、階段をのぼって幾いくつもの廊ろう下かをとおった先の部屋。

　ジルが何度も夢で見たその部屋にいたのは、死んだと思われていたマリア・クリスティナだった。

　見み間ま違ちがえることはありえない。ブラオが見せた光景の中の彼女の相そう貌ぼう。何よりも、咲夜自身とよく似たその顔立ち。

「────あなたは、だぁれ？」

　首を傾かたむけて微笑ほほえんだマリアを、言葉を失った咲夜はただ彼女を見つめていた。

　咲夜の目からこぼれる涙なみだを不思議そうに眺ながめていた彼女は、やがてふいと目を背そむけて踵を返した。

　思わず咲夜は手をのばした。

「待って、……っ」

　急に声が出なくなった。

　なんと呼べばいいのだろう。

　このひとは自分の生みの母親だ。だが、生んですぐに行方ゆくえ知れずになってしまった。

　咲夜を育ててくれたのは、ベルンシュタイン家のひとたち。カール、エミーリア、ルイ、グレーテル、そしてアルベルト。咲夜にとって、血のつながりはなくても、家族と呼べるのはベルンシュタイン家のひとたちだ。

　のばした手の行く場を失って、そろそろと腕うでを下ろす。

　背を向けたマリアは窓のふちに両手を置いて、外を見下ろしているようだった。

「……もうすぐ、カールが戻ってくるのね」

　耳に忍しのび込んできた言葉に、咲夜ははっと息を吞のんだ。

　背を向けたままのマリアが、口調に笑えみをにじませる。

「クラーンの長老たちから身を固めるようにと迫せまられて、嫌いや気けが差して家出をしてしまったのよね。私やあなたが心配しないように、たまにこっそりと顔を見せに帰ってくるけど、ルイはまだそれに気づいてないのね。あんなに必死になって捜しているんだから教えてあげたいけど、カールに口止めされてるし……」

　おもむろに振ふり返って、マリアは少女のように微笑んだ。

「寂さみしがるといけないからと言うのよ。おかしいでしょう、本当はカールが寂さびしいくせにね。あなたもそう思うでしょう、レオナール。……ふふ、そうよね。だから私はカールに、もう子どもじゃないわって言ってあげるの」

　踊おどるようにステップを踏ふんで、マリアは可か憐れんにターンする。

「あなたが教えてくれたダンスのステップももうちゃんと覚えたし、ルイにはおいしいお茶の淹いれ方を教えてもらったわ。料理上手なグレーテルには、スープのできを誉ほめられたの。もういつでもお嫁よめに行けますねって」

　軽かろやかな足取りで部屋を横切って、ベッドにすとんと腰こしを下ろし、彼女は首を傾ける。

「そうよ。私はいつでもここから出て行けるの。あのとき目を覚ましてから、ひとりで生きていけるようになったらここを出てアドルフを捜しに行こうと、ずっと思っていた」

　マリアの視線が彷徨さまよって、咲夜を素す通どおりする。

　咲夜は勇気を出して、マリアに一歩を踏み出した。

「……アドルフを、捜す…？」

　そのときマリアは、初めて咲夜の存在に気づいたような顔をした。

「あなたはだぁれ？　ヴァンピーア・クラーン？　カールのお見合い相手なのかしら。アルノルトも懲こりないのね。あのひとは、私が許すのを待っている」

「アルノルト……」

　咲夜は口の中で呟く。誰だれのことだろう。

　立ち上がったマリアが咲夜の横をすり抜ぬける。

「昨日はウィリアムが会いに来てくれたわ。レニに会ったのも久しぶり。彼らは旅をしているから、気が向いたのね。嬉うれしかった。カールがいないと寂しいもの。ウィリアムはそれをわかってくれているのね。彼らがあのとき私を見つけてくれたのは、たまたま故郷に戻もどっていたからで、本当に偶ぐう然ぜんだったのよ」

　マリアがくすりと笑う。

「実を言うとね、レオ。ウィリアムの旅姿、初めて見たときはちょっと怖こわかったの。私を見つけてくれたときは本当の姿だったから、マントをまとった骸骨スケルトンが誰なのか、トーゴに教えてもらうまでわからなかったわ。あの姿のときに私がウィリアムって呼ぶと、少しだけ困ってしまうみたい。彼は紳しん士しだから何も言わないけれど…。でも、ロード・スケルトンて、本当に呼んでもいいのかしら？」

　壁かべの前で足を止め、タペストリーに手をのばす彼女の語気が、唐とう突とつに重くなった。

「……ほかの誰にも頼たのめないから、ウィリアムに頼んだの。アドルフを捜して、て……。カールにも、グレーテルにも、ルイにも言えない。アルノルトには……知られたくない」

　石の壁を飾かざるタペストリーに描えがかれているのは、深い山間にそびえる石造りの建物だ。

　咲夜にはそれが、いま彼女たちがいる建物のように思えた。

　マリアがうなだれる。

「……アドルフ…アドルフ……どこにいるの…アドルフ…」

　痛々しい後ろ姿に、咲夜の胸が締しめつけられる。

　しばらくそうしていたマリアは、ふらりと顔を上げて身を翻ひるがえした。

　咲夜を見たマリアは、瞬きをして首を傾かしげる。

「あなたはだぁれ？」

「…っ、あたし、は……」

　言葉を探す咲夜から視線をはずし、マリアは頰ほおに手を当てた。

「どうしよう、私、カールに叱しかられてしまう」

　本当に困った顔で、彼女はうっすらと頰を染めた。

「だってカールが私をあのひとに会わせてくれないから、気になったんですもの。だって、カールが興味を持ったナハバールなのよ、どんなひとなのか気になるでしょう？　……そんなに怖い顔をしないでよ、ルイ。言いつけを破ったことは謝るわ、グレーテル」

　咲夜は思わず、マリアの視線の先を追った。まるでそこに本当に誰かがいるように思ったのだ。そんなのは錯さつ覚かくだ。ここにはマリアと咲夜しかいない。

「ごめんなさい、ごめんなさい。だって、だって、あんなに優やさしくて、物知りで、……素す敵てきなひとだなんて、思わなかったの」

　わかっていても、マリアの言動はとてもリアルで。

　彼女が芝しば居いをしているわけではないことが、わかる。

　マリアは確かに、誰かと会話をしているのだ。

「……、恭きよう介すけ」

　目を輝かがやかせたマリアが、窓に駆かけ寄った。

「カールはあなたに何を言ったの？　……どうして、そんな、怖い顔をしているの？　……恭介、私、あなたに話さなければいけないことがあるの。私、私はね……」

　肩かたを震ふるわせてうつむいたマリアは、のろのろと頭かぶりを振った。

「……信じて、恭介。あなたを愛しているの、本当よ、でも、私は……」

　ふいに、マリアは顔を上げ、顔を覆おおった。

「……噓うそ、カールが……？　本当？　恭介、私が人間じゃなくても、いいの…？」

　ふらふらと窓を離はなれて、マリアはうろたえながら、それでも幸せそうに微笑む。

　足を止め、彼女は咲夜のほうを見た。そして、嬉しそうに両手を広げる。

「おめでとう、エリー。坊ぼうやを見せて、カールの息子むすこを」

　足早にベッドに駆け寄るマリアは、咲夜の横で立ち止まる。

　ベッドに向かって微笑むと、彼女は宝物を抱かかえるような仕草をした。

「目も髪かみも、あなたの血が濃こく出たのね。名前は？　……そう、アルベルト。はじめまして、小さなアベル。───きっとあなたは、私の見た未来を変えてくれる」

　マリアの目に涙が光る。

　不器用な手つきで赤ん坊を母親に返しながら、マリアは自分の両手を見つめた。

「……ねぇブラオ、未来を見せて。あのとき、メトシェラの手にかかって死んでいたはずの私がいま生きているのは、あなたがいてくれたからだわ。でもね、私はもういいの」

　ふいに両手をだらりと下げて、マリアは天を仰あおぐ。

「メトシェラ、かわいそうなひと。クリスティアナに心を奪うばわれて、クリスティアナを取り戻すために命を冒ぼう瀆とくしている。そんなことをしてはいけないのに」

　マリアが咲夜を顧かえりみた。

　息を吞んだ咲夜をじっと見つめて、マリアは首を傾かたむけて微笑ほほえんだ。

「───あなたは、だぁれ？」

　咲夜の肩が震える。

　マリアはついと目を逸そらすと、扉とびらに向かって何歩か足を進めた。

「グレーテルがお菓か子しを焼いてくれたのね。待ってて、ルイ。すぐに行くわ。カールももうすぐ帰ってくるんでしょう……？」

　咲夜が入ってきたときに開けたままだった扉に手をかけて、マリアが言葉を紡つむぐ。

　本当は誰もいないのに、彼女には見えているのだ。

　そして咲夜にも、マリアの瞳ひとみが向く先に、青年執しつ事じが立っている様が見えた気がした。

　わかってしまった。

　マリアは、ここに生きてはいないのだ。

　彼女は別の場所に生きている。そこにはみんながいる。

　カールも、ルイも、グレーテルも、レオナールも、ウィリアムも、レニも、トーゴも、エミーリアも、アルベルトも。そして、恭介も。

　マリアの世界には、確かにみんながいる。

「…………」

　咲夜の頰に、涙なみだが落ちた。

　みんながいる。マリアのその世界に。

　自分だけが、いない。

「……マリア…」

　震える呟つぶやきが唇くちびるからこぼれる。

「……あたしは…あなたの…なに……？」

　あなたの中にはみんながいるのに、あたしだけがいない。あなたにとってあたしは、忘れてしまえるような、その程度の存在だったの？

「……なにがあったの…十六年前に…なにが……」

　答えてくれるひとはいない。

　涙が止まらない。嗚お咽えつを喉のどの奥に押しとどめて目め許もとを手の甲こうでぐいぐいと拭ぬぐう。

　ふいに、息を吞のむ気配がした。

　顔を上げた咲夜は、身を固くしてそろそろと後あと退ずさるマリアに気づいた。

　マリアの凝ぎよう視しする先、開いたままの扉の向こうに、人ひと影かげがある。

　咲夜は目を瞠みはった。

[image: ]

「ジーン…！」

　おもむろに入ってきたジーンは、怯おびえるマリアを一いち瞥べつし、咲夜に視線を据すえた。

「こんなところで何をしているのですか、エリアンヌ」

　かつかつと足音を立てながら硬こう直ちよくするマリアの横を通り抜ぬけ、ジーンは咲夜に迫せまる。

「様子を見に行ったらもぬけの殻からで、随ずい分ぶん捜さがしましたよ。まったく、どうやって部屋を抜け出したのか……」

　咲夜の背にある得物に気づき、ジーンは怪け訝げんそうに首を傾げる。

「これは…」

　しまったと思ったが、遅おそかった。

　腕うでを摑つかまれ、脇わき差ざしに括くくりつけた紐ひもの結び目を素す早ばやく解かれて、取り上げられる。

「日本刀？　どこでこんなものを？」

　白しら鞘さやの太刀たちを不思議そうにためつすがめつしているジーンに、無言の咲夜は目を逸らす。

　しばらくそれを見ていた彼は、何かを思いついたような顔で息をついた。

「もしや、あの部屋に入りましたか？」

　咲夜は思わずジーンの目を見た。どこのことを言っているのだろう。

　瞬しゆん間かん的てきに浮うかんだのは、回かい廊ろうの最さい奥おうにあった部屋だった。

　大きなベッドとモーター音を発する機械、そこからのびたコード。ベッドに横たわっていた、ひととも思えない異様な何か。

「…………」

　ぞくりとして肌はだが粟あわ立だつ。

　答えない咲夜の顔色が変わったのを見て、ジーンは察した様子で言った。

「やはり……」

　油断も隙すきもあったものではないとつづけながら、咲夜の両りよう腕うでを器用に搦からめ捕とって後ろ手に回す。

　白鞘から外した布で咲夜の手を簡単に縛しばりながら、ジーンは少しだけ声こわ音ねを低くした。

「あまり手て荒あらなことはしたくない。おとなしくしていなさい」

　咲夜は肩かた越ごしに背後を見た。

　マリアはいつの間にか窓の前にいて、窓まど枠わくに手をついて、外を見ていた。

　振ふり返らない後ろ姿。彼女にはきっと、ジーンも咲夜も見えていないのだ。

　重い音を響ひびかせながら扉が閉じた。

　うすぼんやりとした長い廊ろう下かを歩きながら、咲夜はジーンに問う。

「……あれは、マリア・クリスティナ？」

　ジーンは目をしばたたかせた。

「なぜそれを？」

　咲夜は思わずジーンを振り向いた。

「なぜって…！」

　あたしの実の母親よと叫さけびかけて、何かが咲夜を押しとどめた。

　自分を止めたものの正体に、咲夜は気づいた。ジーンの目だ。

　マリアを見ていたジーンの目も、咲夜を見るジーンの目も、距きよ離りがあるのだ。

「彼女が自分から名乗った？　……珍めずらしいな、私が知っている限り、マリアは誰だれともまともに話をしたことがないのに」

　本気で訝いぶかっている響きだ。

　いつの間にか足を止めていたジーンを、咲夜は言葉もなく見つめた。

　ドクトア・ジーン。十五年前にマクシミリアンの主治医となったという。

　咲夜の両親が姿を消したのは、咲夜が生まれてすぐの頃ころ。十六年前だ。

　一年間の空白がある。その間に、彼らに何があったのか。

「……マリアは、どうしてこんなところにいるの」

「彼女は自分の中の世界に生きているので、あの部屋から出ようとしないんですよ。ずっと彼女を看みている看護人も、意思の疎そ通つうが成立したことはないと言っている」

　彼は肩をすくめて息をつく。

「まぁ、この隠処フエアシユテツクには私やアダム……用のある者しか入らないので、まともに会話をする相手がいないだけかもしれませんが」

　淡たん々たんとした答えに、感情は皆かい無むだった。

　ここはフェアシュテック、と胸の中で呟く咲夜の瞳が震えた。

　ブラオの見せた夢の中にいた司堂恭介。いま目の前にいるジーンとうりふたつ。

　違ちがうと思いたかったが、無理だ。

　似ているのではない、彼が司堂恭介なのだ。

　カールの親友、マリアの夫、そして咲夜の父親。

　ベルヒテスガーデンの森の館やかたで、狙そ撃げきされる寸前に何かに気づいたカールの口からこぼれた言葉を思い出す。

　恭介。

　カールは確かにそう言った。

　そして、意識のないカールの傍かたわらにいたジーン。

　いまならばわかる。

　撃うたれる寸前にカールが見たのは、おそらくジーンだったのだ。十六年間生死不明のままだった親友の姿を目にし、カールはさぞ驚おどろいただろう。

「あなたは……どうして、ここに、いるの」

　咲夜の問いに、ジーンは瞬まばたきをした。

「どうして、とは？」

　質問の意図がわからない様子だ。

　咲夜が黙だまっていると、彼は訝しげにしながら言った。

「私の専門が遺伝子工学なので、招かれたんですよ。資金は豊富で、スタッフも揃そろっている。クライスの目的は不老不死ですが、その研究をしながら自分のやりたいこともできるので」

「やりたいこと、て、なに」

　ジーンは目をしばたたかせた。

　無言で咲夜に進むように促うながし、両手を縛った布を持ったまま、ジーンも歩き出す。

　しばらくして、耳の後ろから小さな呟きにも似た声がしたのを咲夜は聞いた。

「……モンスターの生態の研究」

　はっと目を瞠った咲夜は、ジーンを顧かえりみようとしたが、進めというように肩かたを押された。

　後ろから、ジーンの声がする。

「モンスターが実在しているのではないかと思って、ヨーロッパのあちこちを回って……正気かと笑う人も多かったけど、ばかな夢をずっと追いかけていたんですよ」

　うつむいた咲夜は、何度か瞬きをした。

　どうしてだか、目め頭がしらが熱い。

「……あちこち……ルーマニアとか、フランスとか、イギリスとか……ドイツの、シュヴァルツヴァルトとか…？」

「ああ、そうですね。シュヴァルツヴァルトは……あれ、どうだったかな……？」

　記き憶おくが曖あい昧まいなのか、ジーンの言葉は不ふ明めい瞭りようだ。

　咲夜は目を閉じた。彼には欠けている記憶がある。

　その欠けた記憶の中できっと、シュヴァルツヴァルトにも行った。そしてもしかしたら、そこでヴァンピーアに遭そう遇ぐうしたのかもしれない。

　あの、くすんだ金の髪かみと、紫むらさきの瞳ひとみのヴァンピーアに。

　そして出会ったのかもしれない。彼の運命に。

　ジーンは静かに言った。

「ベルンシュタイン公の命はあなたが握にぎっているんですよ、エリアンヌ」

「治ち療りようは」

　反射的に振り返った咲夜に、ジーンは頭かぶりを振る。

「応急処置はしてありますが、私はまだあなたに承しよう諾だくをもらっていない」

　咲夜は息を吞のむ。

「マックスの花はな嫁よめになること。返答する前に、あなたは気を失ってしまった」

　だからいま答えろと詰つめ寄ってくるジーンに、咲夜は必死で考えた。

　ここで一いつ旦たん承しよう諾だくして、カールの治療を進めてもらうのだ。カールが回復しさえすれば、どうとでもなるはず。とにかくいまはカールの命が最優先。ジーンの言うとおり、カールの命は咲夜が握っている。迷っている暇ひまはない。

　理性はそう弾はじき出している。しかし、感情が拒きよ絶ぜつする。

　ジーンの意思を変えることはできないか。別の要求を引き出すことは。

「……どうして、そんなことを言うの？　マックスがあなたにそう言えと言ったの？」

　ジーンは首を振る。

「いいえ。彼はクライスとは関係がない。これは私の一存です」

　咲夜はジーンを凝ぎよう視しした。

　マクシミリアンがクライスと無関係というのは本当だろうか。

「なんで、そこまで」

「マックスがそれを望んでいるから」

　そうしてジーンは目を細めた。

　彼は子どもの頃、生きることを諦あきらめていた。そんな彼が成長し、愛せる女性にめぐり合った。ならばその想おもいを成じよう就じゆさせてやりたい。

「健康になったとは言っても、彼の本質は弱い。平均的な寿じゆ命みようまで生きられるかはわからない。私はできる限りのことをするつもりですが、限界はある」

　その語気に噓うそや誤ご魔ま化かしといったものは感じられない。

　彼は本心からそう思っているのだ。

「あなたがクライスで不老不死を研究しているのは、もしかしてマックスのためなの？」

「それもありますね」

「じゃあ……」

　ジーンはやにわに片手をあげた。

「時間を稼かせごうとしても無む駄だですよ、エリアンヌ・クリスティーネ」

　穏おだやかな台詞せりふに、咲夜は唇くちびるを嚙かんだ。こちらの考えはお見通しということか。

　目を逸そらしながら、咲夜は言葉を探す。

「……あたしは、マックスのこと、愛してないのよ。あたしには…」

「構いませんよ。あなたの意思など重要ではない」

　間かん髪はついれずに切り返したジーンは、笑えみを深くした。

「あなたが誰を愛しているかなんてことは、どうでもいい。マクシミリアンがあなたを愛している、あなたはそれに応こたえればいい。それだけの話です」

　ジーンをきっと見返して、咲夜は語気を強めた。

「応えられない。あたしはそう言ってるの」

「応えますよ、あなたは」

　一いつ旦たん言葉を切って、彼はひどく冷たい目をした。

「心というものはいくらでも変わる。あなたはまだ幼い。知らないだけだ」

　心変わりさせる方法などいくらでもあるということを。

　そして彼は、もう一度言った。

「マックスの花嫁になること。エリアンヌ・クリスティーネ。マクシミリアン・カーンの花嫁に、なりますね？」

　はいヤー以外の返答は許さない。ジーンの目がそう告げている。

　咲夜は両手を握りしめた。

　ヤーとひとこと。それだけでいい。言葉ひとつだ。逃にげ道はいくらでもあるはずだ。

　けれども、それすらも本当は口にしたくない。

　胸の中でアルベルトの名を繰くり返す。

　──何があっても絶対に、お前を守るから

「エリアンヌ」

　促してくる。カールの命を握っているのは、自分ではない。

　ジーンだ。

　握りしめた両手が白くなる。

　このひとは司堂恭介だ。自分の父親だ。けれどもこのひとは、マクシミリアンのために、親友だったはずのカールの命を取り引きの材料にしている。

　ここにいるのは司堂恭介ではない。いまのこのひとは、マリアの愛した相手ではない。マリアが僕の運命だと断じたひとでは、ない。

　ジーンなのだ。ドクトア・ジーン。

　咲夜は目を閉じた。思わず頭を振ふる。

　ヴァンピーアはこの程度では死なないと告げたカールの笑みが、脳のう裏りをかすめた。

　ぐっと引き結ばれていた唇が、震ふるえながら小さく紡つむぐ。

「………わかったヤー」

　カールを盾たてにとられている以上、咲夜に抗あらがう術すべはなかった。

　満足そうにジーンが頷うなずくのを、咲夜は見ていられなくてうつむく。

　そのとき、どこかで聞いたことのある声が聞こえた。

「ドクトア・ジーン。ここで何を」

　咲夜の背後に目をやり、ジーンは肩をすくめる。

「……彼女がこんなところまで迷い込んでしまったので、連れ戻もどしに来たんですよ」

　かつかつと石の廊ろう下かを近づいてくる足音が、咲夜の真後ろで止まる。

「ちょうど良かった。創始者グリユンダーが、彼女を連れてくるようにと仰おおせです」

「グリュンダーが？」

　ジーンは困こん惑わくしたそぶりで咲夜を見下ろす。やがて彼はふうと息をついた。

「わかりました、では……」

「ああ、案内は私が。ドクトアはどうぞラボへ。あのヴァンピーアを死なせてしまっては元も子もない」

　うつむいた咲夜の肩が跳はね上がる。ジーンはひとつ瞬まばたきをした。

「……わかりました。では、彼女をお願いします、アダム」

　そして彼は、手にした脇わき差ざしを男に預けた。

「これを。どうやらグリュンダーのところから持ち出したらしい。戻しておいてください」

「グリュンダーの？　……そうですか」

　応じるアダムに咲夜の腕うでの縛いましめも渡わたすと、ジーンは語調に笑みを含ふくませた。

「約束どおり、ベルンシュタイン公は助けましょう」

　踵きびすを返したジーンがその場から去っていく。彼の足が視界から消えた。

　咲夜はゆっくりと顔を上げた。

　いつの間にか頰ほおが濡ぬれていたことに気づいて、慌あわてて手の甲こうで拭ぬぐう。

　これはただの取り引きだ。自分の心は変わらない。

　アルベルトは、咲夜がどこにいても必ず見つけ出して迎むかえに行くと言ってくれた。

　唇を引き結んで、胸の中で呟つぶやく。

　アベルが来たらこんなところぶっ潰つぶして帰るんだから。父さんも一いつ緒しよに帰るんだから。

　だから、自分はマクシミリアンの花嫁になんかならない。

　大体、嫌いやと言っているのに、全然聞こうとしないとはどういうことだ。父親だったら少しは娘むすめの言い分を聞けというのだ。あの冷たさはあんまりだと思ってしまう。

　どうしてか何も覚えていないけれども、彼は咲夜の遺伝子上の父親だ。咲夜のことよりマクシミリアンのことを大事にしているが、咲夜の身体からだの半分はあの男から受け継ついだものなのだ。

　忘れられていることが悲しいとか、寂さびしいとか、もしかしたら心のどこかがそんなふうに感じているのかもしれない。

　でもそれ以上に、無理やり承諾させられたことが悔くやしくて腹立たしい。

　何よりも、あなたは私の父親なのにと、期待してしまった自分自身が情けなくて悲しい。

　また目め頭がしらが熱くなって、咲夜は何度も瞬きをした。

　その背に、いっそ優やさしげな声がかけられた。

「さあ、クリスティアナ。グリュンダーがお待ちです」

「グリュンダー…？」

　訝いぶかりながら振り返った咲夜は、後ろにいた相手の顔を見上げて息を吞んだ。

「……マックス…」

　呟いて、いいやと頭かぶりを振る。

　マクシミリアンよりずっと年上の男だ。それに、髪かみの色と目の色も違ちがう。

　白に近い金色の髪と、黒味の強い紫むらさきの瞳ひとみ。

　ジーンがアダムと呼んでいた男は、唇だけで笑った。

「グリュンダーが待っている」

　マクシミリアンとは違う声だ。しかし咲夜は、よく似た声を知っていた。

　思わず足を引いて、のびてきたアダムの手から逃のがれようとしたが、捕とらわれた。

　黒味の強い紫の双そう眸ぼうに射い貫ぬかれた刹せつ那な、心の奥まで搦からめ捕られたような気がした。全身の筋肉が瞬く間に萎い縮しゆくして、動けなくなる。

　形容しがたい感覚が肌はだを撫なで上げて、ざっと総毛立った。

「…あなた…だれ…」

　無意識に唇からこぼれた呟きに、アダムが瞬きをして首を傾かしげる。

「私はあなたをよく知っていますよ、クリスティアナ。あなたがここに来るのを、長い間ずっと待っていた」

　硬こう直ちよくした肢し体たいを無造作に引き寄せながら、アダムは咲夜の耳元でささやいた。

「あなたは知らないでしょう。クリスティアナ、私はあなたを愛している」

　咲夜の全身を、戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけた。

　彼は笑みを作ったまま、動けない咲夜を抱かかえるようにして歩き出す。半ば引きずられていった先にあったのは、あの重じゆう厚こうな木の扉とびらだった。

　どくんと跳ね上がった鼓こ動どうの音が、耳の奥で聞こえた。
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　モーターの微かすかな唸うなりが聞こえる。

　記き憶おくをたどっていた咲夜は目を開けて、いまに戻ってきた。

　全神経を研とぎ澄すませて探さぐると、遠くで研究員たちが行き交かう気配がしているのがわかった。

　この部屋の窓は、咲夜が最初に閉じ込められたあの建物に向いているのだろう。

　隠処フエアシユテツクと隣となり合った研究施し設せつ、箱舟アルシエ。たぶんそろそろ始業時間なのだ。

　咲夜を連れてきたと告げられたグリュンダーは、かすかすと喉のどを鳴らしながら言った。

　──ああ……クリス……もう…放さな…い……

　闇やみに慣れた咲夜の目には、グリュンダーの姿がかろうじて見えた。

　骨と皮ばかりの、まるでミイラのような老人。乾かわききった髪は長く、うねって広がっている。くぼんだ眼がん窩か、とろりとした異様な輝かがやきの眼めが咲夜を凝ぎよう視しし、ひび割れた唇くちびるがわななくように嗤わらった。

　乾いた土のにおいがする呼気。生者のものではなく、朽くちて土に還かえりかけている臭においだ。

　グリュンダーの手が咲夜の腕を捉とらえ、枯かれ枝えだのような指が肌に食い込んだ。咲夜はそれを振り払はらいたかったが、思うように動けず、されるままになった。

　もう一方の手が咲夜の顔にのびてきて頰を摑つかみ、乱暴に引き寄せられる。すぐ目の前にグリュンダーの鼻先が迫せまって、咲夜は息を吞のんだ。

　ふいに、グリュンダーが顔をゆがめた。

　咲夜の首に下がる青琥こ珀はくが揺ゆれる。石の中心が波打つように震ふるえたのを、咲夜は感じた。

　グリュンダーは鬼き気き迫せまる形相で、うめきながら咲夜を突つき飛ばした。よろめいた咲夜をアダムが抱だきとめる。

　ミイラのような老人は枯れ木の両手で顔を覆おおい、声にもならないおぞましいうめき声を発しながらあえいでいたが、やがて動かなくなった。

　息いき遣づかいはしている。眠ねむったのか、それとも気を失ったのか。

　あまりのことに放心する咲夜の髪をいとおしげに撫でたアダムは、壁かべ際ぎわの大きなウィングバックチェアに座らせた。

　可哀かわい想そうだけれど念のためだと、アダムは咲夜の足首に細い鎖くさりのついた枷かせをはめると、半分開いていたカーテンを閉めた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、クリスティアナ。もう誰だれも、あなたに触ふれさせはしない」

　微笑ほほえんだアダムは、用を済ませてくると言って出て行った。

　無む為いな時間が過ぎていく。

　夜が終わり、朝が来ても、体はまったく意のままにならない。

　アダムの目を見た途と端たん、動けなくなった。あのとき何かされたのだ。

　彼はクライスのグリュンダーの、大方側近か何かなのだろう。ならば魔ま術じゆつのひとつも使えておかしくはない。

　何よりも、あの容よう貌ぼう。エクシールと酷こく似じした面おも立だち。

　もしもエクシールとかかわりのあるヴァンピーアなら、魔ま力りよくが使えるはずだ。

　息を吐はき出して、目を閉じた。

　グリュンダーは眠ったまま、起きる気配はない。

「……マリア・クリスティナ」

　何度目かなと、考えた。母の名を呟くのは。ここにきてから。

　この部屋はおろか、この建物自体に、いまのところ訪おとずれる者はいないらしい。マリアの世話をしているという看護人が来た気配も感じられない。

「…………」

　以前、自分を手放した産みの両親に感謝していると、マクシミリアンに話したことがある。

　それは紛まぎれもない本心だったけれども、気づかないようにしていた想おもいがあったことを思い知らされた。

　どうして自分を捨てたの。いらなかったのならどうして産んだの。

　決して口にしたことはなかったし、そんなそぶりも見せたことはなかった。

　それでも、いざ両親が生きていて、目の前に現れたら、途端にあふれ出てくるのだから、わからないものだ。

　しかも、ふたりとも互たがいのことも咲夜のこともまるで知らない様子で。

　これでは、どうしてだと問い詰つめることもできない、本当のことを確かめることもできない。

　胸がやたらと重くて、息をするのも億おつ劫くうだ。肺の中がからになるほど息を吐き出す。

「……カール父さんに、会いたい」

　ジーンと別れてからだいぶ経たっている。もう治ち療りようしてくれているだろうか。

　要求を吞んだとはいえ、咲夜の動向がカールの命を左右することに変わりはない。

　カールの治療が進んで完全に回復するまで、クライスには背そむかないほうがいい。フェアシュテックのこのフロアから動くことはできない。

　それでも、会いたい。会って、尋たずねたいことがたくさんある。

　詳くわしいことはカールに訊きけと、アルベルトが言っていた。咲夜が知りたいことはきっと、カールがすべて知っている。

「ねぇ、ブラオ。あんたは何ができるの？」

　夢の中で過去を見せるとか、会いたい人に会わせてくれるとか、遠くに在るはずのものを引き寄せるとか。そういえば、寒いときに少しあたたかくしてくれたり、暗くら闇やみを照らしたりということもあった。

　もっと大がかりなことができたらいいのにと思う。そうしたら、カールのところに連れて行ってもらって、脇わき差ざしをアルベルトの手元から咲夜の許もとへ引き寄せたように、アルベルトのところに移動させるのだ。

　ふいに、咲夜は瞬まばたきをした。

「あ……そうか」

　突とつ然ぜん、わかったことがひとつだけある。

　ジルが運ばれていたブリンクラインのクルーズ船は、マリー・クリスティーネ号といった。

「マリアマリー・ククリリススティナテイーネ」

　理由はわからないが、マリアの名前の読みを変えたものがつけられたのだ。

　ブリンクラインの社主オットー・カーンが偶ぐう然ぜんその名を選んだとは思えない。息子むすこのマクシミリアンは無関係だとしても、オットー・カーンとクライスのつながりはあると思って間ま違ちがいはないだろう。

　何も知らないと言うマクシミリアンの横顔が脳のう裏りをよぎる。

　エクシールと、エーアストと、よく似た面おも差ざし。

　そして、もうひとり、アダムという名の男。皆みな、似ているなどというレベルではない造作。

　あれほど酷似しているのだ、何らかのかかわりがあるとしか思えない。

　ふと、咲夜は違い和わ感かんを覚えた。

「オットー・カーンがクライスと通じている…？」

　違和感の正体を探っていくうちに、幾いくつかの疑問が生じた。

　ブリンクラインがクライスと通じているという仮定が正しいなら、オストゼーラインズのパーティーをゴーレムたちが襲しゆう撃げきしたのは競争相手であるブリンクラインの指示だった、と考えられる。

　ゴーレムたちはオストゼーラインズの重役の大半を撃うち殺した。オストゼーラインズはあの事件の損害賠ばい償しようなどで業務縮小を余よ儀ぎなくされた。

　競合相手のブリンクラインがオストゼーラインズを蹴け落おとすために仕組んだのか。

　しかし、ならばなぜマクシミリアンはパーティーに参加したのだろう。事件が起こることを知っていたら、いくらなんでも参加を見送るだろう。それか、参加しても適当な理由をつけて早々に引き揚げるはずだ。

　だが、あのときマクシミリアンにそんなそぶりはなかった。

　最後の曲が終わってホールに戻もどろうとしたとき、ケッツァーが狙そ撃げきしてきた。

　自分たちに向けられた銃じゆう口こうに気づいたのはマクシミリアンだった。彼は咲夜をかばって凶きよう弾だんを浴びた。

　咲夜は、狙ねらわれた自分の代わりに彼が撃たれたのだと思った。

「……本当に…そう…？」

　もし、そうではなかったのだとしたら。

　狙われていたのは最初からマクシミリアンだったとしたら。

　記憶を手た繰ぐる。

　──……お前、クラーンか

　──まさか…イェーガー!?

　そうだ。あのケッツァーは、咲夜がクラーンだということも、イェーガーだということも、知らなかったではないか。

　あのケッツァーが銃口を向けていた相手は、咲夜ではなくマクシミリアンだった。

「どうして…」

　あのとき、彼はなんと言っていただろう。

　──本当は、僕じゃなくて、重役のゲオルグが来るはずだったんだけどね。彼が体調不良で、急きゆう遽きよ代役を任されたんだ

　そうだ。彼は代役。重役の。

「待って。ゲオルグ？」

　ブリンクラインの重役、ゲオルグ。聞いたことがある。どこでだ。

「ゲオルグ……ゲオルグ……、そうだ、ゲオルグ・バスラー…！」

　確か、三週間のディナー・クルーズ企き画かくにゴーサインを出し、要の母雅まさ美みに委細を説明した重役がそんな名前ではなかったか。

　そして、クルーズのことをどこからか聞きつけてきたエクシールが、要の前に現れた。

　要とロードから聞いたエクシールの言葉が甦よみがえる。

　──……クライスは一枚岩ではないし、ブリンクラインも同じだ

　そして、モンスター・クラーンも。

　いつもいつも、エクシールがいる。

　マリー・クリスティーネ号の最下層にいたジル。この世の災さい厄やくと呼ばれた彼女のことを咲夜たちに報しらせたのもエクシール。

　クライスに召しよう喚かんされたステンノを救ったのもエクシール。

　イスタンブールのカパル・チャルシュで遭そう遇ぐうしたジーンから、ジルを守ったのもエクシール。

　そのエクシールとそっくりなマクシミリアン。凶弾を浴びて、あれだけの重傷を負い、あのおびただしい出血で、彼が生きていられたのはなぜ。

　咲夜を愛しているというエクシール。咲夜を愛しているというマクシミリアン。そして、咲夜をずっと前から愛しているというアダム。

　つながっている。つながっていることだけはわかる。

　だが、それがどのように、どこがつながっているのかがわからない。

「エクシール…あんたは何を知ってるの…!?」

　ふいに、シルクがすれる音がかすかに響ひびいた。

　はっと息を吞のんだ咲夜は、のろのろと視線をめぐらせる。

　ベッドの上で、グリュンダーが身を起こそうとしていた。

　動けない体が、瞬しゆん間かん的てきに萎い縮しゆくする。凄すさまじい嫌けん悪お感かんが湧わき上がって、肌はだがざっと粟あわ立だっていくのを感じた。

　グリュンダーは咲夜を見つめ、にいと嗤わらった。

「……クリ…ス……会いた…かっ…た……」

　つながっていたチューブを緩かん慢まんにはずし、ゆっくりとベッドを降りたグリュンダーは、立とうとしてくずおれた。そのままずるずると這はってきて、咲夜の足を摑つかむ。

　足から腿ももに、腰こしにと這い上がり、グリュンダーはささやいた。

「……愛して…る………クリ……ス………」

　枯かれ木の手が、咲夜の顔にのびてくる。

　逃にげたくても体が動かない咲夜は、おぞましさで目を開けていられない。

「……ブ…ラオ……」

　憎にく々にくしげな声こわ音ねに、咲夜は瞠どう目もくした。グリュンダーの眼まなこが、青い琥こ珀はくを睨にらんでいる。

　咲夜の両りよう腕うでを摑み、老人は牙きばを剝むいた。

「……呪のろいを…この身にかけた…呪いを…とけ…っ、ブラオ……！」

　咲夜は、見た。

　怨おん念ねんに満ちたうめきを発した老人の口に、極きよく端たんに尖とがった二本の犬歯が生えているのを。

　心臓がはねた。

　まさか、クライスの創始者が。

「……ヴァン…ピー…ア…!?」
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　ルーマニア、シビウ空港に入ったアルベルトとトーゴは、自分たちより数時間前にマクシミリアン・カーンが到とう着ちやくしたことを斥せつ候こうのクラーンから知らされた。

　ザムエルの指示を受けたヴァンピーアだ。

　クライスのジーンの足取りを探さぐろうとしていた矢先、マクシミリアンがルーマニアのシビウ空港に姿を見せたので、もしや合流するのではと考え、追つい跡せきしたのだという。

　マクシミリアンは迎むかえらしき車に乗り、シビウからトランシルヴァニア山脈方面に向けて南下した。ヴァンピーアは途と中ちゆうで追いきれなくなり、シルフに交代した。

　マクシミリアンを追跡したシルフは、彼らがクジールの街に近い森の奥に入って行ったところで、突とつ然ぜん弾はじかれてしまったという。

　シルフによると、精せい霊れいが入れない壁かべのようなものがあるということだった。

　森は深く、遥はるか彼方かなたまで広がっている。壁は空高くまでつづいており、シルフはどうしてもその先に進むことができなかった。

　クジールに到着したアルベルトたちはシルフに案内を受け、森に分け入った。

「ダンピール、オリエンタール、ここです」

　深い森がどこまでもつづいている。一見なんの変へん哲てつもない木々の連なり。

　シルフはその一角を示した。

　アルベルトが手をのばす。指先に見えないベールのようなものが感じられた。そのまま腕うでで押すと、さわっと静電気に似た感覚が肌を撫なでて反発が起こった。

　ざわっと背筋を駆かけ上る感覚があり、無意識に手を引く。ちりっとした痛みを感じて手のひらを見ると、ベールに触ふれた皮ひ膚ふが裂さけて血がにじんでいた。

　不可視のベールは、モンスターの侵しん入にゆうを阻はばむためのものか。

　アルベルトは周囲を見回した。野鳥が鳴きながら飛んでいる。アルベルトたちの頭上をまっすぐに通り抜ぬけ、木々の間に消えていく。

　耳を澄すますと野生動物の気配も感じられる。草木に隠かくれてこちらの様子を窺うかがい、警けい戒かいして距きよ離りを取っていく。

　トーゴが手をのばしたまま横に移動する。ベールに手が触れるか触れないかのぎりぎりのところを探る。肌を撫でる感覚は森を覆おおうようにしてかなり遠くまでつづいているらしかった。

　シルフを弾き、ヴァンピーアに反応する不可視のベール。マクシミリアンを乗せた車はこれを素す通どおりしたという。車の中にいれば干かん渉しようを受けずに済むのだろうか。

　トーゴがシルフを顧かえりみる。

「ほかに変わったことは？」

　シルフは記き憶おくを手繰り、思い出した顔で答えた。

「そういえば……マクシミリアンは、ひどく具合が悪い様子に見えました」

「具合が悪い？」

　怪け訝げんそうに呟つぶやいたアルベルトは、口元に指を当てる。

「そういえば、奴やつは銃じゆう撃げきされて重傷だったはずだな」

　見み舞まいに行った咲夜はそのまま行方ゆくえ知れずになってしまったので、マクシミリアンの容態がどうだったのか詳くわしいことはわからない。だが、あの襲しゆう撃げき事件からそれほど経たっているわけではない。

　それなのに、ドイツからルーマニアまでの長ちよう距きよ離り移動ができるほど回復したのだろうか。

「マクシミリアンは、なぜ急にこんなところまでやってきたんだ？」

　訝いぶかるトーゴに、険しい面おも持もちのアルベルトが頭かぶりを振ふった。

「さあな。主治医の診しん察さつを受けるためじゃないのか」

　マクシミリアンのことなどどうでもいいと、言外に告げている。

　トーゴは息をついた。

「アベル。気が急せくのはわかるが、焦あせりは禁物だ」

　焦ってなどいないと反論しようとして、アルベルトはそれを喉のどの奥に吞みこんだ。

　トーゴの言うとおり、自分は焦っている。一刻も早く咲夜の許もとに駆けつけたい、カールの無事を確かめたい。

　息を吐はきながら前まえ髪がみを搔かき上げる。左手が無意識に脇わき差ざしを探して、持っていないことを思いだす。

　ずっと手にしていたはずだったのに、いつの間にか消えていたのだ。懐かい中ちゆう時計にはめ込んだ青琥珀が輝かがやいて、闇やみの中にうずくまった咲夜を見つけたところまでは、確かに持っていた。

　光が消えたときにはなくなっていた。

　ケーニヒスブラオの仕し業わざだろうと察しがついたので、それほど危き惧ぐはしていない。

　あれは長い時を生きている神しん剣けんだ。自分が行くまでの間、きっと咲夜を守ってくれるだろう。

　代わりの武器は持っていない。いざとなったら素す手でで戦えばいい。そういった格かく闘とう術も、目の前にいるこのオリエンタール・ヴァンピーアから叩たたき込まれている。

「車だったらこれに引っかからずに抜けられるかな。街まで戻もどって調達してくるか？」

　トーゴの言葉にアルベルトは頭を振った。

「いや、そういうレベルの話ではない気がする。もっと別の……」

　言いかけて、アルベルトは瞬まばたきをした。

　ポケットから円いロケットペンダントを取り出す。ディートリヒが持っていたものだ。

　蓋ふたを開けると、はめ込まれた魔ま鏡きようが陽ひ射ざしを弾いてきらりと光った。

　すると、不可視のベールがすうっと消えていくのを確かに感じた。

　驚おどろいたシルフが、恐おそる恐る手をのばす。それまである一点で阻まれていた彼女の体は、そのまま奥に入ることができた。

　驚くトーゴの傍かたわらで、アルベルトが呟く。

「許可証、か」

　エクシールの言った通りだった。

　これは、クライスの頂点に立つ者がいる施し設せつに入るための許可証。

　このロケットで入れるということは、この先にあるのはクライスの本ほん拠きよ地ち、隠処フエアシユテツクだ。

「我らクラーンの城のように、クライスも隠れていたというわけか」

　どうりで見つからないわけだと、目をすがめて唸うなるトーゴに頷うなずいて、アルベルトはロケットをポケットにねじ込んだ。また必要になるかもしれない。

「クライスの本拠地はここだ。シルフ、このことをエーアストに伝えろ」

　応じたシルフが飛び去る。

　アルベルトとトーゴは、森の木々に隠されているような路みちをたどって駆け出した。

　クライスのジーンが咲夜とカールだけでなく、ジルと要を連れ去った。

　ジーンはマクシミリアンの主治医だ。マクシミリアンが向かった先に、おそらくジーンがいる。ジーンがいるなら、咲夜やカール、ジルと要も同じ場所にいる可能性が高い。

　ジーンの足取りを追ったカルネオル伯はくザムエルの調査は、多た岐きに及およんでいた。足取りだけでなく、彼がカーン家の御おん曹ぞう子しの主治医になる以前に何をやっていたかまで、調査を広げていた。

　ジーンがオットー・カーンの要よう請せいを受けてマクシミリアンの主治医になったのは十五年前だ。

　それ以前に彼が所属していたのは、私立の医い療りよう研究施設だった。しかし、遡さかのぼれたのは一年ほどで、そこから先はまったくたどれないということだった。

　まるで、それまで存在していなかったのが、ある日突とつ然ぜん現れでもしたかのようだと。

　ドクトア・ジーンが突然現れた理由は知らないが、アルベルトは別の事実を知っている。

　十六年前、遺伝子工学を研究していた司堂恭介は、妻のマリア・クリスティナとともに突とつ然ぜん失しつ踪そうした。

　彼らが住んでいた館やかたはひどく荒あらされて、何かの事件に巻き込まれたのだと予想がついた。

　生まれたばかりのひとり娘むすめがいたはずだ。あの子までいなくなってしまったのか。

　館を捜さがし回った一同の中で、その子を見つけたのはアルベルトだった。

　暖だん炉ろの横の隠し扉とびらから入れる地下の隠し部屋だ。灯あかりひとつない、冷え切った部屋のすみ。

　中世の海かい賊ぞくが宝をしまっていたという木箱の中に、バスケットとストールにくるまって、その子は泣き疲つかれて眠ねむっていた。

　小さなその手には、青琥こ珀はくの紐ひもが巻きつけられていた。

　動かない赤ん坊ぼうに恐る恐る触れた途と端たん、瞼まぶたが開いて、その澄んだ瞳ひとみがアルベルトを見た。

　瞬きも忘れた赤ん坊は、ひくりと息を吞のんだかと思うと、引き攣つれたような声で泣き出した。

　火がついたように泣きじゃくる赤ん坊は、まだ言葉など話せない。

　けれども、恐ろしいことが起こったのだと、声なき声が訴うつたえるのを、アルベルトは確かに聴きいた。

　マリアも恭介も、この子のことを守るためにこんな暗くて寂さびしいところに隠したのだ。

　カールたちが必ず見つけてくれると信じて、ケーニヒスブラオをこの子の手に残していった。

　──だいじょうぶだよ。まもるから、おれがずっとまもるから

　震ふるえながら泣きじゃくる赤ん坊を抱だきしめて、アルベルトは繰くり返した。

　まもるから。それを誰だれに向けて言ったのかは、アルベルト自身もわかっていなかった。

「アベル、止まれ」

　トーゴの低い声が耳じ朶だを打つ。

　はっと我に返ったアルベルトは、木々の向こうに立つ建物と、前方から接近してくる無数の足音に気づいた。

　跳ちよう躍やくしたアルベルトとトーゴが枝の上に身をひそめると、茂しげみの向こうから黒い塊かたまりが次々に飛び出してきた。

　威い嚇かくの唸りを上げるオオカミの群れだ。

　注意深く周囲を窺い、鼻を地面にすりつけて臭においを嗅かいでいる。

　息をひそめて様子を窺ううちに、オオカミの数がどんどん増していく。

　葉の陰かげから獣けものたちを睨にらんだアルベルトは、剣けん吞のんに眉まゆをひそめた。

　あれは、普ふ通つうのオオカミではない。いやに統とう率そつが取れている。

　ひときわ大きな一頭がゆっくりと頭をめぐらせる。葉の陰にひそむアルベルトとトーゴは、リーダー格と思おぼしきオオカミの双そう眸ぼうが琥こ珀はく色いろであるのに気づき、瞠どう目もくした。

　あの目は、ヴェアヴォルフだ。

「─────」

　トーゴが無言で建物を示した。木々の連なりはあそこまでつづいている。枝を伝っていけばオオカミには気づかれない。

　ヴェアヴォルフが顎あごをしゃくると、オオカミたちは四散していく。ヴェアヴォルフはアルベルトたちの臭いを捉とらえたらしく、彼らが来た道程を執しつ拗ように探さぐっている。

　背負った大刀の柄つかに手をかけたトーゴが、すっと目を細めた。

　クライスの許可証がなければ入れない場所に、群れを引き連れて現れたヴェアヴォルフ。

　トーゴの目が問う。あれは異端者ケツツアーか。ならば、ここで狩かってもいいかと。

　アルベルトは手をあげて制する。確証がない。

　風が吹ふいた。

　ヴェアヴォルフの耳がぴくりと動き、ゆっくりもたげられた首がアルベルトとトーゴがひそむ枝を見上げた。

「……見つけたぞ、侵しん入にゆう者しや」

　森のベールを力ずくで裂さこうとするものが現れたらこの身に伝わるのだと、喜き悦えつに歪ゆがんだオオカミの口からもれる。

　その声に、アルベルトたちは聞き覚えがない。しかし、次にヴェアヴォルフが発した言葉が決定打となった。

「ヴァンピーア・クラーンのカールを取り返しに来たんだろうが、無む駄だだ。お前たちもクライスのモルモットになるがいい」

　トーゴの瞳が深しん紅くに輝かがやいた。ヴェアヴォルフが唸ると、至るところからオオカミの遠とお吠ぼえが轟とどろく。散り散りになっていた群れが戻ってくる。

　アルベルトとトーゴの視線が一いつ瞬しゆん交差する。それだけで充じゆう分ぶんだ。

　助走をつけたヴェアヴォルフが跳躍した。目にもとまらぬ速さで太刀たちを鞘さやから抜ぬいたトーゴが幹を蹴ける。

　同時にアルベルトは、木々の向こうにそびえる建物を目指して枝から枝を飛び移る。

　黒いオオカミたちが蠢うごめくのを眼下に見ながら、アルベルトはさながら空を翔かけていく。

　一方のトーゴは、ヴェアヴォルフの首を一いつ閃せんで刎はね飛ばすと、[image: 迸]ほとばしる血ち飛沫しぶきを避よけて飛び退すさった。重い音を立てて転がった首が、トーゴを恨うらめし気に睨んでいる。

　オオカミたちがトーゴを取り囲んでいく。

　しばらくして、オリエンタール・ヴァンピーアは瞬きをした。

「……ああ」

　名前は忘れたが、昔姿を消したヴェアヴォルフ・クラーンがいたのを思い出した。

　息をつき、刃やいばの血を振ふり払はらう。

「やれやれ……。生きつ粋すいのクラーンが、何を好きこのんでクライスに肩かた入いれするんだか」

　四方八方を囲んだオオカミたちが、低く唸りながらトーゴを狙ねらう。数えきれない獣が一いつ斉せいに飛びかかってきた瞬しゆん間かん、トーゴは木の幹を駆かけあがって枝の上に逃のがれた。

　いちいち相手をしてやる余よ裕ゆうはない。

　枝から枝を伝っていくトーゴを、地上のオオカミたちは怒いかり狂くるいながら追っていく。
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　比ひ較かく的てき新しい建物と、古い石造りの建物が並んでいる。手前の白い建物は長方形で、伝説の箱はこ舟ぶねのようにも思えた。

「……アルシェ…」

　葉陰にひそんだアルベルトは、呟つぶやいて空を見上げた。

　トーゴと別れてから木々の狭はざ間まに見えていたアルシェまでまっすぐに向かってきたが、予想以上に距きよ離りがあった。

　クライスがフェアシュテックを隠かくすために施ほどこしたベールは、距離感や時間の感覚をも狂わせるのかもしれない。

　そろそろ日が傾かたむき、空の色が変わりはじめている。見える範はん囲いに守衛はいないようだが、監かん視しシステムはあるだろう。

　迂う闊かつに近付けば発見される危険が高い。

　改めて建物を観察する。

　クライスのフェアシュテックは、予想以上に大きかった。

　手前のアルシェには窓に格こう子しがついていて、設備も新しく見える。奥にあるほうは古めかしい石造り。どうやらレンガを積み上げた屋上もあるらしい。

　建物の前は開けており、ヘリが一機停とまっている。奥のガレージには自家用車が並んでいた。

　ふと、アルベルトは息を殺した。

　オオカミが数頭、建物の周りをうろついている。いや、あれは巡じゆん回かいしているのか。

　アルベルトは訝いぶかった。

　いくらここがルーマニアの山奥でも、これほど大量のオオカミが棲せい息そくしているのは不自然だ。それに、よく見ると、どのオオカミも同じ大きさで同じ容よう貌ぼうをしている。

　動物にも個体差はあり、顔の造作や歯の形に並び、筋肉のつき方、体高や体長、足の長さ、尾おの形など、同じではない。なのに、アルベルトが見る限り、すべてのオオカミはまったく同じ顔、同じ体高、体長で、唸うなり声にも差がない。

　ふいに、アルベルトの脳のう裏りを、エーアストとエクシール、そしてマクシミリアンの姿がよぎった。エーアストとエクシールはうりふたつ。マクシミリアンは目と髪かみの色が違ちがうものの、やはり彼らとほぼ同じ顔をしている。

「エクシールとそっくりの……」

　唐とう突とつに、アルベルトの鼓こ動どうが跳ねた。

　クライスに召しよう喚かんされたステンノ、彼女とよく似た面おも差ざしに両りよう頰ほおの血を持った少女クラインジル。

　何から何まで同じオオカミたち。エクシールとそっくりのマクシミリアン。

　そして、恭介の専門は遺伝子工学だった。

　その可能性に思い至って、さしものアルベルトも動どう揺ようする。

「まさか……」

　カーン家のひとり息子むすこマクシミリアンは脆ぜい弱じやくで、いつ死んでもおかしくない子どもだった。オットーの要よう請せいを受けたジーンが主治医となってからマクシミリアンは劇的に回復し、同じ年とし頃ごろの普通の子どもと同じように生活できるようになったという話だ。

　先日のパーティー襲しゆう撃げき事件でも、狙そ撃げきされて瀕ひん死しの重体だったマクシミリアンを治ち療りようしたのはドクトア・ジーンだという。

　マクシミリアンが運ばれたのは、ほかの怪け我が人たちが運び込まれた救急指定の病院ではなく、私立の医い療りよう研究施し設せつだった。

　ザムエルの調べによれば、そこはブリンクラインが莫ばく大だいな寄付をして設立された施設で、国内外から様々な研究者が集められているという。麻疹はしかなどの伝でん染せん病びようから現代医学では不治とされる症しよう状じようまで、ありとあらゆる病気の根絶のための研究を行うことが目的だということだ。

　マクシミリアンが運び込まれたとき、施設に大きな荷物がヘリで輸送されてきたのだそうだ。まるで棺ひつぎのような形のそれが運び込まれてすぐ、マクシミリアンの緊きん急きゆう手術が行われ、彼は一命を取り留めた。

　表ざたにはなっていないが、実は過去にも似たようなことが何度も起こっていたらしい。

　マクシミリアンが生死の境を彷徨さまようたびに、彼はその医療研究施設に搬はん送そうされ、どこからか荷物が運ばれてくる。そしてマクシミリアンは命を取り留める。

　アルベルトの脳裏に、以前見たマクシミリアンの父、オットー・カーンの面差しが浮うかんだ。

　年老いてから一ひと粒つぶ種だねを授さずかったオットー。だが、息子であるマクシミリアンは、本当に彼の血を引いているのだろうか。

　オットーは、自分の会社が造ったクルーズ船の最下層に人知れず研究施設を設けた。あれは、世界中どこにマクシミリアンがいても、緊急時に専門の治療を施せるようにするためではないのか。

　ではなぜそこまでするのか。まるで、マクシミリアンには絶えず命の危あやうい要素があるようではないか。

　調査資料の中には、ブリンクラインの内部抗こう争そうについても仔し細さいがあった。

　マクシミリアンが誕生するまで、オットーが引退したのちにブリンクラインのトップに立つのは、重役のゲオルグ・バスラーだと目されていた。

　そのゲオルグ・バスラーが、昨夜遅おそくにベルヒテスガーデンのカーン家別べつ荘そうを訪おとずれている。

「……一枚岩ではない、か」

　東條要がもたらしたエクシールの言葉が、アルベルトの脳裏をよぎった。

　ブリンクラインは一枚岩ではない。オットー・カーンは息子に跡あとを継つがせたい。ゲオルグ・バスラーはそれを阻はばみたい。

　マクシミリアンがいなければ、ゲオルグがブリンクラインを手に入れることができる。

　パーティーを襲撃したのはクライスのゴーレムとケッツァー。ブリンクラインのライバル会社、オストゼーラインズの上層部とマクシミリアンが、凶きよう弾だんに倒たおれた。

　この事件で利を得るのは、ブリンクラインとゲオルグ・バスラー。

　そして、マクシミリアンを亡なき者にしたかったのはゲオルグだ。

　クライスは一枚岩ではない。ブリンクラインは十中八九クライスと関かかわっているが、オットーとゲオルグは別々にクライスと手を組んでいると考えれば、辻つじ褄つまが合う。

　ドクトア・ジーンがカールたちを拉ら致ちし、ジルと要を連れ去ったのなら、彼らの目的は何か。

　これまでクライスは、モンスターを捕ほ獲かくしては生体実験を繰くり返し、不老不死のための研究材料にしてきた。その観点から考えれば、クライスにとって必要なのはカールとジルだ。人間である要はクライスにとって意味がない。

　素す性じようを知られていない咲夜も同じはず。咲夜がクローネの末まつ裔えいだと知っているのはごく僅わずかなクラーンのみで、しかもクローネの力は発現していない。咲夜は人間としか思われないはずだ。クライスのモルモットにされる要素はない。

　それなのに、どうしてかアルベルトの胸の奥は、奇き妙みように重く早はや鐘がねを打ちはじめていた。

　急がなければ取り返しがつかなくなると、何かがしきりに訴うつたえる。

　手前の建物にはかなりの人数の気配がある。人間のようだが、忍しのび込むのには適さない。

　奥の古い建物はどうだろうか。ひとがそこにいる様子は感じられない。

　窓の少ない古い建造物だ。建物の真ん中あたりに小さな窓が等とう間かん隔かくで並び、さらにその上の最上階と思おぼしき辺りにアーチ型の窓が並んでいる。

　オオカミに発見されないよう、風下を移動する。

　建物の反対側に回り込んだアルベルトは、アルシェの側からは見えなかったアーチ型の窓にちらりと人ひと影かげが映ったような気がして、はっと息を吞のんだ。

　長い髪が風に揺ゆれている。

　アルベルトは、掠かすれた声でうめいた。

「マリア……！」




　　◆　◆　◆




　激しい痛みとひどい寒さの中で、ぼんやりと幾いくつもの声を聞いていた。




　──これだけあればしばらく持ちますね

　──この間石化した細さい胞ぼうの解除にかかります

　──もっと効率よく採取する方法はないかな

　──ずっとチューブをつないでおけばいいのでは？

　──おいおい、それじゃ出血多量で死ぬぞ

　──大だい丈じよう夫ぶ、次のクラインがそろそろ使えるはずだ




　氷のように冷たい指先を、全力を込めて動かす。

　ほんの僅かに震ふるえた指は空を搔かいた。




　──それで、ヴァンピーアは？

　──一応止血して、傷はふさがったよ

　──ただ、ちょっと出血がひどすぎて、あれじゃあのまま死ぬかもしれない

　──ええ、せっかく入手できたサンプルなのに？　もったいない

　──念のため、死ぬ前にサンプルを取っておこうか

　──そうですね。生体から採取したほうが、あとが楽ですし




　重い瞼まぶたを開こうと、懸けん命めいになる。

　凍こおりついたような唇くちびるから、吐と息いきのようなうめきがこぼれた。

　クライン。モンスター。サンプル。

　お願い、やめて。もうやめて。




　──１１９はどうする？

　──これはじきに壊こわれるよ

　──まったく、せっかく戻もどってきたと思ったらもうタイムリミットか

　──次のクラインは三体まとめて成長させてるから、効率が良くなるわ

　──けど、クラインの寿じゆ命みよう自体はどんどん短くなってますね

　──オリジナルも、もう限界だしな

　──じゃあ…どうするんですか？

　──別の個体を捕獲して細胞を採取するしかないだろう

　──というと…次はエウリュアレ…？




「……っ…」

　朦もう朧ろうとしながら目を開いたジルは、緩かん慢まんに首をめぐらせた。

　よくわからないたくさんの機械が、小さなモーター音を響ひびかせながら動いている。

　壁かべに設置された棚たなに並んだ無数のビーカーと色のついたガラス瓶びん。ひと際きわ大きなモーター音を発しているのは青い光を放つ冷蔵棚だなで、無数の試験管が整然と並べられている。

　研究員たちがいる間は、影かげができないように様々な角度から光を当てているライトは消えて、ドアの上にある緑の非常灯と、機械の放つぼんやりとした光だけがあった。

　四し肢しを実験台に固定するためのベルトは外れていた。左ひだり頰ほほに刺ささった採血針につながったチューブはテープで固定されている。透とう明めいなチューブの中を赤い液体が伝い、ゆるやかに振しん動どうする採血パックにつながっていて、容量の三分の二ほどまで血液が溜たまっていた。

　左頰から無理やりテープを剝はがして針を引き抜ぬき、投げ捨てる。針から血がしたたるのを横目に、ジルは左頰を押さえた。

　このままではだめだ、ふさがないと。

　視線をめぐらせると、止血用のテープが目についた。右みぎ頰ほほにも同じテープが貼はられている。

　ここに連れて来られてすぐ、この台に固定されて頰ほおをアルコールで拭ぬぐわれた。痛みに悲鳴を上げても、そこにいた誰だれひとり耳を貸すことも顔色を変えることもなく、淡たん々たんと作業を進めて必要な量を採取し、どこかへ急いで持っていった。

　きっとあれはカールのためのものだと思った。撃うたれたカールの命は、あれで助かるのだ。

　ほっとしたのも束つかの間、研究員たちはさらに血液を採取して、さらには体のあちこちの細胞を調べると言って皮ひ膚ふをメスで剝ぎ取った。

　細胞が示す数値を正確に測るためにと、麻ま酔すいなどは一いつ切さい使われない。薬やく剤ざいの影えい響きようが数値を狂くるわせるからだと、ずっと前に誰かが言っていたのを思い出す。

　痛みで気を失い、痛みで目を覚まし、悲鳴をあげつづけ、泣きつづけて、喉のどはとうに嗄かれていた。

　抵てい抗こうする気力も体力も尽つき果てて、何度目かに気を失い、夢うつつの中で研究員たちの会話を聞いていた。

　ベルトが外されているのは、固定したままでは血流が滞とどこおって壊え死ししてしまうかもしれないからだろう。

　今日の作業はこれで終わりか。いつもはジーンが動けない彼女を抱だき上げて、布を敷しいた箱の中にしまうのだ。

　テープを摑つかんで、震える指で引きちぎり、左頰に貼りつけた。うまく貼れているかはわからないが、ぬるりとした感かん触しよくが止まったようだから、ちゃんと傷に当たっていると思った。

　ジルは必死で体を起こした。

「……次は…三体…まとめて……」

　台を降りる。体が重くてうまく着地できず、床ゆかに叩たたきつけられた。

「…っ…！」

　切り刻まれた体のあちこちが悲鳴を上げている。

　うめき声を吞み込んでよろよろと立ち上がり、台に摑まりながら足を進める。

　この建物の構造はかろうじて覚えている。

　ラボを出る。斜ななめに射さし込んでくる光。あちらは西の方角だ。西日が射している。もうすぐ陽ひが落ちるのだ。

「……にげ…なきゃ…」

　幸いにして、ラボの外には誰もいなかった。彼女が動けるはずがないと思い込んで、放置されているのだ。

　ジルにとっては幸運だった。

　要が閉じ込められている部屋までの道順を必死で思い出しながら、壁を支えに進んでいたジルは、幾つもあるラボのひとつから緊きん迫ぱくした声が漏もれてくるのに気づいた。

　中にたくさんの研究員たちがいる。

　咄とつ嗟さに辺りを見回して、下に降りる階段の陰かげに隠かくれると、そのラボからほぼ同時に誰かが飛び出してきた。

　廊ろう下かを走って行ったのは、ジルの頰に採血針を刺した若い男だ。

　息をひそめて身を隠していると、さっきの男が駆かけ足で戻ってきた。ジーンがそのあとにつづいてくる。

　思わず叫さけび出しそうになって、ジルは両手で口を押さえた。

　彼らがラボに入っていく。幾つもの叫び声と機械の音が折り重なって、何かとても大変な状態なのだということだけが伝わってきた。

　白衣を着た研究員たちが入れ代わり立ち代わりで、階段の前をひっきりなしに行き来する。

　このままではラボからジルが消えたこともすぐに気づかれてしまうかもしれない。ここにいたら見つかる。

　ひとの行き来が切れるのを待って、ジルはふらつきながら階段を下りていく。

　普ふ段だんはもっと研究員たちが行き交かっているはずなのだが、必死のジルはそれに気づかない。

　下の階に降りたジルは、壁伝いに進み、ドアを見つけるたびにノブを回した。そのほとんどは鍵かぎがかかっており、びくともしない。

　幾つ目かのドアノブに手をかけると、それは難なく回って開いた。

　灯あかりのない室内は真っ暗で、微かすかな機械音が響いていた。羽虫の飛んでいるような、耳みみ障ざわりな音だ。

　ジルの胸の奥が跳はね上がった。

　この音を、自分は知っている。

　入ったらだめだと、誰かがジルを止めた。けれども、ジルの足は意に反して奥へと進んでいく。ともすればくずおれそうになるのを、壁や機械に摑まって体を支え、ジルは震えながら足を進める。

　奥にもうひとつドアがあった。

　どくどくと、胸の奥で鼓こ動どうが鳴り響いている。それだけしか聞こえない。

　ドアにかけた手は冷たく、感覚がなかった。

　研究員の言葉が耳の奥に響く。




　──次のクラインは……




　そこに並んでいたものを見て、ジルの胸の奥は急に静かになった。

　涙なみだが一ひと粒つぶこぼれた。

「……………」

　たくさんの目が、彼女を見ていた。







　　　　４







　床に転がって腹を押さえるようにして身体からだを丸くした要は、ぜいぜいと荒あらい呼吸を繰くり返していた。

　痛い。ワンボックスのドアに挟はさまれて研究員に蹴けられたところが痛くて、動けない。

　全身に冷や汗あせが噴ふき出している。痛むところはやたら熱いのに、四肢の先がびっくりするほど冷たい。

　要は胸のところに手をやって、何もないことを思いだした。

　ああそうだ。

　うっすらと目を開けて、掠かすれた声で呟つぶやく。

「……あれ…だれだ…」




　　◆　◆　◆




　どれほど経たったのか、もう時間の感覚がない。

　重い木の扉とびらが開く気配を感じて、咲夜は視線を滑すべらせる。

　手に黒い布を持ったアダムが現れた。

「クリスティアナ、おとなしくして……」

　微笑ほほえみながらカーテンの閉まった暗い部屋に入って、彼は瞬まばたきをした。

　大きなウィングバックチェアに、咲夜は仰あお向むけで横たわっている。

　その腰こしに、グリュンダーがからみついたまま動かない。

　アダムの顔から笑えみが消えた。

「……よくここまで動けたものだ」

　老人の脇わきの下に手を入れると、咲夜から引き剝がしてベッドに移動させる。

　グリュンダーの瞼まぶたは開いたまま、とろりとした黒い眼めが咲夜をじっと見ている。

　咲夜は血の気の引いた顔でそれを見ていた。

　アダムが近づいてきて、咲夜に顔を寄せてくる。

「彼はあなたに会えて嬉うれしかったんですよ」

　ふっと、全身の緊きん張ちようが消えた。

　しびれたようになっているが、手足が動く。咲夜は息を吸い込んだ。筋肉が自由を取り戻もどし、胸の奥が開いて楽に呼吸ができるようになる。

「クリスティアナ、随ずい分ぶん酷ひどい有り様だ」

　なんとか身を起こした咲夜は眉まゆ根ねを寄せて、つい自分の姿をまじまじと見下ろした。言われてみれば、雨の中で銃じゆう撃げき戦せんを繰り広げて、そのままここまで連れて来られた。

　まとったワンピースは泥どろと血に汚よごれて、ボロボロだ。あちこち怪け我がもしたが、カールのことが最優先だったので放ほうっておいた。それほど深い傷ではなかったし、これくらいなら別に大したことはないと思った。

　アダムは部屋の奥にある扉を示した。

「あそこがバスルームになっています」

「は…？」

　わけがわからず訊きき返した咲夜に、彼は少し考えるそぶりを見せた。

「ああ、隣となりのほうがいいか。あちらは誰だれも使っていない。さあクリスティアナ」

　口調は柔やわらかいが、有う無むを言わさず咲夜の腕うでを摑んで引きずっていく。足にはめられた枷かせが音を立てる。

　廊下に出てすぐの扉を開けると、グリュンダーの部屋の半分ほどの広さで、奥にもうひとつ扉があった。

「ここならいいでしょう。さあどうぞ、クリスティアナ。その服はもう処分してしまいましょう。身を清めたら、代わりにこれを」

　アダムが差し出したのは、レースをふんだんに使った漆しつ黒こくのドレスだった。

　咲夜はそれを払はらいのけ、アダムから距きよ離りを取る。足首につけられた枷と鎖くさりがじゃらっと嫌いやな音を立てた。

「必要ない。そんなことよりこの鎖をはずして」

「大だい丈じよう夫ぶ、きっと似合うから」

「父さんは助かったの？　ジーンは？」

「サイズもちょうどいいはずだ、あなたに合わせて仕立てたものだから」

「ジーンはどこにいるの、どうなったか訊かなきゃ」

「クリスティアナ」

　ふっと、咲夜は押し黙だまった。

　静かな声なのに、奥に形容しがたい響ひびきがある。

　ジャケットの内ポケットに手を入れたアダムは、出したものを咲夜の目の高さでゆらゆらと揺ゆらして見せた。

　細い鎖の先に、白くてゆるやかに湾わん曲きよくした、先の尖とがったペンダント───。

　それがなんなのかを察した咲夜の顔から瞬しゆん時じに血の気が引いた。

「……どうして…それを…」

　アダムが微笑む。

「バスルームはあちらです。ああ、その枷が邪じや魔まですね、はずしてあげよう」

　かがんで手をのばし、アダムが指先で何かを描えがくと枷が音を立ててはずれた。

　青ざめた咲夜は、アダムを問い詰つめた。

「まさか…ここに、いるの？　要が!?　どうして…っ」

「これに着き替がえて、グリュンダーの部屋に戻ってきて」

　黒いドレスを押しつけて、アダムは咲夜を部屋の中に押し込めると扉を閉める。施せ錠じようの音がした。

　咲夜の手から落ちたドレスが不気味に広がる。シルクの光こう沢たくがなまめかしく、繊せん細さいなレースが足に絡からまってくる。

　咲夜は扉を全力で叩たたいたが、びくともしなかった。

「要はここにいるの!?　どうしてよ、なんでそんなことに…！」

　扉の向こうから、淡たん々たんと声がする。

「クリスティアナ。私はあなた以外何もいらない」

　笑みを含ふくんでいるような語気は変わらない。だが、それがかえって怖こわかった。

「彼はあなたを愛している」

　背筋に薄うすら寒いものが駆かけあがる。

「メトシェラは、あなたを愛していて、戻ってくるのをずっと待っていた」

「メトシェラ…？」

　誰のことだと詰きつ問もんしたかったが、話の流れから言ったらグリュンダーのことだとしか考えられない。創始者というのは文字どおりクライスを創つくった者に対する呼び名で、本当の名はメトシェラということか。

　長命な人メトシエラ。遥はるかな昔、千年近く生きたという伝説の人間メトシェラ。その名を名乗るヴァンピーア。
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「でもね、クリスティアナ。メトシェラ以上に、私はあなたを愛している」

　咲夜は息を吞のんだ。

　愛していると告げられたことはこれまでに何度もあるが、ここまで嫌けん悪おを催もよおしたのは初めてだ。グリュンダーの、メトシェラのそれより、アダムの言葉は上うわ滑すべりして、中身が空っぽに聞こえる。

「私は、あなたを愛するために生まれたのだから」

「…っ」

　全身が総毛立つ。知らずに足を引いていた。踵かかとにドレスの生き地じが引っかかってバランスを崩くずし、ドレスの上に座り込んでしまう。

「それをまとったあなたはさぞ美しいに違ちがいない。クリスティアナ、早く見せてほしいな」

　ひと呼吸置いて、アダムは突とつ如じよ語気を変えた。

「──着たくないならいいよ、クリス。これの持ち主がどうなってもいいなら、ね」

　瞬しゆん間かん咲夜は確信した。東條要がここにいるのだ。

　アダムが何を考えているかはわからない。だが、迷っている時間も抗あらがっている暇ひまもない。

「……急せかさないでよ」

　ドレスを摑つかんで、咲夜は立ち上がった。

「女の支し度たくは時間がかかるって、知らないの？」

　精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張ると、扉の向こうで小さく笑う気配がした。

「では、ゆっくりとどうぞ。その間に私は用を済ませてくるから」

　気配が遠ざかっていく。

　ドレスを睨にらんで、咲夜はぎりっと唇くちびるを嚙かんだ。

　腹立たしいが、いまは言われたとおりにするしかない。それに、メトシェラに触さわられたところが気持ち悪いのも確かだ。バスを使って洗い流せるならありがたい。

　眉まゆを吊つり上げてバスルームの扉に手をかけた咲夜は、ふと瞬きをした。

「……メトシェラ？」

　咲夜はその名を知っている。

　懸けん命めいに学び、たくさんの伝承や神話の膨ぼう大だいな知識を得た。メトシェラという名を最初に見たのはそこだ。しかし、それだけではない。

　──……あのとき、メトシェラの手にかかって死んでいたはずの私……

　昨夜マリアが口にしたのを、聞いたのだ。

「え…待って……。メトシェラの手にかかって……死んでいたはず……て……？」

　同時に咲夜は、メトシェラのうめきを思い出した。

　──……呪のろいを…この身にかけた…呪いを…とけ…っ、ブラオ……！

「呪い…？」

　咲夜は青琥こ珀はくを握にぎり締しめた。得体の知れないものを感じて、背筋が寒くなる。

　──……愛して…る………クリ……ス………

　クリス。メトシェラが呼ぶ。果たしてそれは、誰のこと？







　窓の外をぼんやりと眺ながめながら、マリアは歌うように紡つむいだ。

「……メトシェラ…」

　かわいそうなひと。

　クリスティアナに心を奪うばわれて、クリスティアナを取り戻もどすために命を冒ぼう瀆とくしている。

　そんなことをしてはいけないのに。




　　◇　◇　◇




　目め障ざわりなオオカミの群れを全ぜん滅めつさせたトーゴは、暮色が空を覆おおった頃ころにフェアシュテックにたどりついた。

　ふたつ並んだ建物のうち、手前のほうはまるで長方形の病院めいた建物だなと、思った。奇くしくもそれは、東條要が抱いだいたのと同じ感想だった。

　幾いくつかの窓から明かりが漏もれている。明かりが灯ともっている部屋には誰だれかがいるということだ。

　風下の木こ陰かげにひそんで様子を窺うかがっていると、中央にある玄げん関かんから何人かの男女が出てきた。年ねん齢れいはばらばらで、初老から若者までいる。

　耳を澄すますと、彼らの会話が風に乗って流れてきた。

　あれもそろそろ限界なんじゃないかな。

　二十年か。だめになったところを取り替かえながら、なんだかんだで結構持ったな。

　まだまだ延命させるための研究だ。

　ああ、そうだった。ドクトア・ジーンの研究はあれをまともにするためだったっけ…。

「あいつら、何の話をしてるんだ…？」

　眉をひそめたトーゴは、病院に似た建物の奥にある古い石造りの建造物の壁かべに動くものを見つけて、瞬まばたきをした。

「アベル…！」

　陰かげになっている場所をうまく移動して、屋上付近の窓を目指しているらしい。確かに、あの高さまで登れる人間はいないだろう。クラーンでも稀まれだ。

　いや、あの高さでは、もし足場が崩れて落下したら、無事ではいられないだろう。

　ならばと、トーゴは視線を走らせた。

　ここがクライスの本ほん拠きよ地ちならば、徹てつ底てい的てきに破は壊かいする。黄昏たそがれの民たみを脅おびやかすクライスの殲せん滅めつは、数百年にわたる命題だ。

　派手に動いてクライスの目をこちらに集める。それに、カールと要、ジルの捜そう索さくも忘れてはならない。

　アルベルトはここまでずっと我が慢まんしてきたのだ。そろそろ咲夜のことだけに専念させてやってもいいだろう。

「陽動はできるだけ派手にいかないとな」

　いっそ正面から突つっ込むかと、思案したとき、地を揺ゆるがすような轟ごう音おんとともに、目の前の建物の左ひだり端はしから火柱が上がった。







　ラボの処置台に横たわったマクシミリアンの呼吸がようやく安定したのを確かめて、ジーンはほっと安あん堵どした。

　ドイツのベルヒテスガーデンで療りよう養ようしているはずのマクシミリアンが、突とつ然ぜんこのアルシェに姿を見せたことに驚おどろいた。しかしそれ以上にジーンを焦しよう燥そうさせたのは、無理な移動で容態が急変し危険な状態に陥おちいったことだ。

　銃じゆう弾だんを浴びた彼は、現代医学では手の施ほどこしようのない状態で、彼を救うには最終手段を用いるしか術すべがなかった。

「まったく、なぜこんな真似まねを……」

　ここは研究施し設せつであって、医い療りよう機関ではない。医師も看護師もいないのだ。研究員たちは、実験データが必要なときに交代で宿直することはあるが、時間がくればクジールの街にある宿舎に帰っていく。

　まだ予断を許さないヴァンピーアもいるので、熱心な研究員が数名残っているはずだ。

　クライン１１９の左ひだり頰ほほの血から作り出した中和剤ざいを投とう与よしたカールは、ようやく傷がふさがって危機的状じよう況きようは回かい避ひした。しかし、脈みやく拍はくは弱くゆるやかで、呼吸も少ない。体温も低いままだ。このまま目覚めることなく息絶えても不思議ではない状態だった。

　生きているうちに解かい剖ぼうして内臓のサンプルを取るべきだと主張する研究員もいる。確か彼は今夜残っているはずだ。まさか独断で実行はしないだろうが、あとで念のため釘くぎを刺さしておく程度はしたほうが良さそうだった。

　ここにいる研究員たちは、研究のために度を越こしている者たちばかりだ。だからごく普ふ通つうの医療機関や研究機関にいられなくなり、行き場を失ったところをクライスに拾われた。

　才能も技術もある。それを活いかせる場にめぐり合えて、彼らは喜々として研究に打ち込んだ。

　冒おかしてはならない禁きん忌きというものは、クライスの研究施設「アルシェ」には存在していない。

　人道や倫りん理りなどは、ときに進化を阻はばむものだ。そのようなことに囚とらわれて行き詰づまるなど愚おろかしい。科学の進化、医療の躍やく進しん。それらのためには、禁忌など邪じや魔まなだけ。

　倫理を守って見殺しにするより、禁忌を冒してでも救うほうが、よほど意味のある行いだ。

　クライスの方針は、間ま違ちがってはいない。

　ジーンはそれを疑ったことはない。自分の持っている遺伝子工学の知識と技術をすべて注いだことで、短命を余よ儀ぎなくされたマクシミリアンは成人するに至った。

　それでも、まだ不完全なのだ。彼の寿じゆ命みようはほかの人間たちより遥はるかに短い。平均寿命まで生かすためには、まだまだ研究が必要で、いざというときのための用意が不可欠だ。

「……ドク…」

　カルテに目を落としていたジーンは、掠かすれた声に呼ばれて瞬きをした。

　青ざめたマクシミリアンが瞼まぶたを開けていた。

　ジーンは微笑ほほえんだ。

「マックス……。絶対安静だと言っておいたのに、どうしてこんなところに？」

　マクシミリアンは、叱しかられた子どものような顔をした。

「すみません…ドクトア……。でも……ゲオルグが……」

「ゲオルグ？　ゲオルグ・バスラー？」

　ジーンの眉が剣けん吞のんにひそめられる。ゲオルグ・バスラーがマクシミリアンに敵意を燃やしていることは、ブリンクラインの経営とは基本的に無関係のジーンでも知っている。

　彼がわざわざベルヒテスガーデンの別べつ荘そうに見み舞まいに訪おとずれたのだと聞いて、ジーンはうろんげに首をひねる。

「ドクトアが出かけてすぐに…、ゲオルグが来たんです……。彼は……」

　マクシミリアンは一度目を閉じて、勇気を奮い立たせた。

「……僕は…、父の、本当の子ではないと……。どころか……っ」

　それ以上言葉にならないようだった。マクシミリアンは唇くちびるをわななかせて顔を歪ゆがめる。

　彼の呼吸が乱れてみるみる青ざめていくのを見て取り、ジーンは頭かぶりを振ふった。

「マックス、話は明日にしましょう。とにかく今夜は安静に……」

　ふと、ジーンは震しん動どうを感じた。鈍にぶく重い音が響ひびく。

「なんだ……？」

　瞬きをして、ジーンはマクシミリアンに言った。

「様子を見てきます。あなたはここで安静にしているんですよ？　いいですね、マックス」

　返事を待たずに出ていくジーンの背に、マクシミリアンは手をのばしかけ、やめた。

　重い息を吐はく。

　やってきたゲオルグはマクシミリアンを見るなり目を剝むき、言ったのだ。

　ばかな、生きているはずがない、と。

　言葉を失うマクシミリアンの顔を見て、ゲオルグは己おのれの失言に気づき、開き直ったようにまくしたてたのだ。

　──またクライスの力を借りてお前を生き返らせたというわけか、マクシミリアン

　オットーは決して口を割らないだろうが、俺は知っている。マクシミリアン、お前はオットーの実の子どころか、人間ですらない。お前の主治医ドクトア・ジーンの専門を知っているか？　遺伝子工学だ。お前のために何故なぜそれが必要だったのか、考えてみるがいい。自分が本当は何者なのか、お前には知る権利があるぞ。そして、お前にブリンクラインを継つぐ資格がないことも、思い知れ…！

　そしてゲオルグは、ブリーフケースから書類の束を出し、マクシミリアンの前でぶちまけながら、青ざめた顔で笑った。彼は唇をわななかせて言葉にならない声でうめき、マクシミリアンを凄すさまじい眼光で睨にらむと、踵きびすを返して去って行った。

　ゲオルグの異様さに吞のまれていたマクシミリアンは、撒まき散らされた書類を拾い上げ、ずらりと並んだ文字を追った。

　それは、何十枚にもわたる調査報告書だった。

　クライスについて。オットー・カーンが雇やとう前のドクトア・ジーンについて。マクシミリアンが生まれてから二十年間の病状、隠かくされていた生活の詳しよう細さい。よくぞここまでと、マクシミリアンが感かん嘆たんするほど緻ち密みつで、ゲオルグが専門的な機関を使って徹底的に調べたのが窺うかがえる。

　同時に、そこまでするゲオルグの執しゆう念ねんが恐おそろしかった。

　両親についてのページを見たマクシミリアンは息を吞んだ。

　驚くべき事実が記されていた。彼の両親には生せい殖しよく能力がなかった。オットーだけでなく、妻にもなかったのだと、つづられていた。

　書類の中に、生まれてすぐのマクシミリアンの写真が挟はさまっていた。

　カーン夫人は十五年間不ふ妊にんに悩なやみ、二十年前にようやく懐かい妊にんした。妊にん娠しん八ヶ月で産気づき、未熟児として生まれた彼は、空気の良いスイスの療りよう養よう所じよで、世間から隠されるように母子ともに生活した。それはマクシミリアンも知っている事実だ。しかし、書類の記き載さいは違ちがう。

　二十年前、懐妊したとしてスイスの療養所に移った夫人の体型はまったく変化しなかった。証しよう拠ことされる写真も何枚か載のっていたが、遠方から隠し撮どりをしたもののようで、画質が荒あらく人物を特定できるものではない。数ヶ月後に赤ん坊ぼうを抱だいている姿の写真もあったが、果たしてそれが自分と母なのか、マクシミリアンには判断がつかなかった。

　けれども、一枚の写真が彼に恐ろしい疑念を抱かせた。

　父オットーとともに写っている人物。荒い画質でわかりにくいが、そこにいる男の容よう貌ぼうは、いまの自分によく似ている。

　マクシミリアンは、両親のどちらにも自分が似ていないという自覚があった。不思議に思って尋たずねた彼に、お前の面おも立だちはお母さんの血筋が強く出ているよと、父のオットーは答えたのだった。それ以来、深く考えることをやめた。彼は父を愛していた。両親は彼をとても大事にしてくれる。隠されているかもしれない不確かなことよりも、両親が自分を愛し、自分が両親を同じくらい愛していることの方が大切だったのだ。

　しかし、彼は見てしまった。

　主治医であるドクトア・ジーンと、自分によく似た男が話している写真を。写真の日付は、オストゼーラインズのパーティー会場が襲しゆう撃げきされたあの日だった。

　ゲオルグが何のためにあの調査報告書を持ってきたのか、理由はわからない。だが、マクシミリアンに衝しよう撃げきを与あたえることは確実に目的のひとつだったろう。そしてそれは達成された。

　この研究施設の話は、前からジーンに聞いていた。子どもの頃ころ、自分の主治医になる前にどこにいたのかと、好こう奇き心しんに任せて話をねだった。彼は誤ご魔ま化かすようなことはせずに、きちんと答えてくれた。子どもが噓うそや誤魔化しを一番嫌きらうことを、ジーンは理解していたのだ。

　ルーマニアに行くと告げたマクシミリアンに、執しつ事じが言った。ドクトアもルーマニアの研究施設「箱舟アルシエ」に戻もどられています、と。ドクトアのところに行くと言うマクシミリアンに、彼の身を案じた執事は猛もう反はん対たいしたが、押し切って出てきた。

　カーン家の自家用ジェット機専任の整備員によると、ジーンはドイツとルーマニアを何度か往復し、そのたびに別の男女を連れていたという。一度目は怪け我がを負った壮そう年ねんの男と十代半ばの少女、二度目は十代半ばの少年と幼女。

　マクシミリアンは、最初の二人組はきっとベルンシュタイン公とその娘むすめだと理由もわからずに確信した。

　ありったけの痛み止めを服用してルーマニアに向かったマクシミリアンだったが、無理がたたった。パイロットが気を利きかせてジーンに連れん絡らくしたらしく、シビウ空港には迎むかえの車が用意されていた。ジーンが所属する研究機関「クライス」の研究員だという若い男は、マクシミリアンを丁てい重ちように案内した。

　言われるままに乗車し、何時間も揺ゆられてようやく到とう着ちやくしたアルシェは、伝説の箱舟を髣ほう髴ふつとさせる建物だった。

　それは、神話にも等しいほど遠い昔の伝説だ。男は、堕だ落らくした地上を浄じよう化かするための洪こう水ずいが起こることを天の父から知らされて、世界中の動物たちをひとつがいずつと、家族を乗せる巨きよ大だいな箱舟を作った。箱舟に乗れなかった生き物は大洪水でことごとく死に絶えた。

　箱舟は、選ばれた命を乗せるためのものだった。

　ではこのアルシェは、どんな命を乗せているのか。

　マクシミリアンは、唐とう突とつに戦せん慄りつし、その場にくずおれた。

　気がついたときにはこのラボで、ジーンが傍かたわらにいた。

　処置台の周りには、様々な機器が並んでいた。ガラス戸のスチールキャビネットにはたくさんのビーカーや試験管などが並んでいる。奥にも部屋があるのだろう。無機質なスチールラックに埋うもれるように銀色のドアがある。

　なんとか身を起こして処置台を降りたマクシミリアンは、ジーンが戻る気配がないことを確かめながら、奥のドアをそっと開けた。鍵かぎはかかっていなかった。

　真っ暗な部屋はひんやりとしていて、モーター音が響いている。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、たくさんの人間がこのドアを行き来していた気がする。

　何があるのだろう。医い療りよう器材か何かだろうか。

　手て探さぐりで見つけたスイッチを入れると明かりがついた。キャビネットやスチールラックが整然と並んでいる。ラックには黒い箱やファイルなどが収められていて、別段変わったものは見当たらない。

　容態が急変した患かん者じやに必要な医療器材らしきものもなく、なぜあれほどひとが出入りしたのか妙みように気になった。

　奥に入っていくと、ホワイトボードに何枚も写真が貼はられていた。

　マクシミリアンは自分の目を疑った。すべて自分の写真だったのだ。

「なぜ…」

　ボードに駆かけ寄ったマクシミリアンは、ふと違い和わ感かんを覚えて、何枚かを剝はがして並べ、じっと見つめた。確かに自分だとわかるものもあるが、自分ではないものも交じっている。

　写っているのは全部自分の顔なのに、これは自分ではないと本能が訴うつたえる。

　明るく笑う顔、しかめ面つら、寝ね顔がお。表情があるのはマクシミリアン自身。一方、同じ年とし頃ごろの同じ顔なのに無表情で目を閉じている何枚もの写真。これはマクシミリアンではない。

　マクシミリアンの脳のう裏りに、ジーンと写っていた男がよぎった。

　心臓がどくどくと音を立てている。目を閉じている顔。まるでつくりもののような。

「───何をしている？」







　床ゆかに転がっていた東條要は、痛む腹を押さえながら、全力で身を起こした。

「……あい…つ…なん…なんだ……」

　脂あぶら汗あせがしたたり落ちた。ひどく寒い。

　ドアをそうっと見る。

　要がエクシールと見み間ま違ちがえた男は、穏おだやかに笑ったかと思うと、こう言った。

　──きみは、クリスティアナを愛してる？

　ぽかんとした要は、無む性しように嫌いやな予感がして、ずりずりと後ずさった。要の胸に下がっていた牙きばが揺れて、男の視線がそこに据すえられた。

　男は優ゆう雅がな足取りで要に近づくと、片かた膝ひざを折った。

　──そうか、きみもクリスティアナを愛しているんだ

　男が言っているのが誰だれのことなのかわからなくて、要は困こん惑わくして目を泳がせる。

　──あのヴァンピーアも、きみのような人間も、みんなクリスを愛してしまう

　ヴァンピーアという単語に要の肩かたが跳はねた。ばっと男を見ると、黒味の強い紫むらさきの双そう眸ぼうとかちあった。エクシールによく似た、本当によく似た面立ち。

　けれども、本質が違うと、要は本能で感じ取った。

　エクシールは司堂咲夜を愛していて、どういうわけか要にも何かこう、好意めいたものを寄せてくれているのを、錯さつ覚かくでなければときたま稀まれに感じている気がしないでもない。

　だが、エクシールに似すぎているこの男は、表情は柔やわらかくても、心の中では全然笑っていないのだ。

　こわいと、思った。

　最初にエクシールに遭そう遇ぐうしたときも、生まれて初めての恐きよう怖ふを感じた。

　けれども、あのときよりいまのほうがきっと恐怖度は高い。

　背筋を悪お寒かんが駆け下りた。全身がぞわっと総毛立つ。腹の底からじわじわと冷たいものがせりあがってきて、髪かみの毛まで逆立ちそうだ。

　無言の要を微笑ほほえみながら見つめていた男は、ふいに視線を落とした。要がずっと押さえている場所に気づいた様子で、手をのばしてきた。

　逃のがれようとした要の手を捉とらえ、もう一方の手で痛む箇か所しよを押した男は、慈じ悲ひすら感じさせるほど優やさしい声で言った。

　──クリスティアナのために、楽にしてあげるよ

　痛みを握にぎり潰つぶすように指が食い込んで、要は声も出せずにのけぞると、そのまま倒たおれて動けなくなった。

　灼しやく熱ねつの波が腹にたまって、それが全身を駆けめぐる。

　指の感かん触しよくはすぐに消えたが、息が詰つまって意識が飛びそうな痛みが暴れて、何も考えられなくなった。

　首にさげていた牙を摑つかまれて、鎖くさりが引きちぎられたのを覚えている。

　気づいたら男はいなくなっていた。

　ずっと痛くて痛くて動けなかった。どれくらい時間が経たったのか、まったくわからない。

「……あいつ…絶対…やばい……」

　ジルとカールと司堂を早く見つけて、ここから出なきゃだめだ。

　立ち上がったとき、床が揺れた。

　轟ごう音おんとともに震しん動どうして、要はふらついて膝ひざをついてしまった。

　膝から伝った衝撃が胴どうを貫つらぬいて、突つき刺ささるように痛んだ腹を抱かかえるように体を折る。

　急に身体からだの奥が熱くなり、重い塊かたまりのようなものがせりあがってきた。

　息ができなくなって、必死に吸い込もうとする。熱が激痛を呼んで胸の中が詰まり、喉のどに絡からまってひどくむせた。

　腹と口をそれぞれ押さえ、げほげほと咳せき込んだ要は、せりあがってきたものを鈍にぶく重い咳せきとともに吐はき出した。

　ばたばたとしたたる水音と、手のひらのなまあたたかくぬるぬるとした感触に、要は呆ほうけながらひとつ瞬まばたきをした。

　痛みを忘れて、そろそろと口から手を離す。

　赤黒いもので汚よごれた手から、落ちた滴しずくが床に点を描えがいた。

「……あ…れ…？」

　きょとんとして、手の甲こうで口元を拭ぬぐってみる。赤黒いものがべっとりとついた。

　息が楽になっていた。腹の痛みも感じなくなっていた。ただ、なんだかとても、怖こわかった。

　動けることを確かめる。手も足も、ちゃんと思いどおりに動く。どこも痛くない。

　ごくりと喉を鳴らして、ベッドのシーツで汚れた手と口をぐいぐい拭い、要は盛んに瞬きをした。

「……ええと、ジルと…」

　床の血けつ痕こんを見ないようにしてドアに移動し、なんとかして開かないかなと、ノブを回す。

　すると、どういうわけか、開いた。

「……カールさんと…司堂と……」

　ここから出て、帰らなきゃ。

　ドアを開ける。廊ろう下かには誰もいない。

　床にうっすらと白い煙けむりが漂ただよっていることに気づかずに、要はふらふらと歩き出した。




　　◇　◇　◇




　暗くら闇やみの中で、懐なつかしい声を聴きいた。




　──遠い日々の夢を、いつまで見ているつもりだ




　振ふり返ると、懐かしい姿があった。




　──あの子が危あやうい目に遭あっている。あの子が恐怖におののいている




　白く立派な髭ひげを蓄たくわえた、古い衣い装しように身を包んだ老人は、ついと彼方かなたを指さした。




　──さぁ、目を覚ませ。クラーンを守るのは、長おさたるお前の役目だろう、カール……







　氷のように冷たくなっていた指先がぴくりと動き、閉じられた瞼まぶたが震ふるえる。

「………………」

　掠かすれた呟つぶやきは声にならない。

　久々に出てきてそれですか。厳しいなぁ、ベリルのご老体。

　けれども、レオナールの言うとおりなのだ。

　モンスター・クラーンの長カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインは、悲鳴を上げている全身を叱しつ咤たしながら、のろのろと起き上がった。




　　◇　◇　◇







　　　　５







　ねぇ、もう終わりにしよう。

　約束は、守れなくなってしまうけど。







　心臓が跳ね上がった。

　マクシミリアンは、畏い縮しゆくして強こわ張ばる体を叱咤して必死で振り返る。

　ジーンとともに写っていたあの男が、そこに立っていた。

「許しもなく勝手に入るとは…できの悪いまフがアいルもシのユだね」

　男は微笑むと、マクシミリアンに手をのばす。

「アルシェの伝説を知っているかい？　乗れるのは、選ばれたものだけだ」

　片手がマクシミリアンの首にかかり、指に力が入る。

「乗ってはいけないものを入れるとは、ジーンも余計なことをする」

「……っ…ぐ……ぁ……っ」

　気道をふさがれたマクシミリアンは、そのまま壁かべに押し上げられた。つま先立ちになっても床ゆかに届かなくなる。全体重が首にかかって、目の前が真っ赤に染まった。

　夢中で足をばたつかせるマクシミリアンの耳に、驚きよう愕がくの叫さけびが突き刺さった。

「マックス!?」

　男の力がふっとゆるむ。マクシミリアンは解放され、倒れ込みながらひどく咳き込んだ。

　駆かけ寄ってきたジーンが片膝をつきながら声を荒あららげる。

「マックス、しっかり！　ゆっくり息をしなさい、焦あせってはだめだ！　アダム、なぜ…！」

「ジーン」

　いやに穏おだやかな声こわ音ねに違い和わ感かんを覚えたジーンが顔をあげる。捉えた銀色の鈍い光の先に、アダムの笑えみがあった。

「さよなら。もうきみたちはいらないよ」

　ひゅっと風を切る微かすかな音がして、ちりっとした痛みが首筋を走った。

　左手を首に当てたのは、無意識だ。

　手のひらにあたたかいものがあふれる感覚があって、身体の力が抜ぬけていく。

　からんと音がして、ジーンの足もとに棒のようなものが落ちた。

　メスだと認にん識しきしたときには、左半分の白衣の襟えりが真っ赤に染まっている。

「……ドク……」

　息も絶え絶えになりながら、マクシミリアンが起き上がる。鼻先に漂うきな臭くささに、マクシミリアンは息を吞のんだ。

　火だ。ドアの向こうから、白はく煙えんが流れ込んでくる。

　ジーンが両膝をつく。

「ドクトア……」

　啞あ然ぜんとしていたマクシミリアンは、助けを呼ばなければとようやく思い当たった。しかし、立ち上がろうとした彼を、アダムが踏ふみ倒たおした。

　肋ろつ骨こつの折れる音がした。銃じゆう撃げきを受けた場所を踏みにじられて、マクシミリアンはうめいたきり動けなくなる。

　傷口を押さえたジーンは、なんとか立ち上がるとマクシミリアンをかばう。

「アダム…なぜ…、マックスは……クライスが……っ」

「こいつは、クリスティアナに触ふれた。できそこないのファルシュの分際で」

　ジーンを無造作に押しのけたアダムは、激痛で悶もん絶ぜつしているマクシミリアンの髪かみをつかむと、顔を寄せて穏やかに笑った。

「お前たちはクリスティアナの心に入り込もうとした。ずっと彼女を待っていた私を差し置いて。それでも……」

　床にマクシミリアンを叩たたきつけ、アダムは微笑ほほえみながらジーンを振り返る。

「私は優やさしいから、ここでその罪を償つぐなわせてあげるよ。いらないものは全部アルシェに乗せてやろう。私の愛するクリスティアナのために」

　微笑みながら両手を広げ、立ち尽つくすジーンの肩かたを押す。ジーンの膝が折れて、まるでアダムにひざまずくように押さえつけられる。

「ジーン。きみはあのとき、最後まで抵てい抗こうしたね。あの館やかたにいたのは自分たちだけだと言い張って、本当のことを隠かくしていた」

「……なに…を…？」

　淡たん々たんとしたアダムの言葉に、失血で朦もう朧ろうとしはじめたジーンは胡う乱ろんげに唸うなる。

　ジーンの両りよう肩かたにアダムの指が食い込んでいく。

「きみもマリアも、隠していた。私のクリスティアナを。ばかだね、ジーン。きみたちがクリスティアナを作っていたことを正直に話してくれていたら、もっと早くにきみたちは自由になれたのに」

　首の傷を押さえている左のかいなに指を滑すべらせて、アダムは慈いつくしむような目をした。

「可哀かわい想そうなジーン。可哀想なマリア。可哀想なメトシェラ。みんななんて可哀想なんだろう。クリスティアナを愛しているから、私はそんなきみたちがとても愛いとおしくてならないよ」

　だから、と、アダムの笑みが深くなった。

「きみたちはみんなここで、アルシェに乗せてあげよう。大だい洪こう水ずいの代わりに、炎ほのおの海がアルシェを包む。クリスティアナは私がちゃんとこの腕うでの中にしまっていくよ」

　クリスティアナを愛する者は、クリスティアナを悲しませる者は、みんなこのアルシェに乗せて、炎の海へ送り出してあげる。

　そしてアダムの腕の中で、クリスティアナは永遠に生きるのだ。

　微笑むアダムにかいなを握にぎり潰つぶされて、ジーンは声もなくくずおれる。メスで裂さかれた首は、ずっと圧あつ迫ぱくしていたので止血されつつあったが、出血はおびただしい。

　ふたりを捨て置き身を翻ひるがえしたアダムの背に、ジーンはうめいた。

「……な…ぜ……クラ…イス…は……」

　不老不死を研究して、そのためにジーンの技術や知識を必要としていたのではなかったか。

　ドアの前で足を止め、アダムは肩かた越ごしに振ふり返る。その足元に白い煙けむりが漂ただよっているのを、霞かすむ視界の中でジーンは認めた。

「昔々にメトシェラがクライスを作ったのは、クリスティアナを自分のものにするためだ。たくさんのクラインも、たくさんのファルシュも、完全なクリスティアナをつくるための実験にすぎない」

　ラックに並ぶ大量のファイルをぐるりと見回して、アダムは目を細めた。

「これらがほかの誰だれかの手に渡わたったら危険だ。だってそうだろう？　誰かがクリスティアナのファルシュを作ってしまったら、私だけのクリスではなくなってしまう」

　暗くら闇やみの中に沈しずんでいく意識の中で、ジーンは呟いた。

「……クリ…ス…だれ…の……」

　ふと、エリアンヌ・クリスティーネと、フェアシュテックの一室にいるマリア・クリスティナの相そう貌ぼうが浮うかんだ。

　どくんと、胸の奥が重く跳はねる。

　なぜふたりの顔が急に脳のう裏りをよぎったのか、ジーンにはわからなかった。

「ドクトア・ジーン。そのファルシュはひどい勘かん違ちがいをしてしまったんだよ。クリスティアナが自分の運命だと」

　憐あわれみに満ちたアダムの言葉に、ジーンの鼓こ動どうが跳ねる。

「ファルシュだから無理はない。クリスティアナは、私の運命だ」

　ジーンの瞼まぶたが震ふるえる。

　運命。

　瞬しゆん間かん、胸の中で、心の最さい奥おうで、何かが弾はじけた。

　──マリアが僕の運命だ

「…………」

　アダムが立ち去る。白い煙がどんどん充じゆう満まんして、新たな震しん動どうが地下から伝わってくる。

　マクシミリアンは、ジーンに這はい寄った。

「……ドクトア……ジーン……」

　懸けん命めいに揺ゆさぶるマクシミリアンに、ジーンの唇くちびるが僅わずかに動き、右手の人差し指があがって、出口を示す。

　マクシミリアンは首を振った。ジーンの唇が、逃にげろと告げているのがわかる。

「ジーン…、あなたも…っ…」

　この出血では、たとえ逃げてももう助からない。素人しろうとのマクシミリアンにもそうとわかるほど、ジーンの顔にはもう血の気がなかった。

「ドクトア…！」

　悲痛な声でうめいたとき、人ひと影かげが飛び込んできた。

　マクシミリアンははっと目をやった。

　ドアのところに、長大な太刀たちを手にした男が立っている。ひと目でオリエンタールとわかる風ふう貌ぼうは、見たことのないものだった。

　男はマクシミリアンとジーンを見て、はっと目を瞠みはった。

「……恭介？」

　呟つぶやいて、素す早ばやく駆け寄ると、片かた膝ひざをつく。

　血の臭においに顔をしかめる男に、マクシミリアンは訴うつたえた。

「頼たのむ、ドクトアを連れて…」

　ジーンの手が、マクシミリアンの肩を弱々しく摑つかんだ。かすかに首を振り、ジーンはオリエンタールを見上げる。

　半分閉じかけた瞼の奥に、彼を頼むと訴える眼まな差ざしを認めて、オリエンタールは唇を引き結んだ。

　マクシミリアンに肩を貸し、男は立ち上がる。

「待ってくれ…！　ジーンを、彼も…っ」

　抗あらがうマクシミリアンに舌打ちすると、オリエンタールは左ひだり肩かたに彼を担かついで身を翻す。

「ドクトア…！」

　叫さけぶ声が遠ざかっていく。ジーンはほっとしたように息を吐はき出すと、最後の力を振り絞しぼって緩かん慢まんに身を起こした。







　廊ろう下かに充満している空気がどんどん熱くなっている。白い煙も濃こくなって、足元を川のように流れていた。

　壁かべ伝づたいにうろうろしていた要は、煙があがってくる階段の前で瞬まばたきをした。

　火災のときは、上に逃げたらだめなのだ。逃げ道があるうちに、できるだけ体勢を低くして、下に降りていく。

　体は、なんだか調子が良いような気がしていた。どこも痛くないし、何も感じない。

　さっき血を吐いたので、それと一いつ緒しよに悪いものが全部外に出たんだと、無理やり自分を納なつ得とくさせる。もしかしたらそうではなくてと、頭のすみで気づいていたが、要はあえてそれを無視することに決めたのだ。

　煙は上がってくるが、まだ火の手は見えない。ふらつきながら階段を下りると、最初に入ってきたグランドフロアに出た。

　中央玄げん関かんが遠くに見える。あっちに行けば出られるのだ。

　反対側の端はしに、めらめらと炎が揺れている。どうしてここまで広がってこないのかと訝いぶかった要は、火の波の手前に空くう洞どうがあるのに気づいた。

　穴が開いているのだ。煙が噴ふき出している。穴の底から爆ばく音おんが生じた。床ゆかが大きく揺れる。

　転びそうになった要は壁に摑まって、視線を彷徨さまよわせる。

　みんなはどこにいるのだろう。治ち療りようを受けたはずのカールは。そして司堂咲夜は。

　せめてジルだけでも一緒に。

「ジル…！」

　ふいに、要の視界のすみに、黒い塊かたまりがかすめた。

　惹ひかれるように視線を向けると、大きな動物が地下につづく階段に消えていく。

　瞠どう目もくした要は、息を詰つめたままふらふらと階段を下りていった。

　明かりのない階段は長く、煙が充満して息苦しい。時々咳せき込む呼気に、少しだけ湿しめったものが交じる。手のひらで口を押さえる要は、皮ひ膚ふが濡ぬれたような気がするたびに、腰こしの辺りでごしごしとこすった。

　地下通路に出ると、あちこちで火が燃え盛っていた。なんとか通れる程度の隙すき間まを見つけて、突つき動かされるように奥へと足を進める。

　ひとつの扉とびらが開いていた。

　するりと、黒いものがそこに入っていく。

　壁を伝いながらふらふらとあとを追った要は、炎の噴き出す奥の部屋をじっと見つめている小こ柄がらな少女を見み出いだした。

「ジル！」

　安あん堵どと驚おどろきがない交ぜになって、泣きそうになりながら彼女に駆かけ寄ろうとした要は、なぜか嫌いやな予感がして足を止めた。

　なんだかとても嫌な臭いがした。そう、───いきものを、焼いているような。

　背を向けているジルの向こう。崩くずれた壁の奥にもうひとつ、大きな空間が見える。

　そこには、円えん筒とう状の水すい槽そうのようなものがたくさん並んでいた。それらは全部割れていて、黒くろ焦こげになったコードが機械につながっている。割れた水槽の中には大きな塊があった。まるでそれらをかくすように、炎ほのおが燃え盛っている。機械が音を立てて爆ばく発はつする。爆ばく風ふうが頰ほおを打つ。熱で膨ぼう張ちようしたガラスが音を立てて割れていく。飛び散った欠片かけらが炎を弾はじく。爆発で千切れたコードが狂くるったように躍おどる。ラックに並んでいるファイルが炎に舐なめられてぱっと燃え上がり、灰が煽あおられてひらひらと舞まう。

　目を凝こらした要は、水槽の中にある塊が、うずくまるひとに似ていると思い当たり、我知らず震え出した。

　少女はじっと炎を見ている。彼女の両手が傷だらけで血まみれであることに気づいて、要は掠かすれ声で呼びかけた。

「……ジ…ル…」

　少女はやおら振り返ると、要を見上げて口を開いた。

「……わたし、ここで、つくられたの」

　ジルの左ひだり頰ほほが、無残に引き裂かれている。流れた血は既すでに固まり、皮膚にこびりついていた。

「え………」

　要は己おのれの耳を疑った。

　彼女はいま、つくられた、と言った。生まれた、ではなくて。

　感情のまったくない硝子ガラスのような青い瞳ひとみが、要をまっすぐ見ている。

　火勢が強くなる。壁にひびが入って、奥の空間で天てん井じようが崩れはじめる。こちらもじきに崩ほう落らくするだろう。がらがらと音を立てながら落ちてきた天井が、たくさんの機械や水槽を押し潰つぶしていく。

「ここは、クライスのアルシェ。命をつくるための場所。不老不死のために、たくさんの研究を重ねて、あるときひとりの女性を呼び出した」

　淡たん々たんと、恐おそろしいほど静かにジルは言葉を紡つむぐ。

　神話の時代の存在だったはずの彼女を呼び出したのは、その肉体をサンプルにするためだ。

　ジルがステンノのことを語っているのだと、要でもわかった。

「クライスは、彼女の体を元にして、彼女自身を作ろうとした」

　何体も、何十体も、その数はやがて百を超こえた。

「完成したように見えても、とても壊こわれやすい。数時間で壊れるものもあれば、数日で壊れるものもいる。ひと月、ふた月持てばいいほう。半年や一年持った記録はない」

　一いつ旦たん言葉を切って、彼女はそこで初めて唇を震わせた。

「……１１９体目のクラインを、除いては」

　ジルは炎を顧かえりみた。

「ここには、たくさんのクラインと、そのもとになるものがあった。残しておいたら、また誰だれかに悪用されるかもしれない。だから壊すの」

　ジルの青い双そう眸ぼうが、初めて揺ゆれた。

「ほかの誰かじゃなくて、わたしがやるの」

　炎を見つめるジルの目から涙なみだがこぼれる。

「だって、わたしが最後のクラインだもの」

　涙なみだ声ごえだった。

　全部をなくしてしまえば、恐ろしくておぞましい研究はなくなる。あんなに痛くて苦しくて悲しい思いをするクラインはいなくなる。

「ここで全部終わりにするの。クラインがいなくなれば、もうつづけることはできないもの」

「……ジルは？」

　要が呟いた瞬しゆん間かん、ジルの肩かたが跳はねた。要はゆっくりと首を振ふる。

「ジルは？　ジルは、どうするんだ？　なぁ……なんで、そっちに行くんだよ」

　じりじりと、炎に向かって足を引きながら、ジルは要を見つめた。

「言ったでしょう？　クラインがいなくなれば、もうつづけることはできない」

　ひとり残らずいなくなれば。

「ここにはクラインだけじゃない、ほかにもたくさんのつくられた体があって、それも全部壊したわ。わたしにできることはそれだけだけど、クライスを潰すのはきっと、クラーンがやってくれるよね」

　炎がジルに迫せまる。がらがらと崩れてくる天井が、彼女の真後ろに落ちた。

　壊せるものは全部壊した。砕くだけたガラスや金属片へんで、気づけば両手は傷だらけ。

　まだ心を持つ前の成長しきっていないクラインたちや、クラインと呼べないほど未発達な細さい胞ぼうや、つくられたいきものは、培ばい養よう槽そうに左頰の血を一いつ滴てきたらせばそれで済んだ。

　炎に包まれた機械がショートして火花があがる。計器のカバーが砕けて飛散する。

　衝しよう撃げきにあおられてよろめいたジルに、要は手をのばそうとした。それをジルは驚くほど強い声で押しとどめる。

「来ちゃだめ！　……危ないよ、要。早く……」

　行けと、指し示すジルに要は叫んだ。

「お前を置いて行けるかよ！」

　要のすぐ後ろに崩れた天井が落ちる。壁が割れて、中の配線やコンクリートの欠片がはじけ飛んできた。

　咄とつ嗟さにかざした手の先にいる少女に、要は怒ど号ごうした。

「ふざけるなよ！　約束したじゃないか！」

　ジルが、はっと目を瞠みはった。

　──要のうちの子に、してくれないかな？

「ジル、うちの子になるんだろう…!?」

　針千本。そんなに飲んだら死んじゃう。

　だから指切りの約束は絶対に守るんだよ───。

「うちに帰ろう、ジル、ほら…！」

　手をのばして笑おうとする要に、本当に嬉うれしそうな目をしてジルは微笑ほほえんだ。

「……うん」

　炎に撫なでられる頰に、涙が落ちる。

「要のうちの子に……なりたかった…な……」

　近くで機器がショートする音がして、頭上が崩れる気配がした。

　はっと上を仰あおいだ要は、無我夢中で床を蹴ける。

　重い音を立てて、コンクリートの塊が落下した。

　崩落した天井が炎を吹ふき飛ばし、もうもうと土つち埃ぼこりをあげる。

　転がったジルは恐る恐る目を開けた。無事だ。天井が落ちる前に、突き飛ばされたのだ。

　肘ひじを支えに起き上がると、目の前に要が倒たおれていた。瓦が礫れきが周りに落ちていて、要の背にも石の塊が幾いくつかのっている。

「かなめ…？」

　要の手がぴくりと動き、ひゅっと音を立てて咳せきをしたかと思うと、にぶい音とともに大量の血を吐はき出した。

　ジルは悲鳴を上げた。

「要、要！　いやだ要！」

　取りすがって泣きじゃくるジルに、要は大だい丈じよう夫ぶだと言ってやりたかった。なのに、どうしても声が出ない。喉のどの奥が焼けるように熱い。それに、エクシールに似たあの男に摑つかまれたところが奇き妙みように重い。なのに、痛みはまったく感じないのだ。

　俺、死ぬかも。はじめてそう思った。

　そして、気づいた。本当に死にそうなときって、あんまり実感ないんだな。

　ひゅうひゅうと音を立てる喉がうるさいなと思った。

　ジルがどうしようもないほど泣いている。可哀かわい想そうなくらい。

「……ル…ジ…ル………」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしたジルが、要の言葉を聞きのがすまいと顔を寄せて耳をすます。

「……なつ…は…まつ……りが…あっ……て…」

　ジルは瞬まばたきをした。

「……おんなの…こは……みんな……かわい……ゆかた…きて……」

　朦もう朧ろうとしながら、要が優やさしく笑う。

「……きっと………にあう…………じまんの…いも……と…だ……」

　ひび割れる音がして、天井から瓦礫が降ってくる。

　気づいたジルは、夢中で覆おおいかぶさるように要を抱かかえ込んだ。

　覚かく悟ごしていた衝撃は、しかし訪おとずれなかった。代わりに、落ちてきた瓦礫の塊かたまりが横に吹っ飛んでいく。

　呆ぼう然ぜんと顔をあげたジルは、あっと叫さけんだ。

「やれやれ。ナハバールのくせに、随ずい分ぶん無む謀ぼうな真似まねをするね、東條要くん」

「……………」

　重い瞼まぶたをかろうじてあげた要は、エクシール、と唇くちびるを動かした。

　いつもいつも、最悪のタイミングで、けれども最善のタイミングで、この男は現れる。

　良かった。これでジルは助かる。ジルだけでも助かるなら、悔くいはありすぎるくらいあるけど、ひとつだけは満足できる。

　片かた膝ひざをついたエクシールは、血を吐いて白い顔をしている要の様子を窺うかがい、眉まゆを曇くもらせた。

「ファルシュめ……厄やつ介かいな真似を…」

　エクシールは要を抱えると、ジルの手を取った。

「さあ、おいで。きみはここにいるべきじゃない」

　首を振る彼女にエクシールは微笑む。

「きみはほかのクラインたちのことを助けた。そんなきみのことを、私はステンノに頼たのまれているんだよ」

　要がぐっとうめいて新たに血を吐く。青ざめるジルの前で、舌打ちしたエクシールは口を開いた。

「ジル。これから何が起こっても、邪じや魔まをするんじゃないよ？」

　そうして彼は、要の首を一いち瞥べつすると、くわっと牙きばを剝むいた。







　あちこちで爆ばく発はつが生じる中で、カールは咲夜を捜さがしていた。

　階下から炎ほのおが上がってくる。

「何が起こっているんだ？」

　ひとの気配はない。幾つかの部屋は鍵かぎがかかっていた。

「咲夜は……」

　不意にカールは足を止めた。

　ひとつのドアを凝ぎよう視しする。鍵はかかっていなかった。

　中央に雑然としたデスクがある。壁かべに並んだスチールラックやキャビネットにたくさんの本やファイルが収められて、コート掛かけに白衣がかけられている。

　カールはデスクに目を留めた。見覚えのあるショルダーバッグ。

　中を開くと、Ｓ＆ＷＭ36チーフス・スペシャルが入っていた。サイドプレートを確かめるまでもない。これは咲夜のものだ。

　そして、それ以外にも、ここには懐なつかしい気配が漂ただよっていた。

「……恭介…」

　間ま違ちがいない。ここには司堂恭介の気配が残っている。

　床ゆかが大きく揺れた。流れてくる空気が高温になりつつある。

　部屋を出たカールは、火の海になりかけた廊ろう下かを、出来る限りの速さで疾しつ走そうする。

　それにしても妙みようだった。火災の原因もだが、火の回りが早すぎる。まるで誰だれかが意図して火勢を強めているかのようだ。

　熱と炎に耐たえ切れなくなった廊下が崩くずれてところどころ抜ぬけて落ちる。開いた穴から炎が噴ふき出してきた。天てん井じようを舐なめた炎は瞬く間に広がって、廊下は炎のトンネルと化す。

　炎に舐められながらトンネルをなんとか脱だつし、階段を降りようとしたカールは、踊おどり場にたたずむ影かげを認め、目を剝いた。

「エクシール！」

　ゆっくりとカールを見やった男は、にいと嗤わらった。

　瞬しゆん間かん、カールの脳のう裏りに警けい鐘しようが鳴り響ひびく。違ちがう。

　男が突とつ進しんしてくる。避さけようとしたが、銃じゆう傷しようが彼の動きを鈍にぶらせた。

　バッグを奪うばった男は、カールを炎の中に叩たたき込む。床を滑すべって転がったカールは、くずれた穴から噴きあがる炎に吞のまれた。

　取り戻もどしたバッグを確かめて、男は満足そうに笑った。




　　◆　◆　◆




　フェアシュテックに戻ってきたアダムは、施せ錠じようした扉とびらをノックした。

「クリスティアナ？」

　返事はないが、構わずに開ける。

　黒いドレスをまとった咲夜が、剝き出しの敵意を隠かくしもせずにたたずんでいた。

　アダムは満足そうに頷うなずいた。

「よく似合う。さあ、こっちへ」

　促うながされて、渋しぶ々しぶとメトシェラの部屋に移動する。

　ベッドに起き上がったメトシェラは、とろりとした眼まなこを不気味に輝かがやかせた。

「ああ……美しい……私のクリス…！」

　枯かれ木のような両りよう腕うでを広げるメトシェラは、ここにおいでと言いたげだ。

　咲夜の顔が強こわ張ばった。メトシェラのベッドサイドに置かれたテーブルに、白しら鞘さやの脇わき差ざしと牙のペンダントが置いてある。

　見せつけているようだ。実際そうなのだろう。抗あらがうなという警告なのだ。

　歯は嚙がみする咲夜の頭に、黒いレースがふわりとかぶせられた。

「いいぞ、アダム…。クリスの美しさは、隠しておかねば……」

　でなければ、誰もが彼女に心を奪われる。

　咲夜は両手をぎゅっと握にぎり締しめて、テーブルの近くに移動した。背にアダムの視線を感じる。下手へたな動きはできない。

　チャンスを待つのだ。

　すぐ近くにやってきた咲夜の手を取ったメトシェラは、それに頰ほおを寄せた。

「……ようやく…」

　怖おぞ気けを堪こらえながら、ベールの下で脇差を一瞥する。これは意思を持っていて、咲夜には抜かせてくれない。ここに愛あい銃じゆうがあればと心底思うが、ないものは仕方がない。

「……あのとき…アドルフとともにいたきみをひと目見て、私は決めたのだよ……。永遠にきみを我がものにしよう、と……」

「アドルフ……？」

　訝いぶかる咲夜の耳に、怒いかりに震ふるえる語気が忍しのび込んでくる。

「そう……我が牙の父アドルフ……。美しいクリスティアナを死に追いやった、憎にくき男……」

　息を吞む咲夜を見上げて、メトシェラは笑う。

「クリスティアナ、きみを死に追いやったマリアは、罪深い女だ。だから、その罪を贖あがなわせようとしたのに」

　枯れ木の手が、咲夜の胸にかかった。ブラオを摑もうとした。

「この、ブラオが…邪魔をした……！」

　咲夜は思わずメトシェラの手を払はらう。勢い余ってメトシェラの頰に手の甲こうが当たった。

　ぱんと小気味いい音がして、メトシェラがよろめいた。

　咲夜はしまったと思ったが、もう遅おそい。

　老人は眦まなじりを吊つり上げると、咲夜の両手を摑んでベッドに組み敷しいた。振ふり払おうともがいたが、こんな朽くちた姿であってもヴァンピーアの膂りよ力りよくは凄すさまじく、びくともしない。

「クリス……やはり、まだだめか……。クリスティアナの魂たましいを入れてやらないと、きみは元には戻らない」

　咲夜の顎あごを摑つかんで、メトシェラは牙を剝く。

「私はね……きみのここに牙を立てて、きみの血で喉のどを潤うるおす日を待っていた。ブラオのせいで死ねない体になってから、人間の血が飲めなくなってしまったんだよ。だが、きみの血なら、きっと極ごく上じようの甘さをもたらしてくれるに違いない」

　咲夜の首筋を撫なでて、メトシェラは目を細める。

「さあクリスティアナ、きみのブラオに命じるんだ。私にかけた呪のろいを解けと」

「呪い……？」

　顎を摑まれたことで自由になった左手を、そろそろと動かす。ベッドサイドのテーブルまで届くか。

　抵てい抗こうをやめたかに見える咲夜の右手も解放し、メトシェラは片手で咲夜の頰を愛いとしげに撫でながら白く脈打つ首に顔をよせ、牙を剝いた。

「クリスティアナ、愛しているよ…！」

　土の匂においに似たねっとりとした吐と息いきが首筋にかかる。指先が、白鞘の柄つかに触ふれた。

　微かすかな金属音が耳じ朶だを打った。なんだ。気にしている余よ裕ゆうはない。摑んだ柄を引き寄せる。

「抜けろ…っ！」

　脇差は、自ら鞘走ったように白々と輝くその刀身を現した。

　全力で薙なぎ払った龍りゆう王おうの刀身が、メトシェラの胴どうを裂さく。

　あぎとを開いたまま愕がく然ぜんと凝視してくるメトシェラを突つき飛ばし、転がり落ちるようにベッドから逃のがれた咲夜は、ドレスの裾すそに足を取られてよろめいた。

「クリス……っ」

　メトシェラのうめきを吞みこむように、銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　起き上がった咲夜は息を吞んだ。

　瞠どう目もくしたメトシェラが、首をめぐらせる。

　その視線の先にいるアダムの手には、一いつ挺ちようのリボルバーが握られていた。

　愕然としたメトシェラが、地の底から轟くような唸うなりをあげてアダムに飛びかかろうとする。

　アダムが微笑ほほえんだまま引き金を引く。弾だん丸がんがメトシェラの額を貫かん通つうし、のけぞったまま音を立てて石化していく。

　やがて、額の銃じゆう創そうから亀き裂れつが広がり、メトシェラは砕くだけた。

　リボルバーをベッドに放ほうり捨てて、アダムは咲夜に笑いかけた。

「さあ、クリスティアナ。おいで」







　フェアシュテックの内部に潜せん入にゆうしたアルベルトは、回かい廊ろうの両側に飾かざられている無数の甲かつ冑ちゆうの前で足を止めた。

　ここは二階か三階あたりだ。

　背筋を駆かけあがるものがある。

　踵きびすを返しかけたとき、甲冑が一いつ斉せいに動き出した。

「ゴーレムか…！」

　ちっと舌打ちをして、手近な甲冑から槍やりを奪い取り、力任せに殴なぐり倒たおす。

　最初の甲冑が派手に転がって砂を撒まき散らしたのを皮切りに、ゴーレムたちが突とつ撃げきしてきた。

　無む駄だな戦いをしている時間はない。

　ゴーレムたちをよけながら上階を目指すアルベルトは、廊ろう下かの壁かべに造られたアーチの先に螺ら旋せん階段を見つけて、それを駆けあがった。外から見たとき、壁の何箇所かが半はん円えん筒とう状じように形成されて、屋上までのびていた。これだったのか。

　ゴーレムたちが上からも湧わいて出てくる。最初の一団を数体まとめて串くし刺ざしにしたアルベルトは、動きを封ふうじられたゴーレムたちを飛び越こえ、蹴けり落とした。

　追ってきた一団ごと転げ落ちていくゴーレムを見もせずに階段を駆けあがる。

　甲冑をまとったゴーレムは次から次に現れて、アルベルトの行く手を阻はばんだ。アルベルトは奴やつらの武器を奪い、狭せまい階段の中で薙ぎ払い、飛び越えて、とにかく上を目指す。

　地上から見た。十六年ぶりに見た、あれは確かにマリアだった。

　最上階にたどりつき、記き憶おくを頼たよりにあの窓の場所を探す。長い廊下を走り抜け、一番端はしにある木の扉の前に立ったアルベルトは、中の様子を窺うかがった。

　ひとの気配はある。彼はこの気配を知っている。間ま違ちがいない。

　扉を開けようとしたとき、銃声が轟いた。

　アルベルトは瞠目し、身を翻ひるがえした。この音は。

「Ｍ36…！」

　咲夜の愛銃だ。

　広い廊下の対極にある扉が開き、長身の男と、男の腕うでに首を絞しめられた女が出てくる。黒いドレスとベールの女はあがいているようだが、男に無理やり引きずられていく。

　アルベルトは息を吞のむ。

「エクシール!?」

　一方の女は黒いベールをかぶっていて、顔は見えない。左手に棒のようなものを持っている。

　傾かたむいたオレンジの陽ひ射ざしが反射した。銀のきらめきが目を射る。

　男は女を抱かかえたまま、壁のアーチに消えた。あそこにも螺旋階段があるのだ。

　開いたままの扉の向こうが見える。駆け寄ったアルベルトは、土の匂いに混じった死し臭しゆうをかぎ取って目をすがめた。

　ベッドの上に砕けたような石と砂が盛り上がっている。床ゆかに転がった白鞘。テーブルにのった牙きばのペンダント。

　そして、シーツに埋うもれているＳ＆ＷＭ36チーフス・スペシャル、別名レディスミス。サイドプレートの刻印を見るまでもない。

　牙とＭ36を摑み、部屋を飛び出したアルベルトは螺旋階段を駆け上がる。







　螺旋階段を上がりきった木の扉とびらを蹴り開いたアダムは、咲夜を引きずりながら屋上の中央に進んだ。

　急にアダムの腕がゆるんだ。咲夜は全力で振り払い、アダムから距きよ離りを取る。

　アルベルトの脇わき差ざしを両手で握にぎりしめて、咲夜は呼吸を整えた。

　戦意をみなぎらせている咲夜に、アダムは穏おだやかに微笑みかける。

「愛しているよ、クリスティアナ」

　かつんと靴くつ音おとを立てて、アダムが咲夜に迫せまってくる。咲夜は一歩下がりながら、脇差を構えた。

　使い方をちゃんと教わったことはない。トーゴに習ったのは体術だ。得物を持たないほうがまだ勝機があるのもわかっている。

　だが咲夜は、初めて鞘さやから抜ぬくことのできたこの脇差を放したくなかった。

　これは魔ま除よけの神しん剣けんなのだ。四百年以上昔に匠たくみが魂を込めて鍛きたえ上げたものだ。百年を超こえたものには神が宿るという。そういったものは丁てい重ちように扱あつかえば持ち主を守ってくれる。

　守られたいわけではないが、得体のしれないこの男と対たい峙じするのに、拠より所がないのはあまりにも分が悪かった。

「どうして…メトシェラを、殺したの」

　アダムは首を傾ける。

「きみを穢けがそうとしたからさ。クリスティアナ。きみに触れていいのは、私だけだ」

　またかと、咲夜は眦まなじりを吊つり上げた。苛いら立だちが頂点に達する。

「……どいつもこいつも、こっちの都合はお構いなしで、愛してるだのなんだの、いい加減にしてよ！」

　アダムは微笑んでいる。咲夜の怒いかりも苛立ちすらも、愛いとしくてたまらないとでもいうように。

「クリスティアナクリスティアナって、なんなのよ！　あたしは咲夜よ、司堂咲夜、エリアンヌ・クリスティーネ！　クリスティアナなんて呼ぶな！」

　まくしたてても、アダムはこ揺ゆるぎもしない。

「愛しているよ、クリスティアナ。きみをずっと待っていた」

　笑えみを深くしたアダムの瞳ひとみが、きらりと光った。

　瞬しゆん間かん、咲夜の周囲がぼうと輝かがやきだした。

　はっと辺りを見回す。屋上の敷しき石いしとほぼ同じ色で、二重の円が描えがかれていた。円の中に星と、様々な幾き何か学がく模様。古代の文字。

　魔ま法ほう陣じん。

「なん…っ!?」

　膝ひざから力が抜ける。がくりと片かた膝ひざをついた。完全に倒れる寸前、龍王を敷石に突き立ててなんとか堪こらえる。

　魔法陣から立ちのぼった光が天に届く。白々と光る幾何学模様と古代文字が、魔法陣の中に浮うき上がってきて咲夜の周りで踊おどりだす。

　黒いドレスとベールと髪かみがあおられて翻る。体の力が抜けていく。

　同時に咲夜は、凄すさまじい力に引っ張られるような感覚を覚えた。

　白木の柄つかを握りしめて必死に堪える咲夜の耳に、アダムの歌うような声が聞こえる。

「きみこそが、クリスティアナの器うつわだ。空っぽになったその身体からだにクリスティアナを呼び寄せるんだ。さあ、ここへおいで、クリスティアナ」

　言葉を失う咲夜の意識が、底の見えない奈な落らくに引き寄せられていく。

　力が入らない。柄を握る指が震ふるえる。魔ま力りよくが思し惟いを搦からめ捕とっていく。

　もう、これ以上は────。

「────咲夜！」

　轟いた怒ど号ごうとともに、銃声が風を裂いた。

　必死で首をもたげた咲夜の前で、目を瞠みはったアダムががくりと膝をつく。その向こうに、Ｍ36を構えたアルベルトの姿があった。

　銃じゆう口こうが魔法陣の外円に狙ねらいを定める。つづけざまの銃声が二発。

　線を断たたれて破は壊かいされた魔法陣から魔力が四散する。

　引き剝はがされそうだった咲夜の意識が身体に押し戻もどされて、反動で倒れそうになった。

　力の入らない肢し体たいを、滑すべり込んできた腕が受けとめる。

　邪じや魔まな黒いベールを引き剝がす腕にしがみついた咲夜は、ほっと息をつきながら目を開いた。

　倒れかかったアダムがゆらりと起き上がったかと思うと音もなく突とつ進しんしてくる。

　咲夜はアルベルトを突つき飛ばして龍りゆう王おうの柄を握りしめた。危機に反応した身体が勝手に動く。

　渾こん身しんの力で薙なぎ払はらった刀身がアダムの脇わき腹ばらから鳩尾みぞおちを切り裂さく。

　一方のアルベルトもまた、振ふり返りざま構えたＭ36の銃口を、アダムの心臓に据すえる。

　引き金を引く。銃じゆう声せいが響ひびく。腕に伝わる衝しよう撃げきは軽い。

　男はよろめいたが、倒れなかった。唇くちびるから血ち泡あわをこぼして、それでも平然と微笑ほほえむ。

　アルベルトに脇差を返した咲夜は、愛あい銃じゆうを摑つかむと、息を弾はずませながら両手で狙いをつけた。

「───待ってくれないかな、エリアンヌ」

　突とつ然ぜん響ひびいた声に、咲夜やアルベルトだけでなく、アダムも愕がく然ぜんと目を瞠る。

「エクシール…！」

　咲夜の傍かたわらにやってきたエクシールは、その手からリボルバーを取り上げた。

「なにを…」

　咲夜をアルベルトに押しやって、エクシールはアダムの眉み間けんに銃口を向ける。

「きみにこの顔を撃うたれるのは、さすがにちょっと、嫌いやなんだ」

　無造作に指を引き、最後の銃声が轟とどろく。

　眉間に撃ちこまれた弾だん丸がんが頭ず蓋がい骨こつで止まる。衝撃で吹ふっ飛んだアダムは一度バウンドして仰あお向むけに倒たおれる。銃じゆう創そうから亀き裂れつが走り、アダムは瞬またたく間に石と化した。

　アルベルトはエクシールを睨にらみつけ、その横をすり抜けながら無言で脇差を振り上げると、アダムだったものを叩たたき壊こわした。

　砕くだけ散った男の残ざん滓しを見下ろしたエクシールは、咲夜の手にリボルバーを乗せた。

　彼は咲夜をじっと見つめる。

　沈ちん黙もくが重くなって、咲夜は耐たえ切れずに口を開いた。

「……説明、してよ」

　それを皮切りに、渦うず巻まいていた感情が堰せきを切ってあふれ出た。

「これは誰だれ？　メトシェラが、あんたを牙の父だって言ってた！　クリスティアナって誰のことなの、クライスってなんなの!?」

　エクシールは片手をあげて咲夜を制すと、寂さみしげに微笑んだ。

[image: ]

　それを見て、咲夜は思った。

　アダムとエクシールはよく似ていた。だが、やはり違ちがうのだ。

「きみは、知らなくていいことだよ、エリアンヌ」

　エクシールがアルベルトを一いち瞥べつする。

「そして、きみもだ。ダンピール。……納なつ得とくできない顔をしないでほしいな」

　エクシールは指を一本立てた。

「……わかったよ、じゃあひとつだけ。本当は、そんな時間はないんだけど」

　ついと視線を滑らせる。彼の仕草につられた咲夜とアルベルトは、隣となりのアルシェから煙けむりがあがっていることにようやく気づいた。

　色を失う咲夜に、だから言ったのにとエクシールが笑う。

「クライスというのは、もともとは私がつくったものだ」

　咲夜とアルベルトが同時にエクシールを顧かえりみる。愕然とした面おも持もちに、エクシールは肩かたをすくめた。

「でもすぐに、あまり意味がないなと思って、抜けたんだけどね。そうしたら私の知らない間に、メトシェラが組織を維い持じして拡大させていた」

　気づいたのは、クライスのことなどすっかり忘れた数百年後だ。

「なんで、つくろうとしたのよ」

「クリスティアナを取り戻したくて」

　彼は、小さく笑った。

「クリスティアナというのは、私の一番大事な女の子で、きみの祖母に当たる」

　虚きよをつかれた咲夜が絶句すると、エクシールはアルベルトの肩に手を置いた。

「その辺りはきみも知っているはずだ。あとは、アルノルトにでも聞くがいい」

「アルノルト……？」

　呟つぶやいた咲夜は、その名をマリアが口にしていたことを思いだした。

　そのとき、咲夜の胸にさがったブラオが光を放ちはじめた。

　同時にフェアシュテックが奇き妙みように震しん動どうする。

　エクシールが目を細めた。

「ひとつだけのつもりだったのに、少ししゃべりすぎたな。アルシェの外で、要くんとジルが待っている。行っておあげ、エリアンヌ」

　言いながら咲夜の背を押し、エクシールは笑う。

「私はもう少しここにいるから」

　エクシールを顧みようとした咲夜を、アルベルトが止めた。

「アベル？」

「マリアを連れて、ここから出るんだ」

　アルベルトの脳のう裏りを、アナトリアの最長老から告げられた言葉がよぎる。

　──昔、予見の力を持ったクラーンがいた。だがその血筋は、我らの至宝とともに失われてしまった。もしいずこかでその血が伝えられているならば、二度と同じ過あやまちを犯おかさぬように、守らなければならない

　咲夜の面おも差ざしは、その母マリアにうりふたつだ。そして、アルベルトの知らないマリアの母クリスティアナもまた、酷こく似じした面差しだったという。

　アトラ・ハシースは、隠かくされた咲夜の素す性じようを察しながら、それには触ふれずにアルベルトに言い渡わたしたのだ。クローネを守れと。

　咲夜とアルベルトの背を見送りながら、エクシールは息をついた。

「ようやく死ねたか、メトシェラ……」

　エクシールがまだアドルフと名乗っていた頃ころ、ひとりの人間に牙きばを与あたえた。

　不老不死に憧あこがれて、黄昏たそがれの民たみに受け入れられることを望んでいた。

　エクシールはそれをかなえてやった。メトシェラというのは、牙を受けてヴァンピーアに転化したのちに、彼が自ら名乗った名だ。

　メトシェラはクリスティアナに心を奪うばわれていた。エクシールはそれに気づかないふりをして、クリスティアナを守った。彼女の胎はらに宿った子が無事に産まれるように、どんな心配も与えたくなかった。

　クリスティアナは娘むすめを生んで、生きる力を使い果たして死んだ。

　数年後にやってきた双ふた子ごの兄に、彼はマリアを引き渡した。自分と一いつ緒しよにいるよりクラーンに戻ったほうが幸せだろうと考えたのだ。

　クリスティアナが命と引き換かえに遺のこした娘を、アルノルトやクラーンが大切にしてくれることを信じて。のちに、クラーンを買い被かぶっていたと思い知ることになってしまったが。

　マリアをクラーンに託たくして、エクシールはひとつの望みをいだいた。

　もう一度、クリスティアナに会う。彼女は息を引き取る寸前言ったのだ。

　──次に生まれたときは、世界で一番あなたを愛せますように

　彼女が生まれてくるのをただ待つのではなく、その器うつわを用意することができたら。彼女はそこに還かえってくることができるかもしれない。

　様々な技術や伝承を集めるために、彼はひとつの集団を作った。それがのちのクライスだ。

　けれども、エクシールはすぐに気づいた。そんなことをしても、できあがった器は見てくれが同じだけで、まフがアいルもシのユなのだと。

　エクシールはクライスを去った。

　メトシェラが彼と同じことを目もく論ろんでクライスを存続させていたと知ったのは、ステンノの悲鳴を聞いたときだ。

　ステンノを召しよう喚かんし、彼女の体を切り裂いて必要な細さい胞ぼうを奪ったメトシェラ。彼の傍らにいた側近が自分をもとにしてつくられたファルシュだと気づいたときには、すべてが遅おそかった。

　クライスを去るまで、エクシールとメトシェラはいつも一緒にいた。実験用の器をつくるためにエクシールが血液や髪かみ、肉にく片へんを提供したこともある。

　アダムもマクシミリアンも、それをもとにして作られたファルシュだ。中でもアダムは、長年の研究の中で唯ゆい一いつと言っていい成功例だったのだろう。エクシールにわかっているだけでも、アダムは数百年間生きていたはずだ。

　エクシールは、自分をもとにつくられたファルシュをすべて、自分の手でこの世から抹まつ殺さつしたいと願っていた。

　アダムは死んだ。残るはマクシミリアンだ。

　フェアシュテックが大きく揺ゆれて、不ふ穏おんな音が響ひびきだす。

　これは崩ほう壊かいの予兆だ。

　エクシールは肩をすくめた。

「すべて道連れにする、か……。お前らしいよ、メトシェラ」

　自分が死んだら、フェアシュテックが崩くずれ落ちるように、細工をしていたのだろう。

　クリスティアナを生み出せる、もっとも大きな可能性を持っているマリアを誰にも奪われないように。

　メトシェラがマリアを使わなかった理由は、エクシールにはわからない。

　彼にとってエクシールは牙の父だ。エクシールの娘であるマリアで実験をしたくなかったのか。それとも、クリスティアナを死に追いやったマリアからクリスティアナを作ることを嫌きらったのか。

「前者かな……。あれでも、私を大層尊敬してくれていたようだし」

　彼が知らなかったことが、ひとつだけある。おそらくアルノルトも気づいていないだろう。

　マリア・クリスティナは、アルノルトの娘だ。

　アルノルトに、お前の子かと詰つめ寄られたとき、アドルフは答えなかった。アルノルトはそれを、その通りだと受け取ったようだ。

「ばかだな、アルノルト。あのクリスが、お前以外の誰だれかの子なんて、産むものか」

　それほどにアルノルトを愛していたクリスティアナを。その心ごと、アドルフは愛していた。

　そしていまも、変わらずに愛している。

　だから、彼をもとに作られたアダムとマクシミリアンが、クリスティアナそのものの容よう貌ぼうを持った咲夜に惹ひかれるのは、至し極ごく当たり前だったのだ。







　　　　６







　──忘れてしまえ

　器となれる子どもがいると知ったなら、メトシェラはあの子を狙ねらうだろうから。

　──忘れてしまえ

　クリスティアナを偏へん愛あいしていたメトシェラから、あの子を守るために。

　──忘れてしまえ

　クリスティアナが死んだのはお前のせいだと、殺意を向けてきたヴァンピーア、メトシェラ。

　──忘れてしまえ

　怒いかりに狂くるったケーニヒスブラオが、彼に呪のろいをかけた。死ねない呪い。朽くちる呪い。

　──忘れてしまえ

　メトシェラのみならず、ヴァンピーアすべてに向けられた呪いを防ぐために、アルノルトによって力を封ふうじられたブラオ。

　──忘れてしまえ

　小さなアベルも、優やさしいカールも、大好きなアドルフも、何もかも。

　──忘れてしまえ

　運命の恭介も。




　──すべて、すべて、忘れてしまえ




　咲夜。




　たとえ忘れてしまっても。

　消してしまった心の奥で。

　ずっとあなたを愛しているわ。




　　◆　◆　◆




　最上階の部屋で、マリアは眠ねむっていた。咲夜はほっとした。何もわからないまま自分の世界にいるマリアだ。無理にここから出そうとしたら、怯おびえて抗あらがうかもしれない。眠ってくれている方が都合がいい。

　咲夜は足にまといつくドレスの裾すそを引き裂さいて、丈たけを短くした。裂いた布地をベルト代わりにして、Ｍ36をねじ込む。弾たま切ぎれのリボルバーだが、ここに置いていくという選せん択たく肢しは咲夜にはない。

　アルベルトがマリアを抱だいて、龍りゆう王おうを持った咲夜が先に立ち、螺ら旋せん階段を駆かけ下りる。

　しかし、そこに甲かつ冑ちゆうの群れが押し迫せまってきた。メトシェラのかけた術はまだ生きているのだ。

　咲夜たちは螺旋階段から出て、ゴーレムたちから逃のがれるために回かい廊ろうを駆けていく。

　回廊は広く、無数の扉とびらと、幾いくつもの螺旋階段がある。そのどこかに逃にげ道はないかと探すが、重い木の扉は鍵かぎがかかっていてびくともせず、すべての螺旋階段の下にはゴーレムたちが待ち構えているのだ。

　弾だん丸がんは底をついている。アルベルトの脇わき差ざしだけで突とつ破ぱするのは無理がある。何より、アルベルトがゴーレムに応戦したとして、咲夜にはマリアを抱かかえて走れるだけの力が残っていない。

　回廊のすみで螺旋階段の様子を窺うかがった咲夜は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

　ここにいることはわかっているはずなのに、ゴーレムたちはなぜか上がってこない。

　彼らが階下に降りることを阻はばんでいるだけで、追つい撃げきがないのだ。

　絶え間なく響いていた震しん動どうが徐じよ々じよに強まり、ぱらぱらと埃ほこりが落ちてくる。天てん井じようや壁かべの至るところがひび割れて、地じ響ひびきにも似た音が床ゆか下したから突つき上げてくる。

　髪にかかる埃を払はらった咲夜は、ふと目をしばたたかせた。

「……こういう古い城じよう塞さいって」

　壁に手をついて、記き憶おくのすみから拾い上げた知識を呟つぶやく。

「いざってときのために、どこかを壊こわすと建物全体が崩れ落ちるとか、なかったっけ……」

「────」

　咲夜とアルベルトの視線がかちあう。

　ゴーレムの目的は、倒たおすことではなく、逃がさないことか。すべての退路を断たてば、やがては崩ほう落らくに巻き込まれて侵しん入にゆう者しやはすべて死ぬ。

　メトシェラとアダムの執しつ拗ようさを思い出し、咲夜は身み震ぶるいした。彼らの思考を考えれば、当たってほしくない思いつきが、これ以外に正解はないと思わざるを得ない。

　咲夜たちがいるのはちょうどフェアシュテックの中間層で、窓らしき窓がまったくない位置だ。高い位置に明かり取りはあるが、大人が通れるほどの隙すき間まではない。

　明かり取りから見える外は夜の色に染まりつつあって。灯あかりのない回廊は、咲夜にとってはかなり暗い。

　咲夜は壁を叩たたいた。ぱらぱらと小石が落ちてくるが、彼女の力で破れるほど薄うすくはない。アルベルトでも、壊すことは難しいだろう。

　意識のないマリアを一いち瞥べつして、咲夜は頭をフル回転させた。

　せめてマリアだけでも助けられないか。ずっとここで、何もかも忘れて、閉とざされた自分の世界の中で生きてきた彼女を、カールたちのところへ返してあげたい。

　マリアの中に自分がいなくても、彼女や恭介が咲夜を愛してくれていたのを、ブラオの見せた夢の中で咲夜は知ることができた。

「……アベル、あたしが奴やつらを引きつけるから……」

　言いかけた咲夜を、アルベルトが制した。

　唇くちびるに指を当てたアルベルトの目が、回廊の端はしにあるアーチに向けられる。

　あの下にもゴーレムたちが群れを成しているはずだ。

　耳を澄すますアルベルトに倣ならった咲夜は、石の階段を緩かん慢まんなリズムで登ってくる足音を聞いた。

　マリアを抱いたアルベルトの前に出て、咲夜は脇差を握にぎりしめた。鞘さやに収めた刀身は、ためしに力を込めるとすぐに鯉こい口ぐちが切れる。

　アーチから暗い回廊に、人ひと影かげが現れる。

　緊きん張ちようをみなぎらせていた咲夜の耳に、よく知っている声が聞こえた。

「……エリアンヌ」

「ジーン!?」

　目を瞠みはった咲夜の後ろで、アルベルトがふっと息を吞のんだ。鉄の──血の臭においだ。

　咲夜は身構えたまま人影を睨にらむ。

「どうしてここに」

　かすかに笑った気配がした。

「……ここを、出たいですか？」

　咲夜は眉をひそめた。どう答えればいいのか、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

　ジーンは咲夜の返答を待たずにつづけた。

「この階段には、何もいませんよ。行きたいならどうぞ」

「何を企たくらんでるの？」

「……何も。……そうですね、強しいて言うなら」

　警けい戒かい心しんを剝むき出しにしている咲夜に、ジーンはいっそ優しげに答える。

「あなたに何かあると、悲しむひとがいるから……かな……」

　ますます困こん惑わくする咲夜の耳元で、アルベルトがささやいた。

「行くぞ、咲夜」

「え？」

　肩かた越ごしに顧かえりみた咲夜に、アルベルトは頷うなずく。

「あの階段の下には、確かに何もいない」

　アルベルトとジーンを交こう互ごに見返した咲夜は、できるだけ壁伝いに移動する。ジーンが下手へたに動いたらいつでも応戦できるように、鯉口は切ったままだ。

　螺旋階段に入るアーチにたどりつき、念のため階下を窺う。ジーンの言葉どおり、動くものの気配はまったくなかった。

　震動が増し、地鳴りが轟ごう音おんになりつつある。壁や天井の亀き裂れつがどんどん大きく広がっていく。

　別の階段から、甲冑のぶつかり合う音が聞こえだした。ゴーレムたちがのぼってくる。

　マリアを抱いたアルベルトは、シルエットしか見えないジーンをじっと見つめた。

　ジーンは黙だまっている。

「アベル、急いで」

　促うながす咲夜を一瞥したアルベルトは、吐と息いきのような声を聞いた。

「……アベル」

　弾はじかれたように振ふり返ったアルベルトの目に、暗くら闇やみにたたずむジーンの面おも差ざしがはっきりと映った。

　微笑ほほえむ男の首元に、隠かくしきれない出血の痕あとがある。

「頼たのむよ……。……咲夜と、マリアを……」

　ささやくような声に、階段を下りかけていた咲夜の足が止まる。

　いまのはと、唇が動く。その瞬しゆん間かん、ひときわ大きな轟音と震しん動どうが駆け抜ぬけた。

　ブラオの青い光が[image: 迸]ほとばしる。

　回廊の左右から迫ってくる不気味なゴーレムたち。

　たたずむジーンの面差しが、ブラオの輝かがやきに照らされる。

　細いシルバーフレーム。これまで一度も見たことのない、慈じ愛あいに満ちあふれた瞳ひとみ。

　呼吸を忘れた咲夜は、思わず回廊に戻もどろうとした。

「……ジ……」

　天井が沈しずんだ。

　咲夜の目の前で、巨きよ大だいな石の塊かたまりが崩落する。

　飛び出しかけた咲夜の腕を摑んだアルベルトが、彼女を引きずるように階段を駆け下りる。

「放してアベル！　いま、いま、ジーンが…」
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　逃れようとする咲夜を捕とらえたまま、アルベルトは唇を嚙かむ。

　頼むと言われた。だから放せない。

「ジーンが……っ、…とうさん…！」

　悲鳴のような叫さけびを、崩落の轟音が吞み込んでいく。







　崩落とともに魔ま術じゆつが解けて、動きを止めた甲冑がすべて崩くずれ落ちる。

　落ちた天井の下した敷じきになった男は、閉じかけた瞼まぶたを震ふるわせた。

　あの子の声が聞こえた。あの子の叫びが聞こえた。

　記憶にあるのは、ほんの小さな赤ん坊ぼう。この手の中にすっぽりと収まって、乱暴に扱あつかったらすぐに壊れてしまいそうな。

　積もった雪が月に照らされて、まるで銀色の美しい花が咲さいていたような夜に、あの子は生まれた。

　祝福に満ちた夜だった。これ以上の幸せはないと思えるほどに。

　あの晩の喜びを、いま鮮あざやかに思い出せる。

　良かった。失なくしたものが戻ってきてくれて。

　たとえこの命があと僅わずかで終わってしまっても、思い出せたことは無上の喜びだと、胸を張って言える。

　お前たちは行きなさい。私はここで眠ねむるから。

　お前たちは生きなさい。私の手はもう汚よごれすぎてしまった。

　仄ほのかに笑って、男は唇を動かす。

「…………」

　すまない、マックス。あの子はきみにはやれないよ。

　あの子の運命は、産まれたときにもう決まっていたんだ。

　いまもあの子の傍かたわらにいて、命がけで守ってくれている。

　ようやく思い出した。だからきみにあの子はやれない。

　そんなことをしたら、きっとマリアに怒おこられてしまうから………────。




　　◆　◆　◆




　炎ほのおに包まれたアルシェの前で、要とジルは呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

　玄げん関かんのガラスがすべて砕くだけ、炎の渦うずが噴ふき出してくる。

　ジルを抱かかえた要は後あと退ずさり、そのまますとんと尻しり餅もちをついた。

　そのとき、ふたりの耳は、とても美しい歌声を捉とらえた。

　歌詞はない。物悲しくて、どこまでものびやかで、どうしてかとても恐おそろしい。

　風に乗って流れてきたその声は、森の彼方かなたから響ひびいてくるようだった。

　のろのろと首をめぐらせたジルは、噴き出す炎の中から火だるまが飛び出してきたのに気づいて悲鳴を上げた。

　縋すがりついてきたジルを抱え込んだ要は、火だるまが立ち上がって、炎の塊を振り払はらったのを見て息を吞む。

「カール！」

　叫んだのはジルでも要でもなく、森の中から現れたトーゴだった。

　駆かけ寄ってくるトーゴを見たカールは、大きく息を吐はき出すと、ふらりとバランスを崩した。

　倒たおれる寸前のカールを支えたトーゴは、足元で燃え盛っている火に煽あおられた。カールはこれを火ひ除よけにかぶっていたらしい。無言で布を遠くに蹴けり飛ばし、脱だつ力りよくするカールを危険のないところまで引きずっていく。

　カールは布の包みを抱えていた。

「これはなんだ」

　凄すごむトーゴに、青い顔のカールは途と切ぎれがちに答える。

「……クライスの…資料、色々だ」

「はぁ？」

　訝いぶかるトーゴに苦く笑しようして、カールは地面に転がると、もう動けないというジェスチャーをした。

　ジルが駆け寄ってくる。

「カール、カール！」

　涙なみだぐむジルと、気まずい顔をしている要を見たカールは、なぜこのふたりがと当とう惑わくした。

　が、目を逸そらした要の異変に気づき、トーゴの手を借りて身を起こす。

　風に乗って流れてくる歌声は、徐じよ々じよに大きくなっていく。

　夜の帳とばりに覆おおわれた空は、赤々と燃えるアルシェの炎に焦こがされて、不気味な色をたたえている。その空を翔かける風の中に、カールはシルフの姿を捉えた。

　シルフはカールたちを認めて、もときた方角に翔けていく。それは、歌声のするほうだ。

　フェアシュテックが崩ほう壊かいし、不気味な轟音が森中に響いた。燃えるアルシェも崩れつつある。

　火の粉と煙けむりが噴きあがり、煽られた熱風が拡散していく。

　視線をめぐらせたカールは、アルシェの陰かげから現れた影かげを認めた。







　炎に照らされたカールの姿にいち早く気づいたのは咲夜だった。

　ドレスの裾すそを翻ひるがえして駆け出した咲夜は、カールに抱だきついて肩かたを震わせる。

　遅れてきたアルベルトの腕うでに抱かれているのが誰だれなのか気づき、カールやトーゴは息を吞のむ。

　彼らの前にマリアを横たえて、アルベルトは口を開いた。

「……恭介は、あの中に」

　目でフェアシュテックを示す。それだけで、すべてが伝わった。

　咲夜の頭を撫なでながら、カールはそっと尋たずねた。

「……会ったのか？」

　咲夜は頷うなずいて、消え入りそうに答えた。

「……会った。……恭介に……、とうさんに、会った」

　ジーンではなく、恭介に。

　アルベルトが物言いたげな目をしている。ここでこれ以上訊きくべきではないと判断し、カールはそうかとだけ告げた。

　顔をあげた咲夜は、目め許もとをぐいと拭ぬぐった。

　心配そうな顔をしているジルに気づき、泣き顔に似た表情で笑う。

　そして、少し離はなれた場所にたたずんでいる要を見やる。アルベルトが瞬まばたきをして、ポケットに突つっこんでおいた牙きばを出した。咲夜はそれを受け取り、立ち上がる。

「これ、あんたのでしょ。アダムから取り返して……」

　ふつりと、咲夜は押し黙だまった。

　要が目を合わせない。気まずそうな様子で、逃にげ腰ごしになっている。

「要…？」

　咲夜が近づいた分だけ、要は足を引く。

　嫌いやな予感を覚えた咲夜は、要の首にふたつ並んだ小さな赤い痕あとに目を留めた。

　彼女の目が何を見ているのかに気づいた要は、慌あわててそこを手のひらで隠かくしながら、強こわ張ばった作り笑いを見せた。

「え、ええと、いや、……、はは、参ったよね」

　半開きになった口から、尖とがった二本の犬歯が覗のぞく。

　愕がく然ぜんと目を瞠みはる咲夜に、要は目を泳がせながら不自然なほど明るい語調でしゃべり出す。

「なんか、すごく、腹が痛くてさ。結構、血を吐いたりして？　あ、これは死ぬかな、とか。さすがに思って。……落ちてきた天てん井じように、やや、潰つぶされかかったりとか……」

　ジルがうつむいて肩を震わせる。要はひどく焦あせった様子で意味もなく両手を振ふった。

「っ、あはははははっ。いやほら、色々あったけど、いま俺ちゃんとここにいるでしょ。そりゃ……ちょっと、やばかったし、それで、……うっかり、人間やめたりしてるけど、……でも、無事だから、生きてるからさっ」

　目を瞠ったまま息も継つげない咲夜の手から牙が落ちた。

　転がった白い牙を見て、要は顔を歪ゆがめた。

　気がついたら、ジルと一いつ緒しよにグランドフロアのロビーにいた。

　あんなにひどい怪け我がで、これは死んだなと思っていたのに、なぜか体が楽になっていた。

　ジルとともにアルシェを飛び出した要は、やがて気づいた。夜目がいやに利きく。それに、唇くちびるにやたらと歯が当たるのだ。触さわってみたら犬歯が異様にのびていて、まるでヴァンピーアの牙のようで。

　首がちりっと痛んで、そこに触ふれた要は、ふたつの小さなくぼみが並んでいたのを確かめた。

　確かめて、あ、牙の痕だと、わかってしまった。

「……エクシールが、俺が死にかけだったから、嚙かんだんだよ」

　視線を落として、要は何度も瞬きをした。

「あいつ……ジルに、何が起こっても邪じや魔まするなって、言ったんだって。俺に嚙みついて、グランドフロアまで運んでくれて、目が覚めたら大だい丈じよう夫ぶだって言って……それから、どっか、行ったって……」

　エクシールはいつも、最悪のタイミングで現れて、最悪のことをやってのける。けれどもいつだって、それが本当に最悪だったことはなかった。

　だから、これは彼なりの最良の手立てだったのだ。

　モンスターの生命力は、人間のそれなど比べものにならない。怪我をしても回復は圧あつ倒とう的てきに早く、人間だったら致ち命めい傷しようになるようなものでも、ヴァンピーアは生き延びる。

　エクシールが牙を立てたのは、要を死なせないためだ。

　咲夜がかくんと沈しずんだ。膝ひざをついた咲夜に、慌てた要は近づく。

「おい、司堂、大丈夫……」

「……じゃ……ないよ……」

　要の両手を摑つかんで、うなだれた咲夜が悲痛に叫さけぶ。

「だめだよ……っ、あんたは、こっちに来たらだめだったのよ…っ」
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　咲夜に引っ張られて、要も膝をつく。

「あんたは、ナハバールなの！　そっちにいなきゃいけないの、あたしたちがそっちに行けばいいの、あんたは隣となりにいたらそれでいいの、ナハバールは……隣にいるから…、ナハバールなのよ…っ！」

　珍めずらしいほど取り乱す咲夜を見つめていた要は、瞬きをした。そうしたら、突とつ然ぜん目め頭がしらが熱くなって、それまで見ないようにしていたものがこみ上げてきた。

　気がついたら涙がこぼれていた。

　あ、俺、人間じゃなくなったのか。モンスターに仲間入りしちゃったのか。じゃあもう、うちに帰れないんだ。

　クルーズ旅行に出ている両親になんて言おう。日本で帰りを待っている祖父母になんて告げればいいのだろう。

　ほたほたと涙をこぼしつづける要の傍かたわらに、ふっとあたたかいものが現れた気がした。

　頰ほおに固めの毛並みがすり寄った感覚。視界のすみに三角の耳のようなものが見えた気がした。

　要は息を吞んで目を動かした。ジルを捜さがしていたときに、同じものを見た。要を案内してくれるように現れて、けれどもどうしてもはっきりとは見えなかったシルエット。

　そこに鮮せん明めいな姿はなかったが、気配は確かにあった。

　崩くずれ落ちるアルシェから、ぱっと火の粉が舞まいあがる。風が吹ふいて、それまで忘れていた歌声が再び聞こえはじめた。

　天を仰あおいだカールが、軽く目を閉じた。

「……エーアストが、許したのか」

　緩かん慢まんな動作で立ち上がり、カールは娘むすめとその友人の傍らに歩み寄った。

　絶望してうなだれる咲夜の肩に手を置いて、ヴァンピーア・クラーンの長おさは言った。

「咲夜。大丈夫だ。ブラオの封ふう印いんが解けた」

　咲夜はのろのろと顔をあげ、力のない表情でカールを見つめた。

「セイレーンに伝わる秘歌がブラオの封印を解く鍵かぎだった。……近くにサンドラが来ている」

　風に乗って流れてくるのは、アレキサンドラの歌声だ。

「要くんは、人間に戻もどれるよ。お前が心底望めば、それができるんだ」

　咲夜の瞳ひとみが希望と困こん惑わくに揺ゆれる。

　カールは娘を安心させるように、力強く頷いた。




　　◇　◇　◇




　マクシミリアン・カーンは、いつの間にかベルヒテスガーデンの別べつ荘そうに帰っていた。

　気がついたら別荘にいた。執しつ事じに自分はいつ戻ったのだと問うと、執事は首をひねりながらこう言った。

「夢でもご覧になったのでは？　マックス様は、ずっとこの部屋でお休みでしたよ」

　混乱して、ドクトアは帰っているのか重ねて尋たずねたマクシミリアンに、執事はさらに困惑した様子を見せた。

「ドクトア、とは……？」

　使用人たちは全員、ジーンという者は知らないと言った。噓うそをついているのではなく、彼らは本当に知らないようだった。

　ジーンが使っていた部屋は、随ずい分ぶん長い間誰だれも入っていないように埃ほこりをかぶっており、彼とともに写した写真もすべて消えていた。

　ドクトア・ジーンが存在していた痕こん跡せきは、何ひとつ残っていなかった。

　見み舞まいにやってきたオットーに、マクシミリアンは真実を確かめようとした。

　けれども、父の目を見たとき、出てきたのはまったく別の言葉だった。

「……お母さんの誕生日に、プレゼントは何にしましょうか、お父さん」

　老いた父は嬉うれしそうに目を細めて、あれやこれやと案を出す。

　ひとつひとつに頷うなずきながら、マクシミリアンは無む性しように泣きたい気分になった。







　窓の外でその様子を窺うかがっていたエクシールは、肩かたをすくめて息をついた。

「ファルシュは全部、始末するつもりだったのにな」

　だが、あそこにいるのは、もはやまがいものではない。

　そこにいるのは、血のつながりなど関係ない、本物の親子だった。

「……せいぜい長生きすることだ」

　目をすがめたエクシールは、皮肉げに呟つぶやくと、そこから風のように消えた。




　　◆　◆　◆




　咲夜たちがシュヴァルツヴァルトの城に入って、三週間以上が経過していた。

　ブラオの封印が解かれたことで、エーアストは生来の健康さを取り戻した。

　いまでは城の中を悠ゆう々ゆうと歩き回り、長老たちに睨にらみを利かせている。

　城のクラーンたちは、ベルンシュタイン公とその息子むすこだけでなく、咲夜が滞たい在ざいしていることに戸と惑まどっている。

　仕方がない。咲夜自身もまだ慣れない。

　無む駄だに敵意を向けられることはなくなったが、それ以外の様々な種類の眼まな差ざしが突つき刺ささってくるようになって、それがかなり癇かんに障さわる。

　マリアを連れてきたことで、隠かくされていた咲夜の素す性じようはついにクラーンたちの知るところとなった。

　隠したままにしようと躍やつ起きになっていたカールを、エーアストが黙だまらせた。

　そして、長老衆を前にして、エーアストが大々的に宣言してしまった。

　──これは、遥はるか昔にクローネと自分の間に生まれた娘と、その子だ。これより、我らの至宝クローネに害をなすものは、ケッツァーと見み做なす

　驚きよう愕がくで言葉も出ない長老衆を、エーアストは不ふ遜そんに眺ながめ渡わたした。モンスター・クラーンを束ねる長おさとしてその場に居合わせたカールが目眩めまいを起こしてよろめくのを、陰かげから窺っていた咲夜とアルベルトは確かに見た。

　それからは、静かなものだ。常に誰かに見られているが、これまでのような攻こう撃げきはぱたりとやんで、その代わりに様々なクラーンの後こう継けい者しやたちが、近づいて来ようと躍起になっている。

　だが、咲夜の傍らには絶えずアルベルトやトーゴがいて、彼らを牽けん制せいしている。仄ほのかな燐りん光こうをまとうブラオも、余計な虫が寄ってこないように威い嚇かくしているらしい。

　城の台所に向かった咲夜は、そうっと中を窺った。

　朝食の準備に取りかかっている料理番やセイレーンたち。その奥で、オーブンの前で腰こしをかがめている老女を見つけ出す。

「グレーテル」

　声をかけると、振ふり返ったグレーテルは相好を崩した。

「ちょうど焼きあがったところです」

　薪まきのオーブンは火力の調整が難しいのだが、グレーテルは上手に使いこなしている。

　まだ未明だが、城のクラーンたちにとっては既すでに活動時間なのだ。ずっと寝ねてばかりだったエーアストがその反動でやたら短時間睡すい眠みんになってしまったため、城の一日が長くなってしまったらしい。

　焼き立てのスコーンをオーブンから出し、冷ましていたチョコチップクッキーと一いつ緒しよにプレートに並べると、グレーテルは廊ろう下かを示した。

「第一書しよ斎さいにエーアストとカール様がいらっしゃいますよ」

「へえ？」

「さっきルイがお茶を運んでいきましたから、戻ってくるまでお待ちになってくださいね」

　茶葉の缶かんを棚たなから出して、グレーテルは片目を瞑つぶった。

「グシュヴェントナーのアールグレイは、ルイが淹いれないといけませんものね」







　ワゴンを下げたルイが一礼して、重じゆう厚こうな扉とびらを閉める。

　カーテンを開いた室内は、弱々しい月明かりに照らされている。

　もうじき夜明けだ。東の空にかかった三日月を追うように、あと一時間もせずに陽ひが昇のぼる。

　蠟ろう燭そくの灯あかりだけが点ともった書斎は、アンティークの見事な調度品と家具でしつらえられている。

　ウィングバックチェアに腰を下ろして足を組んだエーアストの前で、三人がけのチェアに行ぎよう儀ぎ悪わるく胡坐あぐらを搔かいたカールがふてくされていた。

　肘ひじ掛かけに両肘をついたエーアストは、手のひらを組み合わせて苦く笑しようした。

「カール坊ぼうや、いつまでそうやってふてくされているつもりだい？」

　斜はすに構えているカールはエーアストを一いち瞥べつし、ふんと目を逸そらす。

　ティーカップを持ち上げて口に運びながら、エーアストがすました顔で言った。

「そうそう。オイゲンの石化を解く代わりに、ステンノの娘むすめとしてジルをクラーンに迎むかえ入れることを提案したところ、カルネオル伯はくは快く了りよう承しようしたよ。よほど嬉しかったのか、打ち震ふるえていた」

　カールは半眼になった。

　寝しん室しつに侵しん入にゆうしたオイゲンをメデューサが石に変えたことは聞いている。メデューサはこんな礼れい儀ぎ知しらずは放ほうっておけばいいと言い捨てて眠ねむってしまい、ステンノは行方ゆくえが知れない。

　そしてエウリュアレは、セイレーンのディーバに牙きばを立て、ベルンシュタイン家を陥おとしいれようとした輩やからへの慈じ悲ひなど持ち合わせていなかった。

　ゴルゴン三姉妹の性格を熟知しているエーアストだ。最初から選せん択たく肢しはひとつしかないと計算していて、ザムエルに提案したのだろう。ジルに石化を解かせる代わりに、彼女を正統なクラーンとして認めろと。

　提案ではなくて脅おどしだとカールは思っているが、言葉にするのははばかられるので黙っている。ザムエルは、ともすれば[image: 迸]ほとばしりそうな感情を抑おさえるために、全身を震わせていたに違ちがいない。

　オイゲンは生しよう涯がい幽ゆう閉へいだ。クライスに通じてクラーンに反旗を翻ひるがえしたのだ。生かされているだけでも無上の恩情だろう。

　クライスの残党は、カルネオル家の汚名返上のために、ザムエルが全力で掃そう討とうしている。必要があればカールにも協力要よう請せいがあるだろうが、まずはお手並み拝見だ。

　クライスの凶きよう弾だんで生死の境を彷徨さまよっていたウィルヘルミネとマーメイドは、カールが半分以上意地でアルシェから持ち出した資料をもとに、霧きりの森の魔ま女じよたちが製造した中和剤ざいで、なんとか命を取りとめた。

　石化を解くための血液はジルが提供した。

　アグラーヤは、ジルをそのまま森に留め置いた。

　外見からはまったくわからなかったが、ジルの血管や組織や細さい胞ぼうは、もう限界を超こえて壊こわれはじめる寸前だった。

　アグラーヤはそれを一瞥で見ぬき、総力を結集して治ち療りように当たっている。

　──この子の寿じゆ命みようがのびるかどうかは、私の与あずかり知らないことよ。……けれども、全力を尽つくしましょう

　最良の結果が出ることを願いながら息をついたカールが、ふと思い出したようにエーアストに向き直った。

「そうそう。オリエンタールが、ひと段落ついたら日本に行きたいと言っています」

「ほう？」

　興味深そうな面おも持もちでエーアストはつづきを促うながす。

「数十年ぶりに里心がついたらしいですよ。……何しろ、子孫に死なれたので」

「ああ……」

　合が点てんのいった顔で頷うなずき、エーアストはカップをソーサーに置いた。

「マリアの夫は、オリエンタールの直系だったな」

「ええ。なので、あの子の先祖でもありますが」

　ついと視線を動かすカールに倣ならったエーアストは、窓の向こうに咲夜たちの姿を認めた。







　第一書斎のすぐ前は、とりわけ美しいバラの庭だ。

　一番眺めの良い場所にテーブルとスツールが置かれて、気候の良いときはアフタヌーンティーを楽しめるようになっている。

　まだ夏とはいえ、シュヴァルツヴァルトの風は涼すずしすぎるときがある。夜明け前ともなれば寒いほどだ。

　スコーンとチョコチップクッキーのプレートと、ティーコゼーをかぶせた大きなポット、五客のティーカップを乗せたトレイを、咲夜は慎しん重ちような足取りで運ぶ。

　アルベルトが代わりに持つと言ってくれたが、大だい丈じよう夫ぶだとやんわり断った。

「……要、本当に元に戻もどったのかな」

　ぽつりと呟つぶやいた咲夜の頭を、アルベルトがくしゃりと撫なでる。

「カールとブラオを信じろ。それと、お前が受け継ついだ血を」

　あの嵐あらしのような晩に、ヴァンピーアになってしまった要を、ブラオの光が人間に戻した。

　封ふう印いんを解かれたケーニヒスブラオは、秘ひめられた真の力を発揮した。

　クローネだけが扱あつかえるケーニヒスブラオ。その力は、人間を不老不死のモンスターに変容させ、また生きつ粋すいのモンスターを人間に生まれ変わらせることができる。

　不老不死を望む人間は多い。モンスターにとって、人間になることは力を失うことを意味する。予見の能力とケーニヒスブラオ。寿命の短いクローネは、そのふたつを持つことで、モンスターたちからも人間たちからも、底知れない尊敬と畏い怖ふを集めた。

　利用しようとするものは後を絶たず、無条件に崇すう拝はいしすぎるものも後を絶たず。やがて脆ぜい弱じやくなクローネは、極きよく端たんに走った者たちによって追い詰つめられていったのだ。

　要をベルヒテスガーデンに残したまま、咲夜とカール、アルベルトとトーゴは城に入ってしまったので、あれから一度も会っていない。

　グレーテルとルイ、アレキサンドラが、彼の両親が戻ってくるまでの間一緒に過ごして、つい先日マインツに送り届けたと聞いている。

　トレイを持った咲夜の足が止まった。

　夜よ露つゆに濡ぬれたバラに月つき影かげが落ちている。開いたバラの芳かぐわしい香かおりが漂ただよう庭の、一番景色のよい場所に設置されたテーブルとスツール。

　大きなストールを肩かたに羽織ってスツールに腰こしかけた女性と、その傍かたわらにたたずむ青年がいる。

　バラの庭の入り口に控ひかえていた女性が、咲夜たちに微笑ほほえんで一礼した。

「レニ」

　目で応じたペレニアル・オネスティは、黙もく然ぜんと彼女たちを招き入れる。

　女性の傍らにたたずんでいた青年が、ついと身を翻した。

　羽はね飾かざりのついたコカールを小こ脇わきに抱かかえ、長いマントをまとっている。月明かりの下で輝かがやく金きん髪ぱつは背を覆おおうほど長く、ゆるやかに波打っている。

　咲夜を認めた双そう眸ぼうは深いヘイゼルで、知性に満ちた穏おだやかな光をたたえている。

「どうした、咲夜」

　咲夜はトレイを少し持ち上げてみせた。諒りよう解かいしたというように軽く頷いた青年は、バラを眺ながめている女性の肩にそっと手を置く。

「マリア。冷えただろう、熱い紅茶はいかがかな」

　ゆったりと顔をあげたマリアは、青年に笑いかけた。

「そうね、いただくわ、ウィリアム」

「お茶の相手は私ではなく、彼女に任せよう」

「え……」

　ウィリアムと呼ばれた青年に水を向けられて、咲夜は戸と惑まどいを隠かくせない。

　アルベルトが肩を抱だいてくれたので、咲夜は唇くちびるを引き結んで応じた。

　マリアと話をするのは、あの晩以来実は初めてだ。

　残ったトーゴの傍らにやってきた青年は、コカールをかぶって腕うでを組む。

　咲夜たちには届かないように語気を抑え、トーゴがささやいた。

「……どうだ、ロード」

　青年は頭かぶりを振ふった。

「なんとも言えんな。あの明るく朗ほがらかだったマリアが……。いたわしくてならん」

　重く息を吐はく青年に、トーゴが顔をしかめる。

「おいおい、ウィリアム・マンスフィールド。カールは、あんたならマリアの回復のきっかけになるんじゃないかと一いち縷るの望みを託たくしたんだぞ」

　ごく静かに詰め寄られた青年は優ゆう雅がに肩をすくめた。その姿が音もなく変化する。

　髪かみも皮ひ膚ふも消え、白い骸がい骨こつが浮うき出てきた。くぼんだ眼がん窩かは空っぽだ。

　少し傾かたむいたコカールを直しながら、ロード・スケルトンは歯をかたかたと鳴らした。

「期待には応こたえたいが……」

　言い澱よどんでペレニアル・オネスティを顧かえりみる。たたずむ少女は困った顔で微笑んだ。

　要の両親である東條夫妻の護衛を終えて戻ってきたロード・スケルトンに、人間だった頃ころの姿でマリアの話し相手になってやってくれと頼たのんだのは、カールだ。

　それにはわけがある。

　遠い遠い昔、クリスティアナへの偏へん愛あいで心の針が振りきれてしまったメトシェラは、クラーンを去ってアドルフを捜していたマリアに遭そう遇ぐうした。

　彼女がクリスティアナの娘むすめだと気づいたメトシェラは、我を忘れてマリアを縊くびったのだ。

　息絶えたマリアを、怒いかりに燃えたブラオが時の狭はざ間まに隠し、メトシェラに呪のろいをかけた。その対象はメトシェラだけにとどまらず、ヴァンピーアすべてに向けられた。だからエーアストはブラオを封印したのだ。彼はヴァンピーア・クラーンを守る責務を負っていたので。

　力を封ふうじられたブラオは、ほんの少しだけ放てる光をマリアに注ぎつづけた。マリアは息を吹ふき返し、気の遠くなるような時の果てに、地上のとある場所に現れた。

　そこは、ウィリアム・マンスフィールドの領地内にある、恐おそろしく古いストーンサークルの中だった。突とつ如じよとして現れたマリアを発見したのは、たまたま領地に戻っていたペレニアル・オネスティ。報しらせを受けて彼女を屋や敷しきに運び、介かい抱ほうしたのがウィリアムだ。

　マリアを救ったウィリアムとレニを、ブラオは別格扱いしている。いまのマリアのそばには誰だれがいても警けい戒かいし拒きよ絶ぜつするブラオだが、このふたりに限っては沈ちん黙もくするのだ。

　カールの考えは正しかった。

　そして、マリアもまた、ウィリアムの姿に戻ったロードに対しては、少しずつ心を開いてまともな会話をするようになっている。

　あいたスツールに腰かけた咲夜は、震ふるえる手でカップに紅茶を注いだ。

　できるだけ平常心を装よそおっても、緊きん張ちようを抑おさえられない。

　なんとか注ぎ終えたカップを、咲夜の傍らにたたずんでいるアルベルトが、マリアの前にそっと置いてくれた。

　マリアはバラを眺めたままだ。

　少しずつ少しずつ、東の空が白みはじめた。

　夜よ闇やみに覆われていたバラが、夜明けの色に表情を変えていく。

　咲夜の胸に揺ゆれるブラオがうっすらと輝いて、その光がマリアを照らした。

　ふいに咲夜は、透すきとおった光がマリアの頭上に集まっていくのに気づいた。青い光が蔓つるバラのように形を変えて、仄ほのかに輝く繊せん細さいな冠かんむりとなる。

　マリアの頭にのった光こう冠かんは、やがて光の欠片かけらとなって彼女に降り注ぎ、音もなく消えた。

「……………」

　無意識に息を詰めていた咲夜は、はっとした。

　マリアの瞼まぶたが微かすかに震えて、彼女の白い面おも差ざしがついとテーブルを向く。湯気の立つティーカップを見た彼女は、そっと手をのばした。

　白磁のカップを取り上げ、口に寄せて傾ける。夜気に触ふれた紅茶は急激に冷めているらしく、彼女は褐かつ色しよくの液体をこくりと吞のみこんだ。

　ソーサーにカップを戻し、チョコチップクッキーに手をのばす。クッキーの端はしを少しだけかじって、マリアは目を閉じた。

「……グレーテルのクッキーは、おいしいわ」

　傍らにいるアルベルトの手を、咲夜は思わず握にぎった。アルベルトは黙だまって握り返してくる。

　離はなれて様子を見守っていたトーゴたちも、固かた唾ずを吞んで見守る。

　クッキーをソーサーにのせて、マリアは再びカップを持つと、両手で包むようにしながら再び目を閉じた。

　グシュヴェントナーのアールグレイ。ベルガモットの香りが立ちのぼって、マリアの鼻先をくすぐっているのがわかる。

　しばらくして、彼女は静かに息をついた。

　東の山やま際ぎわにオレンジ色の光が点ともった。夜を告げる黎れい明めいの光が、シュヴァルツヴァルトを照らしはじめる。

「……恭介が、一番好きなお茶だわ」

　そしてマリアは、誰にともなく語り出した。

「───月の夜、だったの」

　誰もが彼女を凝ぎよう視しする。ひとことも聞き漏もらすまいと、耳を澄すます。

「月に照らされて、木々に積もった雪が、まるで美しい花が咲さいているように見えたんですって。だから……」

　森を照らす陽ひの光を眩まぶしそうに見やって、彼女は幸せそうに微笑む。

「咲夜。恭介がそう名づけて。あの子の名前を、誰よりも先に、私がそっと呼んだのよ……」

　咲夜の肩が震える。アルベルトが黙って彼女を引き寄せた。
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　頰ほおを伝う滴しずくを陽が弾はじく。

　ブラオの青い光がそれと溶とけ合って、虹にじのように輝いた。

























　司堂咲夜の育ての父であるカール・ブラント・フォン・ベルンシュタインは、ヴァンピーア・クラーンの長おさだ。そして、モンスター・クラーンすべての頂点に立ち、クラーンすべてを束ねる役目も負っている。

　つい先日の新月祭で、咲夜はようやく、モンスター・クラーンの一員として認められた。

　ヴァンピーア・クラーンの始祖であるエーアストから与あたえられた銀のブローチとマントは、リビングの床ゆかに放ほうってある。命がけで勝ち取ったものだが、咲夜にとってそれは価値のあるものではない。

　カールの一家が住むマインツ邸ていには、純日本家屋の別べつ棟むねがある。咲夜は、朝からそちらに引きこもっていた。

　カールが日本から職人を呼び寄せて造らせた平屋は、和の趣おもむきにあふれていて奇き妙みように落ち着ける場所だ。咲夜には半分日本の血が流れているらしいので、それが懐なつかしさを感じさせるのかもしれない。

　日本人の血を引く人間の赤ん坊ぼうは、モンスターに引き取られて育てられた。

　はたから見れば不ふ遇ぐうなのだろうが、いまでは、自分を捨てた両親に感謝している咲夜だ。

　もっとも、クラーンの者たちの大半は人間である彼女を血族として認めることに抵てい抗こうがある。それは、マントとブローチを与えられたいまでも変わっていない。

　一月のドイツは、底冷えがするほど寒い。掘ほりごたつに肩かたまで入るようにしながら、咲夜は重い息を吐はいた。

「まだいるのかなぁ？」

　壁かべにかかった古時計の針は、昼を過ぎたばかりを指している。

　いま本ほん邸ていに、招かれざる客が来ているのだ。

　彼女の斜ななめ前で同じようにこたつに当たっているアルベルトが、読んでいた本から目を離はなす。先日発売されたばかりの科学の専門雑誌だ。咲夜は読まないが、アルベルトには面おも白しろく感じられるらしい。

「夕食前にはいなくなるだろう。それまでは、ここにいたらいい」

「うん」

　そのつもりではあるのだが、何もすることがないと退たい屈くつだ。友達でもいれば屋や敷しきを抜ぬけ出して遊びに行くという選せん択たく肢しもあるが、今日のところはそれもできない。

　咲夜には、友達と呼べる相手がひとりしかいない。我ながら少々寂さびしいが、ほかにいないのだから仕方がない。そのひとりはいま、祖国日本に帰国しているのだ。そろそろこちらに戻もどってくるはずだが、まだ姿を見せていない。

　友達の名は、東條要という、生きつ粋すいの日本人の少年だ。

　彼と咲夜は半分だけ同国人になるのだが、その前に彼は人間なのだ。

　咲夜にとって人間は、クラーンとは別の領域に住む隣りん人じんだ。クラーンは人間たちを、ナハバールと呼ぶのである。そして、人間たちにモンスターと呼ばれる自分たちのことを、クラーンは黄ロイテ昏・ダーの・デメ民ルングと呼こ称しようする。

　咲夜はこたつの天板に頰ほおをよせた。

　カールと対面している客は、ヴァンピーア・クラーンの青年だ。十五歳の咲夜より十歳近く年長に見える。が、実じつ年ねん齢れいは遥はるかに上だろう。ヴァンピーアはある程度の年齢で外見の変化が止まるのだ。

　確か、名前はパウルという。大して興味がないので名前だけしか知らない。

　この間の新月祭で、彼に凄すさまじい目で睨にらまれたのを覚えている。射殺されそうなほどの眼光に、さしもの咲夜も気になって、ベルンシュタイン家に仕える執しつ事じのルイにあれは誰だれかとそっと尋たずねた。

　ルイは齢よわい二百歳を超こえるヴェアヴォルフである。ヴェアヴォルフはヴァンピーアより格は下とされているものの、クラーン全体では相当の影えい響きよう力を持つ。ルイはヴェアヴォルフ・クラーンを統とう括かつする家の後こう継けい者しやだ。しかし彼は家に縛しばられるのを嫌きらって、本国を離れカールの執事を務めているのだった。

　咲夜に問われて、いつも穏おだやかな表情を崩くずさない青年は、珍めずらしく渋しぶい顔をした。

　あれは、カール様にクラーンの一方的な価値観を押し付けることが正義だと信じている愚おろか者ですと、驚おどろくほど辛しん辣らつに言い放った。

　ルイがそんな物言いをすることは滅めつ多たにないので、咲夜はかなり面めん食くらったのだが、のちにその台詞せりふが正せい鵠こくを射ていたということを思い知った。

　主だったクラーンがほぼ一堂に会する新月祭を終えて、カールは翌日早々に城を去ろうと考えていた。

　エーアストにクラーンの一員と認められたとはいえ、咲夜は人間なのだ。そしてクラーンの中には、人間を嫌う一派が存在している。

　パウルはそのひとりだった。

　咲夜本人は彼に何もしていないが、咲夜が人間である以上、パウルの態度が好意的に変わることはないだろう。

　しかし、パウルの家は、ベルンシュタイン家に対する忠誠心が、ヴァンピーアの中でもとりわけ篤あついと知られているらしい。

　長への忠誠心はあるものの、その長が人間などを引き取って育てている。

　咲夜がひっそりとしていた間は良かったが、この程ほどついにクラーンに名を連ねてしまった。

　新月祭の夜に、パウルは親しいクラーンの前でこう吐き捨てたという。

　ナハバールの分際で誇ほこり高きロイテ・ダー・デメルングに加わろうとは、なんと身の程知らずな。

　それを皮切りに、数限りない罵ば倒とうをひたすらまくしたてたということだ。

　なぜ咲夜がそれを知っているかといえば、彼女に悪意を持った何者かが、わざわざ朝食の席に置き手紙をして、ご丁てい寧ねいに報しらせてくれたからだった。

　嘆たん息そくして、傍かたわらに置いてあるポーチを手で引き寄せた。中にはカールから与えられた武器が入っている。

　裏庭で射しや撃げき訓練でもしてこようか。だが、パウルが屋敷にいる近くでどんなに訓練しても、気が散って無意味なものになりそうだ。

　彼は今日、ヴァンピーア・クラーンの長老の名代として、このベルンシュタイン家マインツ邸に来訪しているのである。

　長老たちの要よう請せいをカールに告げ、それを吞のませるために。




　　◆　◆　◆




　応接間のソファに腰こしを下ろし、カップを手に取ったカールは、用意された紅茶がすっかり冷めてしまっていることを残念に思った。

　せっかく執事のルイがおいしく淹いれてくれたのに。

「ベルンシュタイン公には、いい加減ご理解いただきたい。あのようなナハバールをクラーンの一員とすることは、我らロイテ・ダー・デメルングの矜きよう持じを、著いちじるしく傷つけるのだということを」

　冷めた紅茶を口に含ふくみながら、カールの目がやや据すわった。

　笑わせるな、坊や。傷つけられているのはロイテ・ダー・デメルングの矜持ではなく、お前のちっぽけでくだらない自尊心だろう。

　カールはクラーンの長だが、その前に咲夜の父でありたいと願っている。

　血のつながりがなかろうと、咲夜が人間であろうと、十五年間愛情をたっぷり注いで育ててきた、美しく優やさしく雄お々おしく勇ましい、自じ慢まんの娘むすめだ。

　こんなに自慢できる娘に恵めぐまれた幸せな父親は、世界中探したってそうそういるものか。

　アルベルトとてそうだ。母がナハバールだった、それの何が悪い。少々無口で感情表現が乏とぼしいが、それだって個性だ。何よりもアルベルトは、大事なことをきちんとわかっているのだ。それ以上大切なことなどない。

　咲夜もアルベルトも、カールの宝物なのだ。

　それを知りながらの暴言に、さてどこまで耐たえていればいいだろう。

　言うなれば、ナハバール排はい斥せきを掲かかげる頑がん強きよう派のクラーンとの対面は、カールの忍にん耐たい力を試ためす長老たちの嫌がらせのようなものだった。

　ただの嫌がらせならいい。だがこれは厄やつ介かいなのだ。屈くつしたら、彼らに付け入る隙すきを与えてしまうのである。

　嫌いや々いやながらも必ず面会するのは、長がクラーンをないがしろにしているという言いがかりを避さけるためなのだった。

　淡たん々たんと聞いているという体ていを取っているカールに、対するパウルは少しずつ感情的になっていくようだった。

「そもそも、ナハバールをこの家に引き取ったことが過あやまちだった。否いな、公がナハバールを妻にしたことが間ま違ちがいだったのだ。ベルンシュタイン公、いまからでも遅おそくはありません。ベルンシュタイン家のためにも、早さつ急きゆうに由ゆい緒しよ正ただしき家いえ柄がらのしかるべき血筋の娘を」

「私は再さい婚こんはしないからな」

　パウルの言葉をさえぎって断言したカールだったが、相手は忌いま々いましげに顔を歪ゆがめて、違ちがいます、と否定した。

「公のご意向を覆くつがえすことはかなうまいと、長老たちはもう諦あきらめておいでだ。誠まことに遺い憾かんながら、私もそうであろうと考えています。私が申し上げたいのはそのことではありません」

　訝いぶかるカールを凝ぎよう視しするパウルの目がきらりと光った。

「半分とはいえ、公の血を引いているダンピールと、正統なヴァンピーア・クラーンの姫ひめとの一刻も早い婚こん約やくを、長老の名代として提言いたします」

　カールの手がさすがに止まった。

「……なんだと？」

　さしものカールも咄とつ嗟さに反応できない。パウルはさらに畳たたみかけた。

「でなければ、あのナハバールに、我らの牙きばを受けることを受じゆ諾だくさせること。ベルンシュタイン公、いかがか」

　パウルは勝ち誇ったように眉まゆを吊つり上げた。

　大きく開いた目は、少し強すぎるほど光に満ちている。

　月げつ齢れいを思い出したカールは、舌打ちしたい気分に駆かられた。

　ああ、そういえば今日は日が悪いのだった。

「どちらかを選ばれれば、長老は満足されるのです。公、いい加減、ロイテ・ダー・デメルングの誇りを地に落とすような愚かな所業はお控ひかえなさい」

　自分の言葉に酔よいしれたヴァンピーアは、カールの醸かもし出す気配が豹ひよう変へんしたのに気づくのが遅おくれた。

　カップをソーサーに戻もどし、カールは表情を冷たいものに一変させる。

「エーアストはそれを知っているのか」

「エーアストには、公のご返答を待ってから奏上することになっています」

　思った通りの返答だった。ヴァンピーア・クラーンの長おさベルンシュタイン家の始祖エーアストが知っていたら、そもそもここにパウルを来させるわけがない。

「ならば」

　それまで紫むらさき色いろだったカールの双そう眸ぼうが、突とつ然ぜん深しん紅くに輝かがやいた。

「帰って長老どもに伝えるがいい。これ以上ふざけた要求をするならこちらにも考えがある、モンスター・クラーンの長の役目も責任も権利もほしけりゃまとめてくれてやるから二度とばかげたことを言うな、と」

　ひと息にまくしたて、カールは立ち上がると手を叩たたいた。

　ルイが即そく座ざに駆けつけてくる。

「お呼びですか、カール様」

「パウル坊ぼうやのお帰りだ、玄げん関かんまで送ってやれ」

　深紅の双眸で恐おそろしいほど静かに言い放つカールのただならぬ様子に、ルイは何かを感じ取ったようだった。

　ヴァンピーア・クラーンの長が放つ凄すさまじい気き迫はくに、多少長命とはいえ格が違いすぎるパウルは、完全に萎い縮しゆくして声ひとつ立てられない。さっきまでの饒じよう舌ぜつさと気勢はどこかに吹ふき飛び、青ざめて瞬まばたくことすらできなくなっている。

　ルイはパウルを立たせて、彼の上着を持ち玄関へと案内する。

　カールを怒おこらせたヴァンピーアは、悔くやしげに唇くちびるを嚙かむと、ルイの手から自分の上着を乱暴に奪うばい取り、必要以上に大ぶりな動作で玄関扉とびらを押し開いた。

　威い圧あつ的てきな仕草をして見せることで恐きよう怖ふしたことを隠かくそうとしているのだろう。しかし、かえってそれが彼の恐れを浮うき彫ぼりにしてしまっていることに、パウルは気づいていない。

「先ほどの公のお言葉は、確かに長老にお伝えする」

「どうぞどうぞ。ではお気をつけてお帰りください」

　振ふり返り、ぎらつく眼めで睨にらむパウルに、ルイは笑え顔がおで応じると、態度だけは慇いん懃ぎんに一礼して、さっさと扉を閉めた。










　体よく追い出されたパウルは、ポーチに立ち尽つくして低く唸うなった。

　ずっとベルンシュタイン家に誠心誠意仕えてきたはずの自分がこんな仕打ちを受ける羽目に陥おちいったのは、すべてあのナハバールのせいだ。

　新月祭の晩、マントとブローチを授さずけられながら、それらを実に小ばかにしたような目で見ていたあの小こ娘むすめ。ナハバールの分際でクラーンの一員に列せられるという栄えい誉よを受けたにもかかわらず、無価値だとでも言いたげだったあの不ふ遜そんな面おも持もち。

　次々に浮かんでくる、生意気そうな顔立ち。ナハバールにしては多少整っているかもしれないが、それがなんだというのだ。何十年かすれば老いて死んでいく。ナハバールである限り、それは決して変えられない事実なのだ。

　ナハバールであること。そんなくだらないことに執しゆう着ちやくして、クラーンの血を受けることもなく、牙を授かることもなく。

　無様に失敗して命を落とせばいいと、ひそかに願っていた狩かりからも、手傷を負いながら生きて帰ってくる、しぶとい小娘。

「ああ、苛いら々いらする」

　苛々する。ナハバールの小娘もだが、カールとナハバールの間に生まれたダンピールにも、パウルは常に苛いら立だたされるのだ。

　アルベルト。カールの実子でありながら、エーアストのもとで養育されたダンピール。

　無口で表情も乏しく、感情も乏しいあの子ども。

　いまではすっかり成長したアルベルトだが、パウルがいつも真っ先に思い出すのは、幼いくせに異様なほど強い意志の光をたたえた黒い双眸の、鋭するどい面持ち。

　十歳で初めて城にやってきたアルベルト。にもかかわらず、城にいるどのヴァンピーアより、気迫に満ちた双眸のダンピール。

　苛々する。昔のことがあとからあとから浮かんできて、嫌いやな気分がどんどん増ぞう幅ふくされていく。

　こんな思いをするために、自分は長老の名代としてこのマインツにやってきたのではない。

　どうにも収まらないパウルの耳は、そのとき小さく響ひびく足音を聞きつけた。

　激情で血走った眼を向けると、セーターにジーンズという軽装の、あの生意気なナハバールの小娘が、庭先からポーチに向かってくるのが見えた。

「───────」

　パウルの頭は真っ白になった。










　一方、咲夜もまた彼に気づき、うっと息を詰つめて立ち止まった。

　アルベルトと違って読む雑誌もなかった咲夜は、愛あい銃じゆうＳ＆ＷＭ36チーフス・スペシャルの手入れでもしようと考えた。しかし、道具の一いつ切さいが自室だということを思い出し、仕方なく取りに来たのである。

　パウルはまだカールと話しているだろう、と考えていたのだが、予想に反してこんなところで遭そう遇ぐうすることになろうとは。

　向けられてくる眼光に、咲夜は唐とう突とつに危機感を覚えた。

　パウルの表情は、ぎらつく眼光とは裏腹に、いやに静かだ。

　それが、咲夜の脳のう裏りに響く警けい鐘しようをさらに大きくしていく。

　目を逸そらしたらだめだと本能的に察した咲夜は、パウルを睨んだまま静かに足を引いた。

　するとパウルは、おもむろに動いた。

「……ナハバール」

　唸るような声が重く響く。それに、ぎらつく目をしたヴァンピーアが歩を進める不気味な音が重なった。

「……冗じよう談だんじゃないわよ」

　男に聞こえないように、咲夜は口の中で呟つぶやいた。ここはベルンシュタイン家の敷しき地ち内。世界で一番安全なはずの場所なのだ。

　にもかかわらず、咲夜はいま、間違いなく生死の危機に立たされている。

　ここが狩りの場で、目の前にいるのが敵対する秘密結社『クライス』の作った操あやつり人形や、クラーンを離り反はんしたモンスター、異端者ケツツアーなら、どんなピンチに陥ったとしてもまだわかる。

　覚かく悟ごして臨のぞむ戦いのさなかであれば、怪け我がをしようと死にかけようと、すべて納なつ得とくずくだ。

　しかし、いまは違う。どんなに敵てき愾がい心しんや嫌けん悪お感かんを持たれていても、クラーンのものが咲夜に直接危害を加えてくるという想定は、さすがになかった。

　それに、以前、新月祭の行われた黄昏たそがれの城で遭遇したときは、射い貫ぬかれるほどの目を向けられはしたものの、それだけだったのだ。

　奇き妙みようなほど静かな面持ちで、目だけが異様に光るパウル。

　まるで映画やドラマの演出のように、ゆっくりとゆっくりと、一歩ずつ近づいてくる。

　そろそろと後退していた咲夜は、縁えん石せきに踵かかとをひっかけてバランスを崩くずし、尻しり餅もちをついた。

　危あやうい均きん衡こうがそれで破れた。

「貴様のせいで……っ！」

　先ほどまでの静かな表情が一変し、ヴァンピーアは常じよう軌きを逸いつした怒ど号ごうを発した。

　咲夜は無意識に左の脇わきを右手で探さぐる。狩りだったらいつもそこにショルダーホルスターを下げていて、弾だん丸がんを装そう塡てんした愛銃を装備しているのだ。だが何もないことを思い知るだけだった。

　血走った目で牙きばを剝むき、突とつ進しんしてくるパウルを見たまま、咲夜は悲鳴のように叫さけんだ。

「アベル…っ！」

　刹せつ那な、銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　パウルの右みぎ肩かたから血が噴ふき出し、衝しよう撃げきで後ろに撥はね飛ばされる。

　それから間をおかず響いた銃声は合計四回。転がったヴァンピーアのふくらはぎや腿もも、腕うで、手のひらなどに、命中した弾丸は貫かん通つうしているものもあれば、肉にめり込んだまま留とどまっているものもある。

　転がったまま悶もん絶ぜつしているヴァンピーアから目を外して、咲夜は後ろを振り向いた。

　咲夜の愛銃を手にしたアルベルトが、いつもより冴さえ冴ざえと冷たい目をしてやってくる。シリンダーを銃じゆう身しんから振り出し傾かたむけて、からになった薬やつ莢きようを落とすと新しい鉛なまりの弾丸を素す早ばやく装塡させ、銃身に振り戻もどす。

　動けないパウルの眼前に立ちはだかったアルベルトは、無言で銃じゆう口こうをヴァンピーアの眉み間けんに据すえた。

　咲夜は、自分とヴァンピーアの間に阻はばむように立ったアルベルトの広い背を見て、ようやく体の力を抜ぬいた。

「アベル……」

　背を向けたまま、アルベルトは小さく頷うなずいてみせる。

　道具を取りに出て行った咲夜の帰りが遅おそいなと思った瞬しゆん間かん、アルベルトは言葉にしがたい直感を覚えたのだ。

　考えるより早く体が動いた。咲夜が置いて行ったＭ36を摑つかみ、離はなれを飛び出したところで悲鳴が聞こえた。

　相手が誰だれだとか、そういったことは念頭になかった。

　咲夜が危ない。頭にあったのはそれだけだった。

　Ｍ36を構えているが、そのシリンダーに込められているのは鉛の弾丸だ。これでクラーンを殺すことはできない。

　だが、ダメージを与あたえることはいくらでもできる。

　パウルはぎらつく目でアルベルトを睨にらんだ。視線をそらさず、うめきながら立ち上がる。

　そこに、騒さわぎを聞いたカールとルイが飛び出してきた。

　繰くり広げられている光景にカールは一いつ瞬しゆん息を吞のんだが、すぐに状じよう況きようを推察したらしい。

　ヴァンピーア・クラーンの長おさは剣けん吞のんな表情で、言葉を失っているルイを振ふり返った。

「ルイ、すまないがパウルを城まで送り届けてくれ」

　主あるじの意図を読んだ執しつ事じは、それ以上何も訊きかず即そく座ざに応じる。

「承知しました。ところでカール様、彼の傷の手当てはどうしましょう」

　念のため確かく認にんしてくる執事に、アルベルトが間かん髪はつをいれず言い放つ。

「必要ない」

　いまにもパウルを撃うち殺しそうな様子のアルベルトだ。

　立ち上がった咲夜が彼の手から銃をそっと引き剝はがした。

「とどめを刺さすならあたしにやらせて。いい加減頭にきたわ」

　実に勇ましい台詞せりふだ。アルベルトは瞬まばたきをして、お前に譲ゆずると目で告げる。

　カールがそんなふたりを制した。

「アルベルトも咲夜もやめなさい。私がちゃんと始末をつける」

　ふたりはとても不満そうだったが、父にこう言われては仕方がないと言わんばかりの風ふ情ぜいで、渋しぶ々しぶと引き下がる。

　事態が収束しつつあるのを見て取ったルイは、ほけほけと笑った。

「それでは、包帯と赤いリボンを巻いたうえで、城に届けて参ります」

「礼をしたためたカードも添そえておくように」

「かしこまりました、カール様」

　応じて振り返った執事の翠みどりの瞳ひとみが、琥こ珀はく色いろにきらめく。

　当然のことながら、執事にとっても咲夜は大事なお嬢じよう様さまなのだ。

　四人分の殺気にさらされたヴァンピーアは、頭に上っていた血が一気に下がるのを感じ、自分の愚ぐ行こうをいまさら悔くやんだ。なぜ自分を止められなかったのか。










　包帯と赤いリボンで雁がん字じ搦がらめにされたパウルを乗せた車を見送りながら、カールが深々と嘆たん息そくした。

「まったく、来るにしても日を選べというんだ」

　今こ宵よいは満月。狂きよう気きが心を支配しやすくなる日だ。ただでさえ不満をためている状態でさらに怒いかりを募つのらせたら、歯止めが利きかなくなるのも無理はない。

　咲夜を傷つけようとしたことは許せないが、満月の影えい響きようも彼を多分に駆かり立てていただろう。それを差し引いたから、アルベルトはパウルを殺すことまではしなかった。

　希望的観測の度合いも強いが、そういうことにしておいたほうが平和だろう。

　咲夜は愛あい銃じゆうを手に、ああいうときでも冷静さを失わずに対処するという新たな課題を自分に課すことにした。

　でなければ、クラーンの長老たちはいくらでも隙すきをついてくるだろう。

　そこに、夕食の準備をしていた老女グレーテルが現れた。

「あら、皆みな様さまこんな寒いところで何をしてらっしゃるんですか？　今夜はクリームシチューとロールキャベツですよ」

　ヴァンピーアとダンピールとナハバールの親子は、メイドの平和な台詞に思わず顔を見合わせると、それまで張りつめていたものが落ちた様子で小さく笑った。

























「あらあら…、どうしたの？　そんなに悲しそうな顔をして」

　問いかけに顔をあげると、優やさしそうに微笑ほほえむ綺き麗れいな女性が立っていた。

　まるで夜空のような色の光こう沢たくのあるドレスを身につけたその人は、ついと手をのばしてきた。

　初めて見る人だったが、なんとなくこの人は大だい丈じよう夫ぶそうだなと感じたので、正直に答えた。

「悲しいわけじゃない」

「じゃあ…、足が痛いのね」

　言い当てられて、唇くちびるをきゅっと引き結んだまま頷うなずいた。

　人ひと影かげのない階段に座り込んで、踵かかとの高い靴くつを半ば脱ぬいでいたのだから、察しはつくだろう。

　興味本位で声をかけられるのが嫌いやだったので、パーティー会場からだいぶ離はなれたところに逃にげてきたのだ。まさか人がいるとは思わなかった。

　誰だれだろう。歳は、十代半ばか、もう少し上に見える。高く結ゆい上げた髪かみは亜あ麻ま色いろで、瞳ひとみは綺麗な淡あわいブルーだった。

「私はユーディット。ユディよ。あなたは？」

「……サクヤ」

　答えてから、あっという顔をして言い直す。

「違ちがう。エリアンヌ。エリアンヌ・クリスティーネ」

　ユーディットは小首を傾かしげて不思議そうに瞬まばたきをする。

「エリー？　それともクリスかしら？」

「どっちでも」

　ぶっきらぼうに答えると、ユーディットはころころと笑う。

「じゃあ、クリス。ご家族はどこ？　あなたの姿が見えなくて、心配しているんじゃないかしら？」

　あまり慣れない呼ばれ方に居い心地ごこちの悪さを感じながら答える。

「あっちの会場にいると思う。あたしがいないって気づいたらきっと捜さがしに来るから、それは大丈夫、だと思う。たぶん」

　その時、頭上からかすかにきいきいという鳴き声がした。

　ユーディットが怪け訝げんそうに天てん井じようを見上げる。夜よ闇やみの広がる窓の外に、幾いくつかの影かげが舞まっていた。

「コウモリね…」

　呟つぶやいて、ユーディットはくすりと笑った。

「まるであなたを守ってるみたいね」

　本当にそうなのだが、そこは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。

「ユディは、どうしてこんなところにいるの」

　尋たずねると、彼女はうっすらと頰ほおを染めた。

「……すごく好きな人に、別れの前に、ふたりきりでワルツを踊おどろうって、言われたの」

　パーティー会場から随ずい分ぶん離はなれているが、音楽はここまで届く。

「毎年、ふたりで踊ろうって。あ、でもね。別れって言っても、本当にお別れするんじゃないのよ。何年か外国に行くことになって」

　出発は明日。

　そしてさっき、ふたりきりでワルツを踊った。

　出立は早朝。彼は一曲終えると名残なごり惜おしそうにしながら帰って行った。

「…なんて、初めて会ったのにこんな話を聞かされても、おもしろくないわね。ごめんなさいね。でも、誰だれかに聞いてほしかったの。嬉うれしくて」

　なるほど。彼女はつい先ほど、最愛の男性からプロポーズを受けたのか。

　それで、嬉しくてどうしようもなくて、人のいないところで余よ韻いんに浸ひたりたかったのだろう。

「ふうん。……そんなに高いヒールの靴で、よく踊れるなぁ」

　心から感心する。

　すると彼女は苦く笑しようした。

「クリスはまだ慣れていないから、物もの凄すごく痛く感じるのね」

「慣れたら平気？」

「うん、平気」

　では、ユーディットと同じくらいの歳になったら慣れるだろうか。そうなら、あと五、六年経たったら慣れていることになる。慣れている自分がいまいち想像がつかないのだが。

「たとえば、大好きな人と踊るところを想像するのよ。クリスにだって、踊ってほしい人がいるでしょう？」

「……いるけど、いまはいない」

「どこか遠くにいるの？」

　うつむいて、小さく頷く。五年前に離れ離ばなれにされて以来、会わせてもらえない。

「……じゃあ、再会したとき踊れるように、高いヒールに慣れておくのはどう？」

　ユーディットは立ち上がり、軽かろやかにステップを踏ふんで見せた。

「しばらく会えないなら、その間に自分を磨みがくのよ。それで、次に会ったときにびっくりさせるの」

　ドレスの裾すそを持って、まるでパートナーがそこにいるかのようにして、流れてくる円舞曲ワルツにのせて、ユーディットはステップを踏む。パーティーの場にいた誰よりも軽やかで優ゆう雅がな足取りだ。

「私、ワルツには自信があるのよ」

　片目を瞑つぶって見せる。

「……教えてくれる？」

　上うわ目め遣づかいに尋ねると、彼女はにっこりと笑った。

「勿もち論ろんよ、小さなクリス」




　　◇　◇　◇




　黄昏たそがれの城からマインツの屋や敷しきにようやく戻もどってきたアルベルト・フォン・ベルンシュタインは、一通の封ふう筒とうを携たずさえていた。

　この屋敷の主あるじであり、アルベルトの父親であるカールは、その封筒を渋じゆう面めんで受け取った。

「カール様、ここにしわが…」

　眉み間けんを示す執しつ事じのルイに、カールは半眼を向ける。

「しわも寄ろうというものだ。ああ嫌な予感がする。とても嫌な予感がする。そこの火にこれをくべてなかったことにしてしまいたいんだが、どう思うかなグレーテル」

　赤々と燃える暖だん炉ろの火を示しながら大おお仰ぎように諸もろ手てを広げる。

　冗じよう談だんとも本気ともつかない当主の言葉に、エプロンドレスを身につけて髪をシニヨンにまとめたメイドのグレーテルがころころと笑った。

「よろしいんじゃございませんか？」

「だめですよグレーテル、カール様が本気になさいます」

　慌あわてて止めるルイに、グレーテルは笑えみを向ける。

「大丈夫ですよ。燃やそうと燃やすまいと、最後にはやらざるをえなくなりますもの」

　口に手を当てる老女に、カールはがっくりと肩かたを落として、封ふう書しよを放ほうり出し、ウィングバックチェアの背に両手をつく。

　封書ははらりと床ゆかに落ちた。

　そんな父の姿に、この屋敷に戻ってくるまでの十年間、年に数度顔を合わせるだけだったアルベルトは思った。

　やはり、会うときは「子どもの目には凜り々りしく素す晴ばらしく映る愛にあふれたファーター」を演出しようとしていたのか、と。

　あまり成功していなかったが。

　凜々しく素晴らしくを除けば別に演出する必要などないものを、滅めつ多たに会えないからと気合を入れて失敗するのは世の常であるらしい。大体、アルベルトは別に父に凜々しさや素晴らしさは求めていない。そんなものがなくても父は充じゆう分ぶん尊敬に値あたいする男だ。

　しかしアルベルトがそういったことを口にしたことはないので、カールには伝わっていないのかもしれないが。

「アルベルト様、どうぞ」

　目の前に置かれたマイセンのカップに注がれたのは、ベルガモットの芳ほう醇じゆんなアールグレイだ。

　腰こしまで届く長い金の髪を首の後ろで束ねたルイは、二十歳はたちを過ぎたくらいの青年だ。外見は。家事全ぜん般ぱんはグレーテルの仕事なのだが、紅茶を淹いれることだけは執事であるルイに軍配が上がる。何がどう違ちがうのかは説明しづらいのだが、ルイの淹れる紅茶のほうが僅わずかにおいしいのである。

　無言で応じてカップを取ったとき、扉とびらが開いた。

「ただいまー」

「こんにちはー」

　入ってきたのは、栗くり色いろの長い髪かみをスティック一本で器用にまとめた少女と、ペーパーバッグを片手に提さげた少年だった。

　少女の名を司堂咲夜といい、カールの義理の娘むすめにしてアルベルトの義理の妹だ。わけあって日本名を持つ彼女は、明らかに西洋の血が入っている。

「お帰りなさいませ、咲夜様。遅おそかったですね」

「要さんとはどこで？」

　昼過ぎに買い物に出かけて、戻ってきたのは五時近く。五時を過ぎたら迎むかえに出ようと家族たちは考えていた。

　ルイとグレーテルに頷うなずいて、咲夜はアルベルトの座る三人掛がけチェアにひょいと腰を下ろす。

「色々見てたら時間が経ってた。要とはうちの前で会ったの」

「そうなんですよ。これカールさんに」

　ウィングバックチェアに両手をついていたカールは、顔を上げて目をしばたたかせた。

「む？　何かね、要君」

「さぁ。じいちゃんから送られてきたんですけど、厳重に梱こん包ぽうされてて中を見てないからわかりません」

「宮大工のお祖父じい様が？　なんだろう」

　それまで沈しずんでいたカールの目がきらりと光った。

　いそいそと袋ふくろを開け、何重もの包みを開くと、現れたのは古めかしい長方形の彫ちよう刻こくだった。木製の板が細やかに透すかし彫ぼりされている代しろ物ものだ。

　それをひと目見るなり、カールの目が輝かがやいた。

「おお…！　これは、欄らん間まの彫刻。それも相当な年季が入っていると見た！　素晴らしい、まさに逸いつ品ぴん…！」

　添そえられていた封書によれば、家屋解体に携わっている知人が持ってきたものだが、お好きだと思われるので良かったら、ということだった。

　彫刻を抱かかえてカールはいまにも踊りだしそうだ。

「要君、きみのお祖父様はなんと素す敵てきな御ご仁じんだろうか！　礼状をしたためてくるから待っていてくれたまえ！」

　部屋を出ていくカールの足取りは軽く、宙に浮うきそうな様子だった。

　それを見送った要は呟つぶやいた。

「あれ……欄間だったんだ。てか、ひと目でそれがわかるカールさんすげぇ。ドイツ人なのに…」

　黙だまっていたアルベルトが小さく苦く笑しようした。

　日本文化をこよなく愛するカールは、ドイツ人である前に人間ですらない。

　世界中に散らばるモンスター・クラーンを束ねる、ヴァンピーア族の長おさだ。

「父さんああいうの好きだもんねぇ」

　感心する咲夜に、要はだよなぁと応じた。

　職人気質かたぎの祖父はあまり口数が多くない。しかし、孫が世話になっている相手の好みを熟じゆく慮りよした、実に粋いきな心こころ遣づかいではないか。ぜひ見習いたいものだ。

「要さんのおかげでカール様が元気になられましたねぇ」

　朗ほがらかに笑うグレーテルに、咲夜は怪け訝げんな目を向けた。

「どうかしたの？」

　ルイとグレーテルが顔を見合わせて困ったように笑う。

　ずっと沈ちん黙もくしていたアルベルトが立ち上がり、落ちたままになっていた封書を取り上げた。

「エーアストからカールに。おそらく、ケッツァーに絡からんだ依い頼らいだな」

　咲夜の表情がすっと引き締しまった。







　カールはクラーンの長なのだが、もっとも権力のある存在かというと、そうでもない。

　クラーンの頂点に君臨するのは、いまも黄昏の城に住むエーアストだ。その齢よわいはどれほどのものか、正確なところを知る者は少ないという。

　クラーンは様々な種族の複合体だ。人間たちから「怪物モンスター」と呼ばれるクラーンのものたちは、人間を「隣人ナハバール」と呼ぶ。

　クラーンには血の掟おきてがある。その掟を破り「隣人」に害をなしたモンスターは「異端者ケツツアー」と見み做なされ、クラーンを束ねる長、ベルンシュタイン家を筆頭にしたヴァンピーアたちによって狩かられることになる。

　狩るか否いなかを裁断し決定するのがエーアストだ。

　そしてエーアストからの封書は、形は依頼だが、実質は命令なのだった。







　アルベルトの手にある封書は、まだ開かい封ふうすらされていなかった。

「中を見なきゃいけないんじゃないの？」

「カールが渋しぶってまだ確かく認にんしていない」

　アルベルトは父を名前で呼ぶ。物心ついたころからずっとそうなので、いまさら訂てい正せいする気にもならない。

「開けていいのかなぁ？」

　眉まゆ根ねを寄せる咲夜が手をのばしてきたのを、アルベルトはひょいとよけた。

「お前はいい」

　咲夜の眉み間けんにしわがよる。

「咲夜様、可愛かわいいお顔が台無しですよ」

　苦笑交じりにたしなめてくるグレーテルに、咲夜は頰ほおをふくらませた。

「アベルが見せてくれないからよ」

「いいと言っている」

「見るくらいいいじゃない」

「長が見ていないものを見せられるか」

「父さんの代わりよ」

「カール自身が見るべきものだ」

「アベルがいるんだからいいと思う」

「俺にその資格はない」

「むう」

　咲夜は上うわ目め遣づかいにアルベルトを睨にらんだ。

　アルベルトは涼すずしい顔だ。

　そのやりとりを見ていた要は、つつつとルイとグレーテルの近くに移動して声をひそめた。

「あのアベルさんが、物もの凄すごくしゃべってますねぇ」

「本当ですねぇ」

　ほけほけと笑って応じるルイに、グレーテルが頷く。

「この屋や敷しきに戻もどられてから、一番多く話されていると思いますよ」

　緊きん張ちよう感かんのない会話が小声でなされている間にも、アルベルトと咲夜は口論を続けている。

　と、そこに、ロウで封ふう緘かんしベルンシュタイン家のものらしい紋もん章しようを押した手紙を持ったカールが戻ってきた。

　息子むすこの手にある封ふう書しよを見て一気に嫌いやなことを思い出したカールは、肩かたを落としながら額を片手で押さえた。

「あー……。あ、要君、これをお祖父様に送ってもらえるとうれしい」

「あ、了りよう解かいです」

　封ふう筒とうは上等な羊皮紙で作られていて、品のいい飾かざり枠わくが描えがかれていた。宛て名はアルファベットだ。見事な筆記体で祖父の名が記されている。

　カールなら達筆な漢字で書けそうな気がしていたが、やはりそこまでは無理だったか。

　ということは中の手紙を俺が訳して聞かせることになるのか。じいちゃんはドイツ語わからないし。まぁドイツのヴァンピーアが流りゆう暢ちように日本語を話せるだけでも凄すごいことだしな。

「和紙の縦書きレターセットを切らしてしまってね。あれがあれば気合を入れて筆で書けたのに、無念だ」

　書けるのか。しかも筆か。

　予想の斜ななめ上をいかれてしまった。恐るべし、日本通のヴァンピーア。

　カールは深々と嘆たん息そくすると、言い合いをしているアルベルトと咲夜の間に割って入り、息子の手から封書を取り上げた。

　色々と諦あきらめて封ふうを開ける。エーアストからの封書の緘はクラーンの紋章だ。

「聞いてよ父さん、アベルがあたしのこと邪じや魔ま者もの扱あつかいするのよ」

「そんなことは言ってない」

「あたしだってクラーンの一員なのに」

「そういう問題じゃないだろう」

「狩りの依頼ならあたしも行くわよ」

「お前はいい」

「足手まといだっていうの？」

「なぜそうなる」

　どこまでも平行線のアルベルトと咲夜の間に立ったカールは、書面を渋じゆう面めんで追いながら口を開いた。

「残念ながらアルベルト、今回はお前の負けだ。エーアストは咲夜も加えるようにと言っている」

　アルベルトが無言でカールを睨む。その眼前にエーアストからの手紙が突つき出された。

　記された文面を追ううちに、アルベルトの目つきが剣けん吞のんなものになる。

　一方の咲夜は怪訝そうに首を傾かしげた。

「父さん、エーアストはなんて言ってきたの？」

　エーアストの手紙を咲夜に見せながら、カールは息子を一いち瞥べつした。

　押し黙ったアルベルトは、物ぶつ騒そうな気配を醸かもし出している。

　父の手から手紙を受け取った咲夜は、文面を読み進めるうちに目を瞠みはってふっと息を詰つめた。

　狩らなければならない対象の名に、覚えがあった。

「……ユディ」




　　◆　◆　◆




　──勿もち論ろんよ、小さなクリス

　そう言って、ワルツのステップを教えてくれた少女は、今年二十一歳になっているはずだ。

　あのときユーディットに告げた名は、カールたちがつけてくれたクラーンとしての名前で、司堂咲夜というのは人間としての彼女の名前だ。

　咲夜は赤ん坊ぼうの頃ころ、実の親に捨てられて、モンスターであるカールたちに拾われた。

　カールをはじめとしたベルンシュタイン家のものたちは咲夜を実の家族同然に扱い大切にしてくれているが、ほかのクラーンにとっては彼女は異端の存在だ。

　咲夜が狩かりに意い欲よくを見せるのは、彼女を疎うとましく思うクラーンの長老たちに付け入る隙すきを与あたえないためでもある。かろうじてクラーンの一員たる資格を与えられはしたものの、彼女を排はいそうとする意思は根強いものがあるからだった。

「アベルが不ふ機き嫌げんだなぁ…」

　自室のベッドに腰こしを下ろしていた咲夜は、呟つぶやいて深く息をついた。

　エーアストの依い頼らい書を開いてから三日。今こ宵よい狩りを決行することになっている。

　標的の名はユーディット。咲夜が五年前に一度だけ会ったことのある女性だ。

　彼女は人間だった。にもかかわらず、クラーンに狩られることになった。

　クラーンを離り反はんしたケッツァーによって闇やみに染められたものを「闇にフエ転化アヴしたアンドものルング」と呼ぶ。

　ユーディットは、ケッツァーの、おそらくヴァンピーアの牙きばを受けてフェアヴァンドルングとなった。

　愛する男性に求きゆう婚こんされ、毎年ふたりでワルツを踊おどると言っていた。

　希望に満ちていたはずの彼女がなぜ。

　ベッドサイドのボードに目を向ける。

　革かわのショルダーホルスターと、咲夜の名前の刻まれた回リ転ボ式ル拳バ銃ーが無造作に置かれている。

　人間である咲夜には、ケッツァーを狩るための爪つめも牙もない。これはその代わりだ。手入れはしているものの、しばらく使用していない。

　愛あい銃じゆうを手にしてシリンダーをスウィング・アウトさせる。シリンダーは空だ。ケッツァーを狩るには、特別に作られた弾だん丸がんが必要なのだが、それは用意してもらえるのだろうか。

「長老たちは底意地が悪いからなぁ。自分で作れって言われても驚おどろかないわ」

　もし本当にそうなったら少し困るが、まぁ何とかなるだろう。

　それよりも、アルベルトの機き嫌げんが悪いほうが咲夜にとっては重大な問題だった。

　少し前の狩りで、少々怪け我がをした。咲夜は少々のつもりなのだが、アルベルトにとっては少々ではなかったようだ。

　あちこちぶつけてあざになったものが、完全に消えていない。

「まぁ……まだちょっと痕あとが残ってるけど……」

　深刻な顔で唸うなっているところに、軽いノックの音がした。

「咲夜様、入りますよ」

　グレーテルの声だ。ボードに銃を置きながら応じると、ドアを開けた老女は箱を手にしていた。

「こちらをどうぞ。サイズは合っているはずです」

　ベッドにおろした箱を開けると、深しん紅くのドレスが入っていた。

「わ…」

　たたまれているドレスを持ち上げる。黒のレースと裾すそのフリルがアクセントになっていて、派手すぎず地味すぎず、実にいいセンスだ。

「まぁ、咲夜様によく似合いそうだこと。さすが…」

　感かん嘆たんするグレーテルを振ふり返り、咲夜は首を傾げた。

「これ、グレーテルが選んだんじゃないの？」

「いいえ。どなただと思われます？」

「父さん？」

　グレーテルは首を振る。

「じゃあ…アベルだ」

「さようでございます」

　そうしてグレーテルは苦く笑しようした。

「相変わらず不機嫌でいらっしゃいますけど、いま手配できる中から一番咲夜様に似合うドレスを選ばれるんですから、さすがですねぇ」

　咲夜は複雑な心境でドレスをためつすがめつした。

「似合う、かなぁ？」

　正直なところ、咲夜は実はフォーマルな出いで立ちで畏かしこまったところに出るのが好きではない。

　ベルンシュタイン家は遠い昔にどこかの王から公こう爵しやく位を与えられた、いわゆる名家なので、ヨーロッパの社交界ではそれなりに顔が利きく。社交界というところは噂うわさが飛び交かう。

　公爵家に引き取られた身寄りのない少女など、格好の餌え食じきだ。

　幼い頃に何度か父に連れられて行ったことがあるのだが、そのたびに好こう奇きの視線を向けられて、以来おおやけの場に出るのが嫌になった。

　ふと、咲夜の目が翳かげった。

　そんな中で、ユディはほぼ唯ゆい一いつ普ふ通つうに接してくれた相手だったのだ。

「さ、咲夜様。支し度たくをなさいませんと」

「…うん」

　さて、そこからがひと騒そう動どうだった。

　赤いドレスは体の線が出る。それは別にいい。パーティーに出る女性はみんなこういったドレスなのだから、そこに文句はない。

　鏡を見ながらグレーテルが唸った。

「……お嬢じようちゃま」

　ドレスのラインを整えるために四苦八苦している咲夜を、グレーテルは険しい面おも持もちで見つめている。

「なに？」

「いまのままですと、やはり少し細すぎますよ」

　咲夜は肩かたをすくめる。

「いまより太ると、体が重くなって動きが鈍にぶる」

　老女は難しい顔で頰ほおに手を当てる。

「ですが、もう少しボリュームがあったほうが女性らしさが出ますのに」

　極力削そぎ落とされた結果、背中にも脇わきにも余分な肉がないので、寄せることもできない。

「いいの。それより、あざが見えてたりしない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　むき出しの肩と背中を気にする咲夜に、グレーテルは息をつきながら応じた。

「ファンデーションで隠かくせますから大丈夫です。髪かみはどうされます？」

「ごてごて結ゆったりすると、いざってときに崩くずれたりして困りそうだから、特にいじらなくていいわ」

　ではせめてと、ドレスに合った髪かみ飾かざりをつける。

　ショールを腕うでにからめ、用意されたハイヒールを履はいて、支度が整った。

　深呼吸をして、公爵令れい嬢じようのモードに切り替かえる。所作振ふる舞まいは完かん璧ぺきに叩たたき込まれているが、普ふ段だんは心のクローゼットにしまってある。それを出してくるのだ。

　メイクは派手さのない上品なもの。

「上流階級のお嬢様だったらネイルもきちんとしてそうだよね」

　短く切りそろえられた爪を目の前に掲かかげる咲夜に、グレーテルが切り返す。

「短くても形を整えていらっしゃいますから問題はございません。かえって清潔でよろしゅうございます」

　きっぱりと断言するグレーテルに鏡越ごしに苦笑する。いつもは何もしていないのだが、さすがに今日ばかりはそうもいかないのでマニキュアを塗ぬる。

　鏡の中の自分をよく見定めて、咲夜は頷うなずいた。

「よし。できた」

　最後の仕上げは愛銃レディスミスをどこに携けい帯たいするかだ。普段はケープや上着の下にショルダーホルスターをつけるのだが、ドレスではそうもいかない。

「ハンドバッグに入れて行くのがよろしいのでは？」

　グレーテルの提案に咲夜は首を振った。

「こういうときにどうするかは、決まってるわよ」







　赤々と火が燃える暖だん炉ろの前で、東條要はうなだれていた。

「……あのぉぉぉぉ」

「はい？」

「なんだね？」

　ルイとカールが同時に振り返る。カールは正装、ルイも同様だ。違ちがうのは、カールのコートを執しつ事じであるルイが腕にかけていることくらいか。

　三人掛がけのチェアに足を組んで座っているアルベルトが無言で要に視線を投じた。彼は黒いセーターとジーンズというラフな姿だ。

　対する要はというと、フォーマルスーツに着られていた。こんな格好をするのは七五三のとき以来だ。

「どぉして俺が、こんな服着てパーティーに行かなきゃいけないんですか？」

「虫よけだ」

　短く答えたのはアルベルトで、彼はそのまま手にしたペーパーバックに目を落とす。

「…ということなので、よろしく頼たのむよ要君」

　ぽんと肩に手を置いてくるカールに、要は言い募つのる。

「ですから、カールさんとルイさんがいるんですから、別に問題ないでしょう？　なぜ俺が！　上流階級とは縁えんもゆかりもない俺が！」

　頼みがあるからと呼ばれたので来てみたら、こちらにお召めし替えをとルイから箱を渡わたされた。開けたらフォーマルスーツが一式揃そろっており、丈たけも幅はばもほぼぴったりで驚おどろいた。

　いや、それはいいのだ。いや、よくないのか。いやそれはこの際どうでもいい。問題なのは、今夜とある城で開かい催さいされるというどこかの会社社長主しゆ催さいのパーティーに、咲夜をエスコートしてほしい、と頼まれたことなのだ。

　どこの城かはまったく興味がないので聞いたそばから抜ぬけ落ちた。

「カールとルイは父親と執事だ。あまり意味がない」

　ページに視線を据すえたまま淡たん々たんと答えるアルベルトに、要は向き直った。

「だったらアベルさんが行けばいいだけの話じゃないですかっ！」

　と。

　要が思わず数歩後あと退ずさってしまうほど急激に、アルベルトは周囲の気温を下げた。

「…………」

　怒おこっているわけでは、どうやらないようだった。どちらかというと、心の底から拒きよ絶ぜつしている、といった風ふ情ぜいだ。

　さすがにかける言葉がない要の腕を、ルイがついと引いた。

　振ふり向くと、ルイが無言で手招きをする。そのままふたりですみに移動して、声をひそめた。

「アベルさんは、あれはどうしたんですか？」

「それが、過去に色々と物もの凄すごく嫌いやな思いをされたようで……。表だってパーティーに出られるのは嫌だと仰おつしやるんですよ」

　そこに、カールも移動してきた。

「アルベルトの言うとおり、私とルイでは大した防ぼう波は堤ていになれないだろうと思ってね。申し訳ないが、少しの間協力してもらえないだろうか」

　要は半眼になった。

「あのー。虫よけとか、防波堤とかいうのは、あれですよね。司堂に近づいてくる奴やつに対して、ということですよね」

「そうそう」

「それだったら別に、司堂ひとりで追っ払ぱらえるのでは？」

　何しろヴァンピーアを相手に臆おくすることなく愛あい銃じゆうを構えて弾たまをぶっ放す少女だ。言い寄ってくる男の一人や二人や三人や四人、あっさり返り討うちにできそうなものではないか。

　しかし、カールは人差し指を一本立ててちっちっと振った。

「違うんだよ要君。こういう場合、咲夜が自分で追い払はらっては角が立つ」

「ベルンシュタイン家のご令嬢は、随ずい分ぶんとはっきりものを仰いますのねぇ、などという嫌いや味みを、上流階級のご婦人があちらこちらに吹ふい聴ちようして回るようなことになってしまいますと、クラーンの長老方の心証がいささかよろしくない方向に傾かたむいてしまう恐おそれがありまして……」

　ルイまでが深刻な口ぶりなので、さしもの要も言葉に詰つまった。

　彼女のクラーンにおける立場は難しいものである、とは聞いている。聞いているが、だがしかし。

「俺なんかがいても、あんまり意味がない気がしますけどねぇ」

　するとカールが、いやに真しん剣けんな顔でこう言った。

「要君。自分のことを、なんか、などと言ってはいけないよ。こんなことを頼んでいる私が言うことではないが、そういう己おのれを卑ひ下げするような物言いは、やめるべきだ」

「いや、そこまで深刻なつもりは……」

　深く考えて言ったわけではないので、そんなに真剣に諭さとされてしまうと、なんだかそこまで考えてもらってかえって申し訳ないと言うかなんと言うか。

　アルベルトを一いち瞥べつして、要は気づいた。

　彼のあの黒ずくめは、もしかしてあの上にジャケットとケープを羽織ったら、狩かりの正装なのではないだろうか。

「……もしかしなくても、アルベルトさんも行くんですか」

　ルイが頷いた。

「はい。会場には入りませんが、様子のわかるところに待機されることになっています」

　要は唸うなった。

　アルベルトがいないところで咲夜を任されるというのは色々な意味で責任重大だから腰こしが引けるのだが、目が届く範はん囲いでという条件なら、まだいいか。

「カールさんとルイさんもいるんですよね？」

「できる限りは」

「控ひかえの間に待機しておりますが、何か起こったときはすぐに駆かけつけます」

「う～～～じゃあ…、まぁ…」




　　◆　◆　◆




　パーティー会場にやってきた要は、きらびやかで豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされた。

　しばらく呆ほうけて、ようやく普段の調子を取り戻もどしたのは、パーティーが後半に入ってからだ。

　食事が終わり、流れはじめた円舞曲ワルツに乗せてのダンスタイムだ。

　先ほどから、若者から壮そう年ねんまでの男たちが、ちらちらと咲夜に視線を向けてきている。

　要の役目はここからである。気分は季節外れの蚊か取とり線せん香こうだ。

　ずっと立ち通しなので少し疲つかれたが、寄りかかるのは格好が悪い。慣れない靴くつなので足の裏がジンジンしてきたが、できるだけ顔には出さない努力にいそしむ。

　背筋をしゃんとのばし、優ゆう雅がにステップを踏ふむ紳しん士しと淑しゆく女じよの皆みな々みな様さまを眺ながめながら口を開く。

「……世の中には、こういう世界があるんだなぁ」

　そして、ああ本当にベルンシュタイン家は公こう爵しやくで上流階級の名家なんだなぁと実感が湧わいた。

　そしてそれとは別の感かん慨がいを抱いだき、要は咲夜を顧かえりみた。

「……なによ」

「あのさぁ。変な意味じゃなくて言うんだけど」

　怪け訝げんに眉まゆ根ねを寄せる咲夜を、とりあえず上から下まで見る。

「これは本音で、やっぱりお前細いだけあって、そういうドレス似合うよな」

「……ありがとう」

　わけが分からないまま一応礼を述べると、要は会場にいるほかの女性たちを一瞥した。

「で、何度も言うけど、本当に変な意味でなく」

「うん？」

「女って、細いほうがいいって言って一いつ生しよう懸けん命めいダイエットするけどさ。たぶん司堂くらいなのが理想なんじゃないかと思うんだけどさ」

「はぁ」

「そういうドレスって、あんまり細いとちょっと寂さびしく見えるもんなんだなぁ」

　咲夜は瞬まばたきをした。

　会場にいる女性陣じんは、みな一様にボディラインがあらわになるドレスをまとっている。咲夜と歳の近い少女もちらほら見える。彼女たちも、咲夜ほどではないがとてもスレンダーな体つきをしている。

　もう少し歳が上の女性たちは、体つきが少し違ちがう。ひとことでいうなら、丸みがあって女性らしい。

「……まぁ、そうでしょうねぇ」

「しつこく言うけど、変な意味じゃないからな。細くなりたいって気持ちなんとなくわかるなぁと思ったし」

「わかってるわよ。単純に客観的な感想でしょ。でもまぁ、ぎりぎりだから、彼女には言わないことを勧すすめるわ」

　と、要は頭を抱かかえた。

「正月に会ったとき、ダイエットしてるとか言ってたんだよ…」

　咲夜とまではいかなくても充じゆう分ぶんスレンダーに見えるのに、なぜさらに瘦やせたいのか。要にはわからない。

　咲夜は苦く笑しようした。なるほど、そこに帰結するのか。

　口を開こうとして、不意に咲夜は目を見開いた。

　視界のすみに、何かがかすめた。

　咲夜とほぼ同じ年ねん齢れいだろう少女が、奇き妙みように表情のない顔でふらふらと会場を出ていく。

　カールは会場の中央付近で幾いく人にんかに捕つかまっている。ルイがいるのは咲夜たちがいるのとは反対側の壁かべの向こうにある控えの間だ。

　咲夜は身を翻ひるがえした。

「司堂？」

「ルイを呼んで」

　言い置いて、不自然に見えない速さで急ぎ、少女の後を追った。

　城の一階にある大広間から回かい廊ろうを抜ぬけて、見事な庭園に出る。

　よく晴れた星空が広がる。冷たい風が肌はだを刺さす。上着もなしにこんな寒さの中に出ていくのは明らかにおかしい。

　パーティー会場から響ひびいてくる音楽が風に乗って消えていく。

　庭園の奥へ奥へと分け入った咲夜は、ふらりと立ち止まった少女の向こうに、記き憶おくにあるのとほとんど変わらない姿を見み出いだして立ち止まった。

　少女の肩かた越ごしに咲夜を見つけたのか、ユーディットははっと表情を強こわ張ばらせた。

「……あなた…クリス？」

　ゆっくりと歩み寄っていきながら、咲夜は静かに頷うなずいた。

「久しぶりね、ユディ」

　彼女はぎこちなく笑った。

　少女が突とつ然ぜん踵きびすを返し、咲夜の横をすり抜けてもと来た道を帰っていく。

　それを横目に見ながら、咲夜はユーディットと対たい峙じした。

　五年ぶりに会ったユーディットは、ほとんど変わっていなかった。

　年を取っていないのだ。

　咲夜は唇くちびるを嚙かんだ。

「……ねぇ、ユディ。この世界に、人間によく似ているけど、人間じゃないものがいるって、知ってる？」

　ユーディットは笑おうとして失敗し、口元を歪ゆがめた。

「なんの…話？」

「知ってるよね。……ユディ。どうして、ヴァンピーアの牙きばを受けたの？」

　年を取っていないユーディット。

　彼女は四年前に忽こつ然ぜんと姿を消した。そして、年に一度か二度、冬の夜に行われる賑にぎやかなパーティーに紛まぎれて、少女を襲おそった。

　少女たちは、自分に何が起こったのかを覚えていない。首筋に虫に刺されたようなふたつの痕あとがあり、ひと月ほど貧血に悩なやまされる。それだけだ。

　クラーンがユーディットに気づくまで四年かかったのは、彼女が冬の間に一、二度しか現れないからだった。

「……私ね、もう一度、あの人とワルツを踊おどりたかったの」

　歪んだ笑え顔がおで、ユーディットは語り出した。

「あの人が帰ってきたら、結けつ婚こんする。そうして、毎年毎年、ワルツを踊るの。その日が来るのを楽しみにしていたのよ」

　咲夜の吐はく息は白く煙けむる。だがユーディットの息はそうならない。彼女の肌は、透すき通るほどに白い。まるで血の気を感じられないほどに。

　時を止めたユーディット。彼女より低かった咲夜の背せ丈たけは、彼女をほんの少し追い越こした。

　ユーディットは目を閉じて天を仰あおいだ。

「今日のように寒い、冬の夕方だったかしら。急に頭が痛くなって……。割れるように痛くなって、誰だれも呼べずに倒たおれて、そのまま動けなくなったの」

　もしかしたらこのまま死んでしまうのではないか。

　そんな気がして、とてつもない恐きよう怖ふに襲われた。

　死にたくない。死にたくない。せめてもう一度、あの人と。

　黙もく然ぜんと聞いていた咲夜が、ぽつりと呟つぶやいた。

「ワルツ…」

　それが、彼女の命をつないだもの。

　本来昼の領域に生きるナハバールが、それを捨てて闇やみに染まってまでしがみついたもの。

　もう一度、ワルツを。

「その時に、天使が現れたのよ」

　ぴくりと、咲夜の肩かたが震ふるえた。冷たくなった手のひらを静かに握にぎりしめ、力を込めた。

　その耳に、歌うようなユーディットの声が突つき刺さる。

「天使は言ったわ…」

《──生きたい？》

　金の髪かみと、紫むらさきの瞳ひとみをした、とても優やさしく笑う青年。微笑ほほえむ口元に、いやに尖とがった犬歯がちらりと覗のぞいていたのを確かに認めた。

　それが本当は天使などではないことを、ユーディットはわかっていた。

　けれども、ひとつの願いにしがみつく彼女は、青年の言葉に頷いてしまった。

　その日から、彼女の時は夜の世界に刻まれるようになった。

「……ねぇ、クリス。私、生きたかったのよ。生きて、もう一度あの人に会って、それで……」

　目を開けたユーディットは、ふつりと沈ちん黙もくした。

　赤いドレスの裾すそが風に翻る。黒いショールがひらひらと舞まってどこかに飛んでいく。

　おろしたままの栗くり色いろの長い髪が風に遊ぶのをそのままに、初めて会ったときとは違う、時を重ねてきた面おも差ざしの少女は片かた膝ひざをついた。そして、ドレスの裾を引きあげ、太ふと腿ももに忍しのばせておいたリボルバーを抜くと、静かな眼まな差ざしを旧知の相手に向ける。

　ユーディットは一歩足を引いた。

「クリス…それは、何？」

「あたしはね、ユディ。あなたを狩かりに来たのよ」

「何を…言っているの。私はもう、そんなものでは死なないのよ？」

　ユーディットが悲痛に笑う。

「死ねないのよ、私は。あの日から私は、行き場がなくなってしまったの」

　行き場。──生き場。

「そうね。だから、あたしが来たの」

　咲夜はリボルバーを構えながら立ち上がると、トリガーに指をかける。

「ユディ。あなたの前に現れたのは、あたしたちが追っているヴァンピーア、エクシール」

　ユーディットは再び足を引く。

「クリス…」

「エクシールの牙を受けたフェアヴァンドルング、ユーディット。クラーンの掟おきてに従い、あなたを狩る」

「…………っ！」

　ユーディットは不意に牙を剝むき、髪を振ふり乱しながら飛びかかってきた。

　咲夜は息を詰つめる。

「ユディ。───ごめん」

　轟とどろいた銃じゆう声せいは優ゆう雅がな円舞曲ワルツに搔かき消されて、会場にいるたくさんのナハバールたちは、誰ひとり気づかなかった。







　弾だん丸がんは眉み間けんに命中し、ユーディットの体は灰になってさらさらと崩くずれていく。

　崩れながら咲夜に手をのばしたユーディットは、泣きながら微笑んでいた。

　指先が崩れて風にさらわれていく。

　咲夜はゆっくりと銃じゆうを下ろすと、息を吐き出した。

「……」

　かすかな足音を聞いた気がして振り返ると、白しら鞘さやを手にしたアルベルトがいた。

　咲夜は緊きん張ちようのゆるんだ顔でもう一度息を吐き出すと、その場にぺたりと座り込んだ。

　目をしばたたかせたアルベルトが駆かけ寄ると、右手に銃を摑つかんだまま、彼女はぽつぽつと言った。

「……初めて会ったとき、ユディはあたしにワルツを教えてくれたの」

　アルベルトは片膝をついて咲夜の右手を取ると、かじかんでうまく動かなくなっている指を開いていく。

　シリンダーに込められていた弾たまは一発だけ。万が一外したときには、アルベルトが出ていく手はずになっていた。

「踊りたい相手に会えない間に、自分を磨みがくのよって、笑ってた。慣れたらハイヒールも痛くなくなるって」

　咲夜はうつむいて、頭かぶりを振る。

「ユディの噓うそつき。全然慣れない。すごく痛い」

　噓つき。あんなに嬉うれしそうに笑っていたのに。毎年踊るのだと言っていたのに。

「噓つき。こんなに痛かったら、ワルツを踊るのなんて無理だよ。せっかく教えてもらったのに」

　白鞘を置いて、リボルバーを自分のベルトにねじ込んだアルベルトは、咲夜に手を貸すと立ち上がらせ、そのまま左ひだり腕うで一本で抱だき上げた。

「アベル？」

　パーティーの会場からは、最後の曲が流れてくる。

「ワルツを覚えたんだろう？」

　頷うなずくと、アルベルトは咲夜の手を取った。







　ルイとともに庭園に出てきた要は、かすかに聞こえる円舞曲に乗せてふたりきりで踊るアルベルトと咲夜を見つけた。

「……えーと、これは、あれですかね。いま邪じや魔まをしたら、俺たちの命、危ないですよね」

「そうですね。円舞曲が終わった頃ころ合あいを見計らって行きましょうか」

　即そく座ざに回れ右をしてそこから離はなれながら、要はふと思いついて尋たずねた。

「アルベルトさん、何があってパーティーが嫌きらいになったんですか？」

　ルイは苦く笑しようした。

「長老たちがことあるごとにクラーンの姫ひめたちを招いてパーティーを開いたんだそうです。嫌いや々いや相手をさせられて、ダンスに至ってはもう二度としないと心に誓ちかわれたそうです」

「へぇー。……踊ってましたけど」

「ですね」

　要とルイは顔を見合わせ、どちらからともなく苦笑した。







　あとがき







　最後のランキングは、一位、咲夜。二位、ロード。三位、カール、要。以下、アルベルト、ルイ、ジル、トーゴ、ウィルヘルミネ。バレンタインにはロードにチョコを頂きました。

　甘塩コメコ様。咲夜たちを描えがいてくださって、本当にありがとうございます。これ以外どうしても言葉になりません。ずっと読んで下さっていた皆みな様さまにも、最大の感謝を。お手紙やチョコもありがとうございました。ぜひまた感想を聞かせて下さい。

　次のビーンズ文庫新刊は少年陰おん陽みよう師じ、短編集の予定です。過去の短編の再録と、さて書き下ろしは何がいいか。要望の多いところだと、あれとかあれですかね、菅生すごうの郷さとの。

　黄昏たそがれにはじまって黎れい明めいに終わった咲夜たちの物語。書きたかったことを全部書ききって終われる幸せを得られたのは、『篁たかむら破は幻げん草ぞう子し』以来です。書きつづけてきて本当に良かった。

　いったん幕を引きますが、「隣となり」にいる私は要と同様に「鍵かぎ」を持っているので、いつでも彼らに会いに行けます。もう読者の皆さんもその「鍵」をお持ちですね。あの扉とびらの向こうで、彼らは「親愛なる隣人ナハバール、黄昏の世界へようこそ」と、きっと笑顔で迎むかえてくれるでしょう。





結城光流　　
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　日常から非日常につながる扉とびらを開けたのは、もう随ずい分ぶん前なのだ。







　ダウンジャケットの前を首まできっちり締しめて、要はポケットに両手を突つっ込んだ。

「…さむ」

　風の冷たさを侮あなどっていた。家を出る前に、ダウンジャケットだからマフラーも手て袋ぶくろもいらないだろうとか、なぜ思ったのだ、俺。

　待ち合わせ場所は、家の近くの神社の鳥居前。

　場所を決める電話の際、久しぶりだしもっとこじゃれたところにしようと提案してみたのだが、初はつ詣もうでを一いつ緒しよにしたいからと言われて、そういうことなら異論はないと返した。

　正月の三さん箇が日にち最終日。一月三日の昼前だ。

　寒々しい青の空は、日本の冬の色だ。

「……ドイツの冬は、もっと重くて灰色なんだよなぁ…」

　でもってもっと寒いんだよなぁと呟つぶやいて、要は目を細めた。

「……寒いんだよなぁ」

　ちゃんと、自分は寒さを感じている。

　ポケットから出した手を空にかざして、まじまじと見つめる。

　犬歯は短く、唇くちびるを剝むいてもそれほど目立ちはしない。

　あれからもう、四ヶ月たった。

　ベルヒテスガーデンからマインツに戻もどった要は、ごく普ふ通つうに学校に通って、クラスメートと遊んだり勉強をしたりしながら、何の変へん哲てつもない日々を過ごした。

　クライスがなくなったので、護衛は必要なくなった。

　マインツのベルンシュタイン邸ていを訪ねても、住人は誰だれもいない。いつ戻ってくるのか、要は詳くわしいことを知らされていない。

　閉とざされた門の前にときたま自転車で乗りつけて、開かないかなーと無む駄だな努力を試みる回数も随分減った。

　いまでは二週間に一度あるかどうか、ほかの用事で門前を通りかかったときくらいだ。

　要はひとつ瞬まばたきをした。

「……噓うそでした。わざわざ用事を作って、門の前まで行くんです」

　誰が聞いているわけでもないのに訂てい正せいして、ふうと息をつく。

　その耳元で、笑えみを含ふくんだ声がした。

「なんだ、寂さびしいなら呼んでくれればいいのに。いつでも相手をしてあげるよ、東條要くん」

　要は目を剝いてがばっと振ふり返った。

　誰もいない。鳥居の向こうに、初詣の参拝者が何人かいるけれども、声は耳のすぐ後ろから聞こえたのだ。

「……まさか、なぁ」

　空耳か、空耳なのか。空耳にしてはいやにはっきりと、優やさしいんだか冷たいんだか面おも白しろがっているんだかわからない声こわ音ねで、あの男が言いそうな言葉が聞こえたぞ。

「うううう」

　渋じゆう面めんで唸うなっていた要の肩かたを、誰かがぽんと叩たたいた。

「わあぁぁぁっ！」

　飛びあがるほど驚おどろいた要の叫さけびに、相手が面めん喰くらって目を丸くする。

「ごめんね、驚かせちゃった……？」

　はたっと我に返った要は、ぶんぶん首を振った。

「いやいやいやいやいやっ、ごめん、ちょっと考えごとしてて、気づかなかった」

「そうなんだ？」

　ほっとした様子の彼女に、要はばつの悪い想おもいでこめかみのあたりを誤ご魔ま化かすように搔かいた。

　久しぶりに会ったので、どうにも気き恥はずかしい。しかも、お正月だからか、色いろ鮮あざやかな振り袖そで姿で、妙みように目のやり場に困ってしまう。

「あけましておめでとう、要くん。今年もよろしくね」

「あ、ああ。今年もよろしく」

　お互たがいに頭を下げて、顔をあげると自然に目が合う。先に笑ったのは彼女のほうだ。

　行こうと促うながされて、並んで鳥居をくぐった。

　社しや殿でんの前で賽さい銭せんを出し、祖父から聞いた作法を思い出しながら、五円玉を額に当てる。

「なにしてるの？」

「まずおでこに当てて、それから、投げるんじゃなくて、そうっと落とすんだって。投げるのは神様にぶつけることになるから絶対だめだって、うちのじいちゃんが言ってた」

「そうなんだ」

　首を傾かしげていた彼女は真しん剣けんな面おも持もちで頷うなずくと、要と同じように百円玉を額につけてから、そうっと賽銭箱に落とした。

　拍かしわ手でを打って手を合わせる。

　一年ぶりの神社に何を願おうかと考えて、結局決まらなかった。

　だから要は、胸の奥でこう言った。

　帰ってこられて、良かったです。

　要が横を見ると、彼女はまだ真剣に何かをお願いしているようだった。

　ようやく顔をあげた彼女がふふふと笑う。結ゆい上げた髪かみに揺ゆれる簪かんざしについた鈴すずが、軽くてきれいな音をちりんと奏かなでた。

　後ろに並んでいた参拝者に場所を譲ゆずり、参道の左側を歩きながら、要は何気なく尋ねた。

「何、お願いした？」

「要くんは何をお願いしたの？」

　質問に質問で返ってくるとは思っていなかったので、要は少し考え込んだ。

「……お願いは、しなかったなぁ」

　だってここは日本で、海も山も空も越こえたあの国のことを願ったとしても、届かない気がしてしまったから。

　あの国で出会った、ほんの少し遠くて、でも手をのばせばすぐに摑つかまえられるはずだった少女たちと、また当たり前に会えるようになりたいですなんて、日本の神様に願っていいかわからない。

　少しだけ寂しそうに息をつく要に、彼女は言った。

「私のお願い、聞きたい？」

「うん。聞かせてよ。なに？」

「要くんのお願いがかないますように」

　虚きよをつかれた要が思わず立ち止まる。彼女は悪戯いたずらっぽく笑った。

「あのね、要くんをびっくりさせることがあるんだよ」

「え……？」

　彼女は帯にさげた七宝の懐かい中ちゆう時計で時間を確かめた。

　そろそろかなと呟いて、鳥居の向こうをちらちら眺ながめる。鳥居の前は二車線の道路で、交通量も多い。横断歩道はなくて、少し行ったところに歩道橋がかかっているのだ。

　神社の境けい内だいを出て、彼女はきょろきょろと辺りを見回す。

　しばらくそうしていた彼女は、歩道橋の上に目をとめて、あっと目を輝かがやかせた。

「ねぇ、要くん。あのひとたちでしょ？」

　示される指の先を見た要は、目を瞠みはってぽかんと口を開けた。

　言葉のない要に、彼女がにこにこと笑う。

「先週ポストカードが届いたの」

　シュヴァルツヴァルトのポストカード。差出人は初めて見る名前だった。日本人ではないようなのにとても綺き麗れいで丁てい寧ねいな字で、突とつ然ぜんカードを送りつける非礼を詫わび、親愛なる友を驚かせたいのでぜひ協力してほしいと書かれていた。

　歩道橋を見つめている要は、盛んに瞬きをしている。

　そうっと様子を窺うかがう彼女の手を突とつ然ぜん握にぎり締めて、要は深呼吸をした。

「……あのさ、結ゆい花か」

　手に力を込めながら、要は顔をくしゃくしゃにして笑う。

「話したいことが、あるんだ。信じてくれないかもしれないけど、結花に聞いてほしいんだ」

　じっと見つめると、水みず谷たに結花は頷いた。

「うん。聞かせて。でもその前に」

　結花は要の手を引く。

「ちゃんと紹しよう介かいしてね。私、電話で少し話しただけで、まだきちんと自己紹介も何もできてないの」

　うんと、要は頷いた。何度も何度も頷いた。

　すごいな、こいつ。俺の願いをかなえてくれたよ。

　あとでみんなに自じ慢まんするんだ。

　遠えん距きよ離りなんて問題ない、なにがあっても平気なんだよ。だって心がつながってる。

　結花とつないだ手を勢いよく掲かかげて、要は叫ぶ。

「おおーい、司堂───っ！」

　急に振り上げられて、袖から腕うでが覗のぞきそうになった結花が悲鳴を上げた。

　歩道橋の上にいるみんなが、あーあという顔で笑っている。

　要はごめんと笑って、彼女と一いつ緒しよに走り出す。







　彼らは黄昏たそがれに棲すんでいて、「隣となり」にいる要とはほんの少しだけ距離がある。

　でももう大だい丈じよう夫ぶ。

　日常と非日常をつなぐ扉とびらの鍵かぎはここにあって、彼らのいるあの場所に、要はいつでも行けるのだ。







　ヴァンピーアの生きた情報







　大体からして、いわゆる吸きゆう血けつ鬼きが昼間は眠ねむっているとか、十じゆう字じ架かを恐おそれるとか、にんにくを嫌きらうとか、そういう情報は伝承とか物語で得た知識だ。それは決して生きた情報ではない。

「そうだよなぁ。本に書いてあることが正しいなんて、誰だれにもわからないんだよなぁ…」

　ぼそりと呟つぶやいた要の耳に、感極きわまった声こわ音ねが飛び込んできた。

「おお、これがかの有名な揚げまんじゅう…！　要くんも食べるよね？」

「ああ、はい」

「よし。じゃプレーンをふたつ。熱々なのを頼たのむよ」

　東條要は、上じよう機き嫌げんで揚げまんじゅうを注文しているひとを見上げた。

　上等のカシミアコートをまとった長身はすらりとしていて、前まえ髪がみが長めの短い髪かみは濃こい目の金色。まんじゅうを眺ながめる紫むらさきの瞳ひとみは喜びできらきらと輝かがやいている。見た目の年とし頃ごろは要の父より少し上といったところで、鼻が高くてほりの深い顔立ちは整っている。ダンディとはこういうひとにこそぴったりな形容詞だ。

　うん？　待てよ、ダンディって形容詞なのか？

「……違ちがうかも」

　渡わたされた揚あげたてのまんじゅうをぱくつきながら、要はまぁいいやと考えるのをやめた。

　ここ浅草の仲なか見み世せ通りには、平日でも外国人観光客が多い。いまは冬休みなので、年末の買い物にやってきた日本人も多く、通りは人でごった返している。

「でもたぶん、モンスターはひとりだけだろうなぁ…」

　そのモンスターとは、要の隣となりで熱々の揚げまんじゅうに喜色満面の壮そう年ねん男性。名を、カール・ブラント・フォン・ベルンシュタインという。国こく籍せきはドイツ。年ねん齢れいは──多分、六百歳。

　わけあって両親と離はなれ祖父母の家に住んでいる要は、去る夏休みにカールと出会った。そして季節は巡めぐり、冬休み直前に、ドイツ在住のカールから電話をもらった。

　曰いわく。仕事で日本に行くので、よかったら浅草を案内してくれないだろうか。

　しかし要は浅草に行ったことがない。正直にそう告げると、じゃあ一いつ緒しよに行かないかと誘さそわれて、祖父母の許可を得、いまに至る。

「おお、あれが浅せん草そう寺じ！」

　感激しているカールだが、要は内心で思う。そこは寺なんだが、教会じゃないからいいのか？

　くわえていうなら本日快晴。時刻は午後一時を少し回ったところ。雲ひとつない真っ青な空の下、お日様が燦さん々さんと降り注いでいる。いいのか？

「ほほう、これがおみくじ。どれどれ」

　浅草寺をお参りしたあとで、カールはおみくじを引いて文言を興味深げに読んでいる。

　誰が思うだろう、このひとがドイツ出身の吸血鬼ヴアンピーアだなんて。

　物いいたげな要をひょいと振ふり返り、カールは片目をつぶった。

「ちなみにガーリックは好物だ。料理の仕方によるがね」

　鮮あざやかに要の度ど肝ぎもを抜ぬいた陽気なヴァンピーアは、おみくじをコートのポケットに突つっ込むと身を翻ひるがえした。

「さて、雷かみなりおこしを買いに行こうか。咲夜たちへのお土産みやげだ」

　本当は揚げまんじゅうがいいんだけどねぇと呟くカールに、要はため息をついた。

　揚げまんじゅうをおいしそうに食べ、浅草寺で神しん妙みように手を合わせおみくじを引き、にんにくが好物。日本文化に深い興味を示し、日本語を流りゆう暢ちように話す。

　これが、要にとってヴァンピーアの生きた情報だ。







　戦せん闘とう開始はテムズの岸で







　冬のイギリスは、寒い。

「……来る時期を間ま違ちがえた気がする…」

　呟つぶやいた咲さく夜やに、隣となりのアルベルトが黙もく然ぜんと頷うなずいた。反対隣の老婦人グレーテルはくすりと笑っている。

　一行はクラーンの長老衆の指令を受けてイギリスにやってきた。そして事件が無事に解決したので、帰国前に少しロンドン観光をすることになったのだ。

　しかし、季節は冬。観光には向かない時期だった。

　渋じゆう面めんの咲夜に、先導するように歩いていた騎き士しが颯さつ爽そうと振ふり返って口を開いた。

「そのようなことはないぞ、咲夜よ。我が国は春夏秋冬いついかなる季節も風ふ情ぜいある美しさを披ひ露ろうしてくれる。見よ、この身も凍こおるような街を見下ろす灰色の空を」

　言われるままに視線を上げると、どんより曇くもった薄うす灰はいの空が重苦しさを演出している。

「……風情？」

　咲夜は思わず胡う乱ろんに呟いてしまった。すると、丈たけの長いケープを華か麗れいに翻ひるがえし、骨骨しさをいかんなく発揮したイギリス出身骸がい骨こつ騎士ロード・スケルトンは鷹おう揚ように頷いてみせた。

「左様。この空の色こそ、ロンドンの街並みをこれ以上ないほど魅み力りよく的に見せるのだ。そうは思わぬか、アルベルト」

　水を向けられたアルベルトは、ゆっくりと視線をめぐらせた。

　彼らはいま、イギリスの首都ロンドンの中心を流れるテムズ川の岸辺にいるのだ。

　テムズの岸辺は寒い。石いし畳だたみからはしんしんとした寒さが這はいあがり、底冷えがする。水面を渡わたってきた風もまた冷たく、さえぎるものがないので文字通りの吹ふきさらし。

　しばらくの間ロンドンの街並みを見み渡わたしていたアルベルトは、変化に乏とぼしい表情のまま軽く息をついた。

「……ロードの言葉にも、一理ある」

　この地の石造りの街並みは、薄うす曇ぐもりの空に彩いろどられると、時代をさかのぼって昔の趣おもむきを甦よみがえらせるかのようだ。

　アルベルトの賛同に気をよくしたのか、ロードはケープをひるがえして歩き出した。

「なれば参ろう。タワー・オブ・ロンドンだけは見ておかねばなるまいぞ」

　ブーツの踵かかとを軽快に鳴らしながら進むロードの背を見ていた咲夜とアルベルトに、グレーテルがころころと笑った。

「ロンドン観光を一番楽しんでいるのは、ロードのようですねぇ」

　かぶったニット帽ぼうの上から後ろ頭を押さえるようにして、咲夜は首を傾かたむけた。

「あたしだって、一応楽しんでるのよ？　ロンドンに来るの、初めてだし」

　なのだが、こう寒くては、建造物を見て回るより、どこかのティールームに入って暖を取りたくなってしまう。

　アルベルトが無言で咲夜を見下ろした。視線に気づいた咲夜は目を向けて応じる。

「なに？」

「……いや」

　表情に乏しい男だが、目までがそういうわけではない。

　咲夜は姓せいを司し堂どうという。名前は日本人だが、純じゆん粋すいな日本人ではない。確実にスラブの血が混じっていると、その面おも差ざしが証明している。しかし、実際どうなのかは、誰だれにもわからない。なぜならば彼女は、赤ん坊ぼうの頃ころに実の両親に捨てられたらしく、バスケットに入れられた状態で邸やしきの門前に置き去りにされていたのだ。

　その邸の主あるじが彼女の義父カール・ブラント・フォン・ベルンシュタイン。ヴァンピーアである。アルベルトはカールの実の息子むすこで、咲夜とは義理の兄妹きようだいにあたる。

　もっとも、兄妹とは、五歳の頃から咲夜は思っていないのだが。

　あまり考えたくもない腹立たしい事情で、咲夜はアルベルトと十年間一度も会えなかった。再会したのはほんの数ヶ月前だ。

　一いつ緒しよにいられるのは嬉うれしいのだが、嬉しいのと同じくらい不安にもなる。

　アルベルトは、ベルンシュタインの始祖エーアストの命令で戻もどってきたのだ。ということは、いつエーアストの気が変わって呼び戻されるかわからない。

　一緒にいることが当たり前になったときにそうなったら、さすがにかなり応こたえるだろう。

「……やだなぁ」

　小さな呟きは無意識だった。

　アルベルトは、咲夜を無言で見下ろした。相変わらず表情は変わらない。

　けれども確かに瞳ひとみが動いた。

　咲夜はそれでようやく、自分が何かを口走ったのだと気づいた。

　不ふ審しんげな目をするアルベルトに言いつくろおうと口を開きかけたとき、咲夜の耳はばたばたという羽ばたきを捉とらえた。

　白いカモメにまじって、大きな黒いコウモリが彼らの頭上を旋せん回かいしている。その足には小さな皮かわ袋ぶくろがついていた。

　クラーンの使い魔まだ。

　コウモリは咲夜とアルベルトのもとに降下すると、きいきいと小さく鳴いた。

　コウモリの足からはずした皮袋の中には、たたまれた羊皮紙と小箱が入っていた。

「……新たな離反者ケツツアーが出たそうだ」

　羊皮紙に視線を走らせて渋面を作るアルベルトの横で、咲夜は小箱をぐっと握にぎりしめた。

　人間である咲夜は、モンスターと戦うために、常に回リ転ボ式ル拳バ銃ーを携けい帯たいしている。小箱に入っているのは、クラーンのモンスターを狩かるための、特製の弾だん丸がんだ。

　さっきまであったはずの不安を全力で蹴けり飛ばし、燃え上がる瞳で咲夜は言い切った。

「どこにだって行ってやるし、なんだって狩ってやるわよ。長老衆になんて負けてたまるもんですか」

　これは大事なものを守るための戦いだ。







　夜の中







　トーゴとの演習をはじめて三日。

　今日は取り分け熱が入って、邸やしきの敷しき地ちを飛び出して森の奥まで縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回り、陽の暮れかけた時分には咲夜は汗あせだくで膝ひざに手をついていた。

　息を弾はずませている咲夜ほどではないが、アルベルトも額ににじんだ汗を拭ぬぐう。

　きいきいとコウモリが鳴く声が聞こえた。

　あれは城からの使い魔まだ。

　コウモリの影かげを目で追いながら、トーゴは息をついた。今日はここまでだ。

　渋じゆう面めんのアルベルトと咲夜を見たトーゴが、おやという顔をする。

「咲夜、ブローチはどうした？」

「え？」

　自分の右胸を見た咲夜は、目を見開いた。つけていたはずの銀のブローチがない。

　月と剣けんとバラの意い匠しようで、様々な血族を総そう称しようする『モンスター・クラーン』の紋もん章しよう。

　クラーンの一員として認められたものにのみ与あたえられるブローチは、異端者ケツツアーを狩かる際に執行者イエーガーが必ず身につけておかなければならない決まりになっている。

　トーゴをケッツァーに見立てての演習だったので、ブローチをつけていたのだ。それを演習中にどこかで落としたらしい。




　すっかり暗くなった森の中を、古めかしいランタンを片手にブローチを捜さがし回る咲夜に、アルベルトは同行していた。

　三月の終わりで夜はまだまだ冷える。アルベルトが捜しておいてやると言ったのだが、咲夜は頑がんとして譲ゆずらなかった。

　ブローチをなくしたことに気づいてから、かれこれ八時間ほど経過している。

　途と中ちゆうで夕食を挟はさみ、少し休んだのだが、それ以外はずっと庭と森を歩き通しだ。

　さすがに疲つかれた顔をしている咲夜に、アルベルトは言った。

「今日はもう諦あきらめて、明日あしたにしよう」

　しかし咲夜は首を振ふる。

「だめよ。ケッツァーが出たって、さっき使い魔がきてたじゃない」

　アルベルトは息をつく。そうなのだ。またクラーンから離り反はんするものが出た。いまの時点では狩りの命令は出ていないが、時間の問題だろう。

　そしておそらく長老衆は、また咲夜にイェーガーの役目をさせるつもりだろう。

　いい加減長老衆に怒ど鳴なり込みに行きたい心境のアルベルトだ。しかし、彼やカールが下手に動くと、長老衆たちに付け入る隙すきを与えることになる。

　彼らは人間である咲夜をベルンシュタイン家から引き離はなしたいのだ。

　長老衆の思おも惑わくは、アルベルトを常に苛いら立だたせる。

　それにしても、最近離反するクラーンが多すぎる。いくらなんでもここまで立てつづけに出るのはおかしい。

「……ごめんね、アベル。つきあわせて」

　耳に忍しのんできた呟つぶやきに、アルベルトは視線をめぐらせた。

　夜の中、ランタンを持つ咲夜の手が下がる。

「これが本当の狩りだったら、取り返しがつかなかった。何で落としたときに気がつかなかったんだろう…」

　アルベルトは黙だまったまま咲夜の頭をぽんぽんと軽く叩たたいた。これは、カールやトーゴの前では絶対に出てこない弱音だ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに見つかる」

「でも、うちの敷地だけじゃなくて、森の奥まで走り回ったのよ？　どこまで行ったかもよく覚えてないわ」

　月のない夜なので、人間の咲夜はランタンの灯あかりがなければ一メートル先も見えない。

　一方、ダンピールのアルベルトは夜でも昼のように目が利きく。見上げてくる咲夜はひどく頼たよりない顔をしていた。

「それでも、必ず見つけるさ」

　だからそんな顔をするなと、心の中でつけ加える。

　ジャケットの内ポケットから懐かい中ちゆう時計を出して時間を確かめる。そろそろ日付が変わる。これからさらに冷え込むだろう。

　いくら気き丈じように振る舞まっていても、咲夜はもう芯しんまで冷え切っているはずだ。

　ついと手をのばして咲夜の頰ほおに触ふれる。思った以上に冷たくなっていた。

　咲夜は僅わずかに目を細めるが何も言わない。

　これ以上はグレーテルに叱しかられそうだ。

「咲夜、もう……」

　ふいに、茂しげみが揺ゆれた。

　アルベルトと咲夜が目を向ける。ランタンをかざすと、茂みの向こうから銀色の毛並みがぬっと出てきた。

「ああ、ようやく追いつきました」

　大型犬よりさらに大きな銀色の狼おおかみが穏おだやかに目を細める。

　よいしょとばかりに茂みから抜ぬけた狼の、左前足にはまった太い銀のリングが、ランタンの光を弾はじいた。

「後片づけをしていたらすっかり遅おそくなってしまいました。そのご様子では、まだ発見には至っていませんね」

　頷うなずくアルベルトに、狼は宣言する。

「では、あとは私にお任せください。隣人ナハバールでしたら警察犬などに頼るところでしょうが、ヴェアヴォルフ・クラーンの名めい誉よにかけて、必ずや捜し出してご覧にいれます」

　自信満々に断言する狼は、ベルンシュタイン家の執しつ事じで人狼ヴエアヴオルフのルイだ。

　狼は地面に鼻先をつけてくんくん鳴らすと、耳をぴくぴく動かして歩き出した。




　しばらくして、茂みの枝に挟まっていたブローチが、無事に発見された。

　ブローチを手にした咲夜のほっとした横顔に、アルベルトはそっと息を吐はいた。







　運命の扉とびら







　これは、二十年ほど前の、ある夜の話。







　行方ゆくえを捜さがし当てて再会したとき、彼の主あるじは心の底から嫌いやそうな顔をしていた。

　そのことに彼はいたく傷ついたのだが、なぜ主がそこまで嫌そうだったかという理由を知ったいまとなっては、致いたし方なかったのだと得心がいく。

　彼の主は、彼らが「隣人ナハバール」と呼ぶ人間たちから「怪物モンスター」と呼ばれる存在だ。

　中でも、モンスターたちすべての血族クラーンを束ねる長おさの地位にある彼の主は、ナハバールたちから別格に扱あつかわれている血族、吸血鬼ヴアンピーアだった。

　彼──ルイ・アドリアン・ベリルが執事として仕えるようになってから二百年近くになるが、主の深い苦く悩のうを見たのは初めてだった。

　ルイの主は、外見は二十代半ば程度に見える。二十歳そこそこと見られがちなルイより少し年長と思われがちだが、実じつ年ねん齢れいは三百年以上の開きがある。

「悩なやんでおいでのようですね、カール様」

「わかっているならいちいち言うな」

　隠かくしきれない苛いら立だちをあらわにしてしまうところは、まだまだ若い外見年ねん齢れいに見合っている。実年齢は五百歳を軽く超こえているのだが。

　モンスターはある一定まで成長すると、外見の時が止まる。結けつ婚こんし子どもが生まれると、子どもの成長に合わせて外見も年を取っていく。

　カールは独身だ。この歳まで妻を娶めとろうとしなかった。業ごうを煮にやしたクラーンの長老たちから次から次へと見合いをさせられ、ほとほと嫌いや気けがさして出しゆつ奔ぽんしてしまった。

　あちこちを捜し回ってようやく見つけ出したのだ。ここで機き嫌げんを損そこねたらまた姿をくらませてしまうかもしれない。

　当初ルイはそう考えて慎しん重ちようになっていたのだが、どうやらその心配はいらないようだということに気づいた。

　おそらくカールは、しばらくの間は何があってもこの地を離はなれない。

　離れられない、というほうが表現として正しいかもしれない。

「失礼しました」

　素す直なおに詫わびるルイに、ずっと背を向けていた主たるヴァンピーアは目線だけを向けてきた。

「俺はまだ戻もどらない。親父おやじ殿どのにもそう伝えておけ」

「そういうわけにもいきません。ローベルト様からは、どんな手を使ってでも城へ連れ戻せと命じられています」

　少し困ったように眉まゆをひそめて、ルイはひとつ息をついた。

「ローベルト様もカール様も、意固地なところは実によく似ていらっしゃいます」

「誰だれが意固地だ」

　目をすがめて凄すごむカールに、ルイは苦く笑しようした。

「カール様ですよ。それほど後ろ髪がみ引かれているなら、いっそ私がさらってきましょうか？」

　執事の透すきとおった翠みどり色の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん琥こ珀はくに輝かがやいた。と、カールの双そう眸ぼうが剣けん吞のんさを増す。

「余計な真似まねはするな。ナハバールの、まだほんの小こ娘むすめだ。モンスターが突とつ然ぜん出てきて連れ去られてみろ。恐きよう怖ふに震ふるえて息も絶え絶えになるか、半はん狂きよう乱らんに取り乱すか、とにかくどうなるかわかったものじゃない」

　それを聞いていたルイは思った。

　どうしてマイナスのほうにばかり考えるのだろうか。

　いやまぁ確かに我々はいわゆるモンスター。主はヴァンピーアで執事は人狼ヴエアヴオルフ。さらうとなったら獣じゆう形けいを取った方が迅じん速そくかつ効率的だ。

　絶対に余計な真似はするなと念を押すカールの横顔は真しん剣けんそのものだが、その奥に僅わずかに見え隠れしているのは、ルイが彼の中に見たことはこれまで一度もないものなのだった。

　その正体をあえて口にしてしまったら、おそらく主は烈れつ火かのごとく怒おこるだろう。核かく心しんを衝つかれると大たい抵てい感情は爆ばく発はつするものだ。

　それを踏ふまえて、ルイは別の言葉を口にした。

「昔、我が敬愛する大おお叔お父じが申しておりました」

　カールが視線だけを寄よ越こしてくる。それが冴さえ冴ざえと冷たい。しかし、ルイとてモンスターである。ヴァンピーアの眼光など。

　恐こわいに決まっている。何しろクラーンの頂点に君臨するベルンシュタイン家現当主の嫡ちやく男なんだ。しかも、外見年齢に見合って血の気が多い。本気で怒らせたら無傷ではすむまい。

「どれほど抗あらがっても思い切れないときは運命であるから、それに従うべきである」

　大叔父の言葉を紡つむぎながら、ルイの脳のう裏りにもひとつの面おも差ざしが浮うかんで消える。

　ああ本当に、抗っても思い切ることなどはできないのだから、運命と呼ぶのが相応ふさわしい。

　しばらく無言で執事を睨にらんでいたヴァンピーアが、冷然と口を開いた。

「…………その運命が一方的なものでないという保証がどこにある」

　予想外の反論に、ルイは虚きよをつかれて一瞬絶句する。

　言われてみれば、確かに。

「そう言われてしまうと身もふたもないのですが…」

　ふいにルイは苦笑した。

「僭せん越えつながら、一方的なものだと思っているだけかもしれません」

　彼の主を人間だと信じて疑っていないだろう少女を思い起こす。ここ数日、カールの動向を陰かげから窺うかがっていたルイは、彼女がどんな表情と仕草を見せていたかを、少なくともカールよりは客観的に眺ながめていた。

　剣吞な目でルイを睨んでいたカールは、やがて深い息をついた。

　ヴァンピーアが人間の娘むすめを無理やりにさらって花はな嫁よめとするのは、あくまでもナハバールたちの創作だ。現実にそんなことは滅めつ多たにない。

　自分が人間だと信じているから彼女は屈くつ託たくなく笑うのだろう。こんなことなら長老たちが持ちかけてきた見合い相手の誰かとさっさと結婚しておくんだった。

　運命とやらは実に厄やつ介かいだ。よりによってナハバール。

　だが。

　もし本当に運命ならば、いま動かなければ死ぬほど後こう悔かいする。

　ふいに、きいきいという甲かん高だかい鳴き声が響ひびいた。

　ばたばたと翼つばさを羽ばたかせながら夜よ闇やみを飛んでくる蝙蝠こうもりは、彼女の身に異変があったら報しらせるようにと命じておいたカールの使い魔まだ。

　何があった。

　無言で飛び出していくカールの背に、ルイは大叔父の言葉を思い出した。

「もし、運命だと感じたなら、そのとき既すでに扉は開かれている。……さすがです、大叔父上」

　しみじみと感かん嘆たんしたのちに、ルイは慌あわてて主のあとを追った。







　寒さ厳しき冬の夜は







　定位置に自転車を停めて玄げん関かんポーチの呼び鈴りんを押す。

　が、いつまで待っても返事がない。

「おや？」

　東とう條じよう要かなめは首をひねった。今日の夕方借りた本を返しに行くと、前もって伝えておいたはずなのだが。

　ドイツはマインツの郊こう外がいにあるこのベルンシュタイン邸ていには、これまでにも数え切れないほど訪問している。いまさら締しめ出されるとも思えないのだが。

「急にどっかに出かけたのかなぁ？」

　それにしても、誰だれもいなくなることは滅多にない。少なくとも、執しつ事じのルイか家事一いつ切さいを取り仕切る老婦人グレーテルが留守を預かるはずだ。

「うー………ん？」

　どうしたものかと思案していた要は、扉とびらの横に一枚の張り紙がされているのに気づいた。

「ん？」

　描かかれているのは矢印だ。ほかには何もない。ひとことくらい書き添そえてあってもいいんじゃないだろうかと思うが、とりあえず矢印に従って庭のほうに足を進める。

　庭には先日降った雪が積もっている。きちんと雪ゆき搔かきがされ、人がふたり並んで歩けそうな幅はばの道ができていた。

　道なりに進んでいた要は、ふと食しよく欲よくをそそられる匂においを嗅かぎ取った。

「む？」

　思わず立ち止まり、要は首を傾かたむけた。

　ここはヨーロッパの国ドイツ。中心よりやや南西に位置するマインツ。料理の匂いが漂ただよってくるのはよくあることだが、あまりにもこのシチュエーションにそぐわないものだったような気が。

　が。

　要はふいに遠い目をしてふっと笑った。何をいまさら。

　雪を搔いてできた道がつづく先には、ベルンシュタイン邸の離はなれというか別べつ邸ていというかが建っている。

　その趣おもむきは、いまどき日本の都会ではお目にかかれない純日本家屋。四方には立派な鬼おに瓦がわらまでついている。これでシャチホコまで載っていたらどうしようかと一時期本気で考えた。

　のちに、タイミングが悪くて手に入らなかったんだと実に残念そうにこの邸やしきの主がこぼしていたのを聞いた。

　なぜだかほっとしたのを覚えている要である。

　古民家にありそうなガラスの引き戸に手をかけると、鍵かぎはかかっていなかった。

「こんばんはー」

　引き戸を開けると、中からおいしそうな匂いがあふれ出る。

「うぉー、これは間ま違ちがいなく、あれだよなぁ……」

　ドイツなんだけどなぁ、ここ。ドイツだったらもっとこう、コンソメとかさぁ。

　ほどなくして、腰こしまである長い金きん髪ぱつを首の後ろでまとめた翠すい瞳どうの青年が迎むかえに出てきた。

「ああ要さん、いらっしゃいませ。無事に張り紙に気づいてくださいましたね、良かったです。どうぞ上がってください」

　ほけほけと笑うルイ青年に、要はええまぁと頷うなずいた。

「皆みなさんこっちに？」

「はい。今日のディナーはカール様が腕うでをふるってくださいまして」

「でぃなー…すか…」

　ディナーというにはあまりにもこう、日本の庶しよ民みん的な匂いが。

　廊ろう下かを進んでいく要とルイの前に、紺こん色いろの着物をたすきがけして両手で土ど鍋なべを持ったひとが現れた。

「やぁ要くん。ちょうどいいタイミングだ」

　この邸の主、カール・ブラント・フォン・ベルンシュタイン。当年とって六百三歳、由ゆい緒しよ正ただしきお家いえ柄がらのヴァンピーアである。短めのくすんだ金髪に紫むらさきの瞳、引き締まって均整の取れた長身の体たい軀くという、どこからどう見てもドイツ人だ。それがなぜ着物姿なのか。

「あの、その着物はいったい……」

「ああ、これかい？　京都の呉ご服ふく屋に仕立てを頼たのんでおいたのができたと連れん絡らくがあって、一昨日おととい取りに行ってきたんだよ。そうしたら、日本の冬は実に寒くてねぇ。向こうの知り合いも言っていたが、やはり冬はあたたまる鍋なべ物ものが一番だ」

「はぁ」

「それで、ちょうどいいから道具類と食材を一式買いこんで来たんだよ。あ、安心してくれたまえ。だしのとり方から味付け、具材の切り方までしっかり教わってきたからね」

　見れば、広々とした八畳じよう間まの真ん中に作られた掘ほりごたつの天板の中央にカセット式コンロが据すえられ、炊すい飯はん器の前に膝ひざをついた咲夜が茶ちや碗わんに炊たき立てご飯をよそっている最中だった。その隣となりには白しら髪がを綺き麗れいにまとめたグレーテルがきちんと正座して、どうよそえばおいしそうに見えるのかをレクチャーしている。

　アルベルトはこたつに足を突つっ込んで、無表情ながらも興味深そうにふたりのやり取りを眺ながめている。

「アベル、どれくらい食べる？」

「適当でいい」

「わかった」

　おいしそうに見えるよう、咲夜はこの上もなく真しん剣けんな面おも持もちだ。

　こたつの上には人数分の小こ鉢ばちと箸はしが並び、咲夜がご飯をよそった茶碗がグレーテルの手によって運ばれる。

「あ、栗くりきんとんと黒豆」

　これも日本から持ってきたのか。栗きんとんは艶つやがあり、黒豆はふっくらとしていて実においしそうだ。うんうん、日持ちがするから正月が過ぎても御お節せちの残りとしてよく出される品だよね。というかここはどこだ。

「要さんは私とグレーテルの隣でよろしいですか？」

「ああはい、どこでもいいです。ありがとうございます」

　土鍋は大きく深く、コンロの五徳に置かれた時点でぐつぐつ煮にえている。土鍋は保温性が高いから、コンロはなくてもよかったのではなかろうか。

「知り合いの家で出たつみれが自家製で、実においしかったんだ。残念ながらこれは出来合いなんだが、次はぜひ自作しようと思っていてね」

　整然と並べられた玉子、大根、昆こん布ぶ、さつま揚あげ、厚揚げ、つみれ、はんぺん、こんにゃく、がんもどき、餅もち入り巾きん着ちやく、ちくわ、白しら滝たき。

　よもや、ドイツでここまで完かん璧ぺきなおでんを食べる日がこようとは。

　いや、アジアンショップに行けばある程度揃そろうけどさ。うちでもたまーに作るけどさ。

　一晩は煮ただろう黒くなった玉子とこんにゃくと大根がカールの手で小鉢に盛られる。

　玉子のこの色、帰国してすぐに準備に取りかかったに違ちがいない。

「熱いから火傷やけどしないように気をつけてくれたまえ」

　斜ななめ前では、意外に箸使いがうまいアルベルトに、咲夜がおでんの具を説明している。アルベルトは黙だまったまま時折頷きながら、ルイに勧すすめられた和がらしを小鉢のふちに取った。

　紺こんの着物にたすきがけしたヴァンピーアの作ったおでん。うーん、シュールだ。いや、おいしそうなんだけどね。

　ほうじ茶を淹いれてくれたグレーテルに礼を述べ、要は恭うやうやしく手を合わせた。

「いただきます」
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